






































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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『ロンデニア大陸』に存在する中立都市のうち、東側地域最大規模の街『ラインハルト城下町』。街を東西で両断するメインストリートの最さい奥おう、小こ高だかい丘の上にそびえるラインハルト城は街の名前の通りシンボルとなっている。

　明るい雰ふん囲い気きの街には、ギルド、酒場、工房、市場、宿、裁判所と、おおよそ冒険者に必要な施設が全すべて揃そろっており、街中を数分も歩けば今日の晩飯から明日の働き口まで生活に必要なものは何でも手に入る。

　その為ため商人や貴族のみならず、駆け出しから熟練の冒険者など、拠点を持たない根無し草達の住処すみかとなっていた。




　三カ月前、俺が初めてここに来た時の感想は「うわ、ゲームみてぇ……」だったのを今でも覚えている。




「うひょー咲さき、なにこれ超うまそう！」

「意地汚いからやめなさいって」

　俺は祭りの屋台にかじりつく相棒を引きはがした。

　口をあけてハァハァしている姿は犬っぽくも見える奴である。こいつにもし尻尾しつぽがあればブンブンと振り回していることだろう。

　現在ラインハルト城下町は晴せい天てん祭さいと呼ばれる祭りの最中で、賑にぎやかな空気に包まれていた。

　メインストリートには出店が並び、家族連れや、旅行客なんかが活気あふれる祭りを楽しんでいる。俺達も出店の前を通るたびに「そこのお嬢じようちゃんとお兄ちゃん寄ってって！」と商人から声がかかっていた。

「ちょっとくらいいいだろ、城主のくせにけち臭くさいぞ」

「貧乏城主とわかってて言ってるだろ」

　恨みがましい目で俺の方を見る少女は、名目上護衛ということになっているが、どう見てもお守もりをしているのはこちらである。しかしながら並んだ屋台から香る、焼けたソースや、チョコの甘い匂においにつられてしまうのは仕方のないことかもしれない。

　俺がこちらの世界に召喚されて一番最初に出会った少女、オリオン。長い髪を無造作に揺らし、背中には丸盾バツクラー、腰には鉄の剣を挿さし、少しだけ吊つり上あがった目尻に口元には八や重え歯ばが覗のぞく。

　磨けば間違いなく美少女の類たぐいなのだが、お世辞にも品があるとは言えない少女は、ブータレながら出店で買ったチョコバナナをくわえて俺の後ろをついてくる。

「さすが晴天祭、いろんなもん売ってるな。おっ、これ見ろよ！　銀の剣だ、アンデッド系に大ダメージを与えられるやつだぞ。やべーほしーなー」

　オリオンが指をくわえて見ているのは銀で刀身が作られた剣で、眩まばゆい陽光を浴びて光り輝いている。柄つかの部分に小さなルビーが埋め込まれていて、見るからに高そうという感じだ。

　予想通り値札には一○万ベスタと書かれており、到底手が出そうになかった。

　鍛か冶じ屋やの出店の隣に、砂糖菓子の出店があったので、俺はそこで五○ベスタ支払ってお菓子を買う。

「うちの財力では買えません」

　そう言って、砂糖を星の形に固めたお菓子を一つつまんだ。

　と思ったら、俺の指が空を切る。

　ん？　と思い視線を落とすと、今しがた買ったはずのお菓子がなくなっていた。

「ほんとけちくせー」

　そう言いながらオリオンは俺の手からかすめ取った砂糖菓子を口の中に運び、パリパリと音を響かせる。
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「おい、それは俺のだぞ」

「あたしが稼いだんだからいいでしょ」

「お小遣いちゃんと渡してるだろうが」

「さっきのチョコバナナで全部なくなった」

「お、お前……」

　ケロッと言い放つオリオンに、俺は毎度のことながら頭が痛くなった。

　彼女は悪びれた様子もなくペロリと舌を出して笑う。

　もはやいつものことなので、今更どうこう言う気にもならない。

　俺がため息を一つつくと、行き交う祭り客の肩と自分の肩がぶつかる。

「気をつけろい」

　ぶつかったのは昼間から酒を飲んでいた中年男性で、少し酔っているようだった。

　男は赤い顔でぶつかった俺ではなく、オリオンの方をまじまじと見すえる。

「姉ちゃん、そんな格好して誘ってんのかオイ？」

　酔った男はオリオンの方につかつかと歩み寄り、腕を握ろうとする。だが──

「あたしに触るな」

　一瞬の出来事だった。

　オリオンは剣を逆さか手てに持ち、酔った男の喉のど元もとに刃やいばを突きつけると、耳元で囁ささやいた。

　男は一瞬で酔いが冷めたのか、頭をぶんぶんと振って走って逃げていった。

　俺はぺちっとオリオンにでこぴんする。

「いったぁ、何すんだよ」

「やりすぎなの、街中で剣抜くなって何回言ったらわかるんだ」

「だってあいつあたしに触ろうとしたんだぞ！　あたしに触っていいのは咲だけだ」

　別段彼女の言葉になにかしら深い意味合いがあるわけではないとわかっているのだが、面と向かってそう言われると恥ずかしいものがある。

「お前の装備買わないとなぁ。また変なのにからまれる」

「別にいいけど。動きやすいし、機能性いいし、スピード出るし」

　それほとんど同じ意味だが。

「そりゃ装備無しの無課金勢みたいな格好してるからな」

　彼女の防具は水着のようなブラとパンツに革手袋、革のブーツだけでローブすら羽は織おっていない。流行のビキニアーマーだからと逃げの言葉を使いたいが、アーマーと呼べる部分がほぼないので、ただのビキニである。

　これでは男の視線を集めても仕方がなく、おまけに彼女の胸は人よりもかなり大きいので目のやり場にも困るというものだ。

　これでいてまだ成長期という恐ろしいポテンシャルを秘めているのは、俺にとって悩みの種でもあった。

「それで言うと咲も変な格好してるよね？」

「これは学生服と言う。俺の世界で学生という称号を持つものに支給される装備だ」

「なにそれ、なんかカッコイイ」

「これを装備すると朝から晩まで勉強する権利が得られる」

「なにそれ、絶対いらない」

　オリオンは眉まゆをハの字に曲げると、思ってたのと違うと顔をしかめた。

「欲しくなくても絶対手に入るんだ」

「噓うそでしょ。呪のろいのアイテムでも取得するかしないかくらい選べるよ」

「自分の知力に合わせて、学生服の種類を選ぶぐらいはできるぞ。比較的ハードな呪いからベリーハードな呪いまで好きなのを選べ」

「なにその地獄みたいな自由度」

「俺の元いた世界じゃ知力が攻撃力みたいなもんなんだよ」

「地獄じゃん。あたしそこに生まれなくてよかった」

　俺はオリオンに義務教育の恐ろしさを説明しながら、目的地であるステファンギルドと書かれた建物の中に入る。

　ギルドの中には冒険者風の剣や斧おのを背負った屈強な男女が揃っていた。

　城や町民、周辺の村民たちからの依頼書を張り付けたクエストボード。その横には受注カウンターと職員が並ぶ。更にその隣は酒場になっており、朝から酒を浴びる者もいれば、クエストボードにかじりついている冒険者もいる。

　物語やゲームに出てくるギルドと同じ光景が広がっており、ここも最初来た時は興奮を覚えたものだ。しかし今となっては見慣れた光景である。

　待合となっているエントランスを抜けて、コンビニＡＴＭのような長方形でディスプレイがついた機械の前に立つ。

　周りはファンタジー風のＴｈｅギルドという感じの中、明らかにこの機械は浮いていた。

　浮いているのはこれだけではないのだが。

　俺はポケットからスマートフォンを取り出し、機械から伸びているコネクタと接続する。

［いらっしゃいませ］と画面に表示されているので、画面をタッチして項目を進める。

　換金という項目をタッチすると『梶かじ勇ゆう咲さく様のギルドデータを参照しています』と、表示が切り替わり、俺の詳細なデータが映し出された。

［梶勇咲　性別：男　年齢：一七　職業：王　王ランク：Ｆ］

　毎度この［職業：王］のところを見てため息をつきたくなる。




　俺はほんの三カ月前までは、どこにでもいる一般的な高校生だった。

　しかし『ファンタジーシフト』という新作ゲームアプリで遊んでいる最さい中ちゆう、唐突にスマホの中に吸い込まれた。

　吐き気がするような眩暈めまいに襲おそわれたと思ったら、気づけば自分の部屋からボロっちぃ城の中へと転移していた。

　混乱する俺の前に手のひらサイズのドラゴンがやって来て、自分は神だとナチュラルにぶっとんだことを言い始めた。

「やぁ人間。ワシが君をこの世界に呼んだんだ。ここはエデン。聞いたことあるよね？」

　エデンとはファンタジーシフト内で登場する架空世界の名前で、ここはその中だと言う。この時点で嫌な予感が止まらなかったが、話を最後まで聞くことにした。

「今日から君、王だから。君はまず王の軍勢チャリオットを結成し、自分の戦力を手に入れるんだ。君の目的は拠点と領土を拡張し、仲間を増やして最強のチャリオットを育成することだ」

　いきなりＳＬＧシミユレーシヨンゲームのゲーム目標みたいなことを語りだしたドラゴンに、最初何言ってんだこいつと白目をむきそうになっていたが、どうやら言っていることは全て本当のことらしかった。

　半信半疑の俺を放置してドラゴンは更に続ける。

「君以外にも王はいるから。そいつらは君と同じく他人の領土を求めて常に領土戦争をしてるんだ。君らの言葉で言えば敵プレイヤーって奴だね。他の王と共闘するも良し、手当たり次第に襲い掛かってみるのも良い。と言っても戦力が少ないうちは返り討ちにあうのが関の山だからお勧めはしないけどね」

　領土戦争、敵プレイヤー、共闘、侵略。ほんとにゲームみたいなことを言っている。

「領土戦争に一切関与しない中立城ってのがあるから、最初はそこでいろいろ話を聞いてみるといいよ。このへんじゃラインハルトがそうかな？　細かいルールなんかはアプリに記載してるから。最初は生きることにすら苦労すると思うけど頑張って。そんじゃ次はチャリオットを大きくする要素、ガチャについて話をしようか──」と、チュートリアルじみた説明を受けた。

　誓ってもいいが俺は電波な奴ではない。スマホに吸い込まれたとのたまう時点でかなり電波な奴なのだが、俺を吸い込んだスマホはこの通り今手元にあるのだ。

　認めたくはないが、情報を整理するとゲーム世界に落ちたという解答が今のところ一番有力だ。




「ねぇ咲、この王ランクって何？」

「ウチのチャリオットの強さや規模のでかさだ」

「Ｆってどうなの？」

「一番下だ。駆け出しだからしょうがない」

「最弱クソザコってこと？」

「そういうことだ。まぁウチみたいなとこいっぱいあるらしいけどな」

　この王ランクが一番上のＳまで上がると、元の世界に帰れるとか帰れないとか。実際にＳまで行った人を見たことがないからなんとも言えない。

　銀行ＡＴＭみたいな機械（正式名称ベスタコンバートポーター、長いのでＡＴＭと勝手に呼んでいる）の前でしばらく待つと、画面下部にある硬貨投入口が開き、硬貨がジャラっと吐き出される。

　俺はそれを布袋に入れ、紐ひもで口を結びバッグの中に放ほうり込こんだ。

「四八○○か、厳しいな」

　スマホにギルドの依頼を達成した分の報酬金がプールされており、それを今全額払いだしたのだが、あまりにも稼ぎが少なくて泣きたくなってくる。

「パーッと使おう」

「ダメ人間みたいなこと言うな」

　オリオンはギルドに併設されている酒場を親指でさす。そこから美お味いしそうな料理の匂いが漂って来て腹が鳴った。

　もうずいぶんと肉食ってないんだよな……。

　イカンイカン。稼ぎが少ないのに散財なんてできない。俺は頭を振って食の誘惑を追い払う。

「やぁやぁ誰かと思えば梶じゃないか！　お前も祭りに来てたのか？」

　俺が首を振っていると、陽気に声をかけてくる少年の姿があった。

　報酬が少なかったこと以上に顔をしかめながら後ろを振り返る。

　そこには長身で、少しくせっ毛の混じった自他ともに認める美少年が人ひと懐なつっこい笑みを浮かべていた。

「乾いぬいか」

「そんな露骨に嫌そうな目で見るなよ。僕達友達だろ、ト・モ・ダ・チ！」

　乾隆たか司し。こいつと俺は同じ世界からこの世界に召喚されてきた知り合いだ。高校が同じだったが接点はほとんどない。

　乾は学校内で問題を起こすが、人の中心になるような人物で、対する俺は仲のいい友人とひっそりしているタイプ。接点があるわけがない。

　こいつも俺と同じく王として呼び出されたのだが、同時期に呼び出されたとは思えないほど羽振りがいい。その理由は隣にいる女性が関係している。

「…………」

　うるさい乾とは対照的に、静かに佇たたずむ長身の少女。彼女は乾の護衛なのだが、ウチのなんちゃって護衛と比べると風格が全然違う。

　口元だけが見える機械チックなヘルムを被かぶり、上半身のモビルスー○みたいな機械鎧オートメイルは、ところどころ発光している部位がある。パッと見の強キャラ感が凄すごい。

「エーリカさん、こんにちは」

　会え釈しやくをすると、彼女はヘルムからビゴォンと音を立てて青色の光を灯ともし、会釈を返してくれた。

「…………こんにちは」

　相変わらずＳＦ世界からやって来たような風ふう貌ぼうの為、立ってるだけで目立つ。

　彼女は融ゆう機き人じんと呼ばれる種族で、元から機械と生体部が融合しているらしい。

「ちょっこっち無視かよ！　つれーわ、そういうのつれーわ！」

「あたしはお前のノリがつれーわ」

　俺はオリオンの口をさっと押さえた。

「お前は何しに来たんだよ」

「ここに来た以上依頼を受けるか、換金以外の目的はないだろ？　アルコールの趣味も今のところはないしな」

　そう言って乾は銀行ＡＴＭみたいな機械にスマホを接続する。

　しばらくすると、ＡＴＭが壊れたスロットマシンの如ごとく硬貨を吐きだしていた。

「三○万ベスタかぁ、今回はちょっといまいちだったな。今度はこれ以上稼いでよエーリカちゃん。僕達のチャリオットまた人が増えたし、いっぱい稼がないとダメなんだよね～」

「またお前んとこ人増やしたのか？」

「まぁただのＳエスＲレアだけどね」
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「え、Ｓ……Ｒ」

「いやぁ、やっぱ一番最初に最高レアであるＳエスＳエスＲレアのエーリカを引いたのはツいてたなぁ。お前もそろそろそのＲレア娘むすめじゃなくてガチャでＳＳＲ引けよ。そしたら金なんて一瞬で稼げるぜ。アッハッハッハッ」

　と高笑いを響かせ、乾はエーリカさんを連れて去って行った。

　相変わらず少し会話しただけなのにどっと疲れてしまった。

　俺は唇を尖とがらせながらも黙ったままでいるオリオンに声をかける。

「どうする、もう少し祭り見て帰るか？　もう一本くらいバナナ食えるぞ」

「いいや、もう帰る」

　珍しく元気がない様子で、スタスタと家いえ路じにつくオリオン。彼女の元気がない理由は察しがついていた。

　そう、この世界では強さに格付けがあり、俺の相棒はＮノーマル、Ｒレア、ＨハイＲレア、ＳＲ、ＳＳＲのレアリティランクの中で下から二番目のＲクラスの戦士だった。





　　　　２






　晴天祭を切り上げた俺達は家路へとついていた。

　家というには語弊がある。

　俺達の家は家ではなく城だ。

　それも敷地だけは超広い。

　しかし超ボロい。

　そこらへんに穴開いているし、雨あま漏もりしてるし、壁も蹴ければ崩れそうなものばかり。更に上の階までは上がってこないが、下の階には野生の動物がうろついている。

　ビバ野生の動物園である。

　よく言えば雰囲気のある古城だが、悪く言えばただボロいだけ。

　この城はチュートリアル説明をしたドラゴンに貰もらったもので、ここを拠点にして領土を広げていくらしい。

　本来もっとまともな城が貰えるらしいのだが、ドラゴン曰いわく「君の初期城ベースキヤツスルは少しボロくて裏手にある山にモンスターが住んでいて、たまに襲って来るよ」と完全に事故物件であることを告げられた。




「お帰りなさいませ王──！」

　自慢の尻尾を振りながら駆け足でやってきたのはサイモン四兄弟の一人、槍やりサイモン。

　コボルト族という獣人の一種で、見た目は完全に犬人間だ。サイモンは柴しば犬いぬを思わせる茶色の毛並みをした人懐っこい青年だった。

　本人曰く勇敢なるコボルト戦士らしいが、あまりにも戦闘力が低いせいで戦いには向かず、主に見張りや城の補修、家事や炊事などを行ってもらっている。

　ちなみに最初召喚された時に槍を持っていたので槍サイモン。他に斧と弓と剣サイモンがいる。

「他のサイモン達は？」

「皆魚釣りや、山菜とりに向かい夕食の準備をしています!!」

　うん、声がでかい。

「なるほど」

　俺は報酬の四八○○ベスタのうち二○○○ベスタをサイモンに渡す。

「これは……」

「四人で分けておいて」

「王様、お気持ちは嬉うれしいですが、僕達は王の兵です。このようなお金などいただかなくても粉ふん骨こつ砕さい身しんの……」

「あぁいいから」

　サイモンは能力は低いが、めちゃくちゃ真ま面じ目めである。話が長くなりそうと思ってさっさと切り上げることにした。

　兎うさぎが二匹、仲良く並んでこちらを眺めている。可愛かわいい。

『可愛い』ではない、多分どこぞの穴から侵入してきたのだろう。穴塞ふさいどかなきゃな。

　可愛い兎のいる石畳のエントランスを抜け、自室のある三階へと向かう。

　本来王室は最上階にあるのだが、雨漏りする上にエレベーターもないもんで上るのが辛つらいのだ。

　自室に入ると部屋の中はこぢんまりとしており、小さな椅い子すと机、木製の簞たん笥すとベッドが一つずつあるだけで他には何もない。ガラスもはいっていない窓から殺さつ風ぷう景けいな部屋に夕ゆう陽ひが差し込んでおり、もの寂さびしさを感じる。

　俺が荷物を置く前にオリオンは大ジャンプでベッドにダイブすると、ゴロリと寝転がってそのままロールケーキのように布団を自分の体に巻きつけた。

「なにやってんだよ」

「ΣΨ▲×※Θεω」

　ダメだ何言ってんのかわかんねぇ。

　乾と会ってからずっとこの調子で、未開地の原住民化している。

　ちなみにオリオンの部屋はちゃんと別にあるが、大体この部屋で一緒に寝ているのであまり使われていない。

「お前、Ｒ娘って言われたこと気にしてるのか？」

「気にしてない」

　一瞬だけ布団から顔を出したが、むすっとして再び顔を隠してしまうオリオン。わかりやすい奴だ。

「あんまり気にすんなよ。レアリティはあくまで現段階の目安であって低レアリティであってもＳＲレベルにまで強くなることもあるって」

「ＳＳになるとは言ってない」

「ＳＳは、まぁ特殊能力持ちらしいからな。後天的に特殊能力に目覚めることはあんまりないって……」

「ＳＳになるとは言ってない」

「ＳＳは、まぁ特殊能力持ちらしいから──」

　天てん丼どんに天丼で返すと固い枕まくらを顔面に投げつけられる。

「痛いってぇ、なにすんだよ」

「あなたのレアリティは下から二番目ですって言われた奴の気持ちがお前にわかるか！」

「お前、最下位レアリティＮのサイモン達を悪く言うのは許さないぞ！」

「あいつらスライムと戦って普通に負けて帰ってくるんだぞ！　あたしはそんな奴の一個上でしかないんだぞ！」

　ふんっとすねて喋しやべらなくなってしまうオリオン。

　俺はやれやれとため息をつき、ベッドに腰かける。

「俺はな、右も左もわからないままこの世界に召喚されて心底困ってたんだ。そこに自称神の胡う散さん臭くさいドラゴンが、チャリオットを大きくするためにガチャ召喚をやってみよう、この召喚石を使って戦士を召喚してね。って悪徳商法みたいなこと言い出して不安でいっぱいだった。でも、初めて召喚した時、お前が出てきてくれて嬉しかったんだぞ。誰もいないたった一人の中、俺の味方ですって言ってくれる奴が出てきてくれて俺は心底嬉しかったんだ」

「…………」

「お前はもっと金持ちの王の元に行きたかったかもしれないけど、俺はお前のおかげでこの世界でやっていけてる。だから神が勝手にランク付けした強さなんて俺には関係ねーし、だから拗すね──」

「グガガガガ……スー……」

「噓だろ……ね……寝てやがる」

　人が珍しくいいこと言ったと思ったらこれだ。

　はぁっと小さくため息をついて、俺は立ち上がる。

　体洗って装備手入れして、行けそうなダンジョン探して金策の方法考えないと、今日の収入ではやっていけない。

　俺が自室を出ると、オリオンは布団からひょこりと顔を出す。

「聞いてるよ……バカ」




　体を水でざっと洗い流し、吸水性の悪い布で髪を拭ふきながら一階にある武器庫の方に向かう。

　武器庫と大それた名前をつけてはいるが、元武器庫だったと言う方が正しい。

　剣立てや槍立てには刃がガタガタな鉄の剣にボロボロの棍こん棒ぼう、木を切りだして槍っぽくしたものなんかが並んでいるだけで、武器庫と言うにはあまりにもお粗末だった。

　俺は砥と石いしを使って、刃の欠けた剣の手入れをする。

　包丁の手入れと同レベルのことしかできないし、こんなもの使うのかと言いたくなるのだが、今の俺達に選べるほどの金も資源もない。

　一通りの手入れを終えると、俺はそのまま武器庫でスマホを取り出し画面を開く。

　スマホは通話機能やメール機能が使えなくなっていたが、不思議なことに電池切れを起こすことはなくなっていた。

　俺はファンタジーシフトと書かれた剣マークのゲームアイコンをタップすると、ギルド依頼、王達の領土図、最近発見された危険モンスター、今月のイベント、あなたのポイント、などの題目が並ぶ。

　一見ゲームのように見えるが実際にこの世界と連動している情報であり、なぜこのような便利なことができるのかはＡＴＭ含めてわかっていない。

　ギルド依頼には、このダンジョンに行ってこのモンスターを倒す、またはこのアイテムを持って帰るとこれだけお金が出ますよという依頼情報が記載されている。

　俺はその中で、主にオリオンが行けそうな場所を選んでピックアップしていく。

「キノコ集め、一日で八○○ベスタ……。割りにあわん。シルバーフォックス討伐、ＳＲ級戦士四名以上推奨、無理。遺跡でマミーの秘宝を手に入れる、出来高。これは報酬的な意味でリスキーすぎる。ゴーレム討伐、Ｒ級戦士三名以上推奨。三名か……オリオン一人でなんとか……。いや、やめておこう」

　オリオンが怪け我がしたりする方が問題だ。ウチには今、傷を癒いやしてくれるヒーラーもいない。

　俺はスマホと睨にらめっこしながら息を吐つく。

　なんか普通に生活の一部になってきてるけど、こんなんで帰れる日は来るのか？

　大体ナチュラルに受け入れてるけど魔法ってなんだよ。俺にも使わせてくれたら少しくらい実感わくのにな。

　この世界の神はそんなに優しくないようで、俺にそういった特殊能力の一切を与えてはくれなかった。

　もう一度小さく息を吐いて愚ぐ痴ちっぽくなったのを反省すると、オリオンが拗ねていることが気にかかった。

「あなたの強さはＲクラスです……か」

　まぁ……低レアと呼ばれて、いい気はしないだろうな。

　スマホに映し出される戦士召喚の項目。

　俺をここに召喚した雑な神の説明では、王のランクを上げるにはチャリオットの強化が不可欠らしい。

　チャリオットを強化するには単純にたくさんの戦士を仲間に引き入れる必要がある。

　戦士はダンジョンや街で勧誘スカウトするという手もあるが、一番手っ取り早く仲間を増やす方法に召喚魔法ガチヤというものがある。

　召喚魔法は、王と契約してチャリオットに加入してくれる戦士を世界各地から選出し、この城に召喚してくれるのだ。

　ちなみに召喚するには召喚石というアイテムが必要で、この召喚石は契約者の願いを一つ叶かなえてくれるらしい。その願いを叶えるかわりに、王と契約することになると。いわば契約金のかわりになるものだ。

　まぁその願いが叶うというのもどこまでのものかはわからないが。

　オリオンが俺と契約する時に願った事は、「お腹なかいっぱいになりたい」らしい。

　召喚される時、空腹すぎて死にかかっていたそうだ。

　バカバカしい理由だと思ったが、この世界では普通に飢き餓がで死ぬことだってあるんだ。笑ってはいられないし、空腹で死ぬというのは斬ざん首しゆで死ぬよりも辛つらいことだろう。

　ちなみにだが、サイモン四兄弟も召喚魔法によって呼び出された戦士達だ。

　本来ある程度強い戦士が来るらしいが、強さもピンキリであり、当然強い戦士より弱い戦士の方が圧倒的に母数が多い。その為、サイモンみたいなちょっと弱めの戦士が召喚される確率の方が高くなる。

「オリオンにばっかり負担かけるのは酷こくだから、戦える戦士がほしいな……」

　虎とらの子この召喚石は一つ残ってはいるのだが、四連続でＮサイモンを引いており五連続になったら立ち直れないので踏みとどまっていた。

　この召喚石、最初は簡単に五、六個手に入ったので沢山手に入るものかと思いきや意外とそうでもない。高難易度のダンジョンや、他の王を倒すなど特定の戦果を上げる必要があり、駆け出し王の俺にとっては簡単に手に入る代しろ物ものではなかった。

「これでオリオンが帰りたいとか言い出したら終わりだな」

　王には戦士を帰還させる方法があり、命令に従わない、反逆の見込みがあると思った場合は戦士を召喚した場所に帰還させることができるのだ。

　戦士が勝手に帰ってしまうということはできないが、戦士から帰りたいですと言われてしまうと、雇用主たる王としてはどうすることもできない。

　最悪無視するということもできるのだが、女の子を無理やり戦わせるクズにはなりたくない。

　俺はふとスマホの画面を見ると、お知らせと書かれた項目に【！】マークがついていることに気づいた。

「なんだこれ」

　選択してみると、画面に【あなたが稼いだベスタが一○万を超えました。お祝いに召喚石を一つプレゼントします】と書かれていて、俺の召喚石の所持数が一から二にかわる。

「おっ、ラッキー。こんなこともあるのか。そういや一万稼いだ時も貰った気がするな」

　てことは次貰えるのは一○○万稼いだ時か？　遠すぎない？

「戦力が欲しいし、棚ぼたな石だし回してみるか」

　そう決めて俺は手入れしていた武器を全て片付け、召喚部屋へと向かう。





　　　　３






　城の地下にあるガチャの間と呼んでいる部屋には、巨大な召喚陣が常に光り輝いている。

　召喚陣以外には何もない部屋で、王が存在する城には必ずこの『ガチャの間』があるらしい。

　召喚陣にスマホをかざすと画面に［召喚を行いますか？【はい】【いいえ】］と選択肢が上がってきたので、それに【はい】と返答する。

　スマホの画面に表示されていた召喚石の残数が二から一に減ると、どのような仕組みなのか召喚陣からゴゴゴゴと音をたてて俺達の世界にあったガチャガチャマシーンの超巨大版が現れる。

　四角い透明なケースの中に大量のカプセルが入っており、手前に回転式レバーと景品取出口がとりつけられている。

　毎回この演出いるのか？　直接戦士がでてきたらいいんじゃないのか？　と思いながらも、現れたガチャガチャマシーンのレバーを握る。

　ちなみにガチャガチャマシーンからはカプセルが排出され、出てきた色によって戦士のレアリティが異なっている。

　下から白がＮ、銅がＲ、銀がＨＲ、金がＳＲ、虹にじがＳＳＲとなっており、全部で五段階のレアリティにわかれていて、カプセルの色が派手になるほど強い戦士が出て来る仕組みだ。

　なんとかオリオンの助けになる戦士来てくれ。それがダメなら話し相手になってくれる女友達みたいなのでもいい。

　願掛けしながらレバーを一回転させると、掌てのひらの上にカプセルがポトリと落ちる。

　さて、何レアが出たのか……。せめて白だけは回避してくれと思いながら視線を落とす。

「ん……なんだこれ？」

　俺は手の中で七色に輝くカプセルを呆ほうけた目で見やる。

「キラキラと光る虹……。虹？」

　あれ虹って何レアだっけ？　と思い二度見する。

「虹……。虹だ────────！　ＳＳ来たああああうおあああああ─────!!」

　あまりの驚きに絶叫しカプセルを落としてしまいそうになった。

　待て待て、落ち着け俺。神が言っていた。このカプセルの状態は、まだ戦士と交渉中なのだと。

　呼び出される予定の戦士が契約に応じるならカプセルは開くし、応じないならカプセルは開かず召喚石は元に戻る。

　開くのか……開かないのか……。ちなみにオリオンはこっちが開ける前に勝手に出てきた。

　俺はカプセルをゆっくりとひねってみる。

「か、硬い……開かない……」

　召喚拒否かと思われたが、召喚拒否されたならこのカプセルとガチャマシンは消え、召喚石も払い戻されるはず。しかしガチャマシンは消えていないし、払い戻しもされていない。

「となると戦士が契約するか悩んでるのか？」

　きっと戦士の前には召喚ゲートが開いており、その状態でどうしようか考えているのだ。ということは来てくれる可能性は十分ある。

　俺はカプセルを召喚陣の上において、正座しながら開くのを待った。

「これは緊張物だな……。ＳＳＲの戦士か、敬語使った方がいいんだろうか……」

　そんなくだらないことに悩みつつ、一○分くらい経過して、いい加減長すぎない？と思っていたところ虹色のカプセルから七色の光が全方位に漏れた。

　あまりの眩まぶしさに俺は手で視界を覆おおい、光が収まった頃に指の隙すき間まからカプセルの様子を覗き見る。

　そこには濃い煙の中にうっすらと人の影が映っていた。

　これは契約成立した奴では？

　はやる気持ちをおさえ、煙よ早く晴れろと願う。できれば可愛い女の子、可愛くないむさい男の子は勘弁してくださいと願う。

　最高レアなのにモヒカン肩パッドのゴロツキみたいなのがでてきたら凄く複雑な気分になると思う。

　多くは願わないので、できればエーリカさんくらい巨乳で美人（想像）で、強い人にしてください。

　そんな厚かましいことを願っているとゆっくりと煙が晴れた。

　そこにいたのは息を呑のむような美しい少女だった。

　白い肌に、栗くり色いろの腰より長い髪、目尻が少し下がった慈愛に満ちた瞳ひとみ。

　装備はＳＳＲに相応ふさわしく、豪華な装飾が施された銀に輝くガントレットとハイヒールのような脚甲。太ももにはガーターベルトとストッキングが覗のぞいている。

　物凄くセクシーな人が来たものだと体全体を見ると、手と足は騎き士し鎧よろいにも拘かかわらず、なぜか胴は薄いビキニブラ一枚で、下はランジェリーのような紐パンしかはいていない。

　そして頭には十字が描かれた神官帽を被かぶっている。

　この人のクラスが本気でわからない。神官帽被ってるし、多分シスターだと思うが、俺の知ってるシスターはこんな痴ち女じよスタイルじゃない。

　オリオンもなんだけど、この子もでかい、とにかくでかい。そんな薄布で支えているのはさすがに無理では？　と困惑に拍車をかける。

「貴方あなたが王様でしょうか？」

「えっ、あっ、はい」

　痴女シスターが口を開き、俺は素すっ頓とん狂きような声をあげてしまう。

　体ばかりに視線がいってしまったが、顔はまだ少しあどけなさが残る少女といった感じだ。

「そうですか、わたしはへイムダル領から召喚に応じやってきましたソフィア・ブルク・エドナドールです。ソフィーとお呼び下さい」

　そう言って会釈するソフィー。首にかけた十字架が小さく揺れ、胸は大きく揺れる。

「たゆんたゆん」

「何かおっしゃいましたか？」

「いえ、なんでもないです」

「王様、敬語なんて使う必要はありません。わたしはこれより王の私兵、なんなりとお申しつけ下さい」

「は、はい。あっ俺は梶勇咲。皆からは咲って呼ばれているから、そう呼んでくれていい」

「何を言います、貴方は王様です。王が兵から名前で呼ばれるなんてあってはならないことです」

　なんか凄く育ちが良さそうな人がきたな。

　俺がスマホをソフィーにかざすと、彼女のステータスが表示される。

　ステータスは体力、魔力、攻撃力、防御力、敏びん捷しよう、技量、信仰の項目をＳＳが最高で、以下Ｓ～Ｆの八段階で表示してくれる。ちなみにサイモンは体力Ｃ、魔力Ｆ、攻撃力Ｅ、防御力Ｅ、敏捷Ｆ、技量Ｆ、信仰Ｆとなかなかに泣きたくなるステータスだった。

　彼女はと言うと。


　名前・ソフィア　クラス・神官プリースト　レアリティ・ＳＳＲ　属性・光　種族・人間ヒユーマン　所属・梶チャリオット


　体力　Ｃ

　魔力　Ａ




　物理攻撃力　Ｃ

　魔法攻撃力　Ｂ

　物理防御力　Ｂ

　魔法防御力　Ｓ




　敏捷　Ｂ

　技量　Ｄ

　信仰　ＳＳ




　スキル一　神の鎧兵ヘヴンズソード：魔力エーテルで生成された英霊を召喚。

　スキル二　主への信仰：信仰心を高めることによって、全ステータスを上昇させる。





　うわ、何このステータス、信じらんない最高のＳＳとかある。

　技量が低いのが少し気になるものの、ほぼ全てのステータスが高水準を満たしている。

　信仰の高さは回復魔法を多く使えるということであり、この平均的に高いステータス、彼女の装備からして生きつ粋すいのヒーラーというわけではなく、回復魔法を使いながら攻撃もこなす攻防両立タイプなのだろう。

　その証拠に斧と槍を合体させたような、いかつい武器をその手に持っている。

　通常のヒーラーなら教典か杖つえを使用するはずだ。

「王様、わたしが一番最初の兵なのでしょうか？　やけに静かですが」

「いや、君は六番目の仲間だよ」

「そうなのですか？　では既に魔の軍団と戦われているのですね」

　魔の軍団？　なんだそれは？　通常のモンスターのことだろうか？　それならダンジョンなどで倒しているが。

「王様、礼拝堂はどこでしょう？　王様に会えたことを主しゆに報告しなくてはなりません」

「れ、礼拝堂？」

「はい、わたしの住んでいたお城には礼拝堂があり、一日に三度、神に感謝を捧ささげなくてはなりません」

「お、おぉ」

　なるほど、これは確かに信仰が高そうだ。

「すまないけど、この城に礼拝堂はないんだ」

「そうですか、では作っていただくようお願いいたします」

　軽く言われてしまったが、礼拝堂を作る。そんな無茶な。

　と思っていたのが顔に出ていたのかソフィーは付け加える。

「あまり大そうなものでなくて結構です。祈りを捧げる場所さえ確保していただければ十分なので」

「そ、そうか、それならなんとかなると思う。場所には事欠かないからな」

「ありがとうございます。それとわたしの寝しん所じよには近づかないようお願いします。わたしの祈りの力は純潔でないと発揮することができませんので、王様から求められてもお応こたえすることはできません」

「お、おぉ、いやそんなつもりはないんだけど」

　いきなり際きわどいことを言ってくる少女だ。その割にはなんでそんな服装をしているのだろうか。

「あの、ソフィーのその格好はなんでそんなことに？」

「お、おかしいでしょうか？　以前街にいた戦士様達は皆このような格好をされていたので、オーダーメイドで作らせたのですが」

　自分でも薄々おかしいのではないかと気にはなっていたようだ。それに対して俺は、

「いや、全然おかしくないよ。それはきっと戦いやすくするためにわざと身軽にしてるんだよ。ほんとはもっと鎧が少なくてもおかしくないね」

　と勘違いに自信を持たせることにした。

「で、ですよね。間違ってませんよね」

「そう言えば、なかなか来てくれなかったけど、やっぱり契約するのは迷ってたから？」

「いえ、わたしは最初から行くつもりでしたが、お父様とお母様が……」

「あぁ、そりゃ長年一緒にいた両親だもんね、別れるのは寂し……」

「いえ、行かないでと泣きついてきたのです」

「そ、そうか。大事にされてたんだね」

「はい、わたしこれでもへイムダル領王家ロレンツ・ブルク・エドナドールの一人娘ですので」

「……もしかして君、地方の王族？」

「はい」

「周りからなんて呼ばれてたの？」

「それは勿もち論ろん姫様と」

　そんな高貴な姫騎士的な人が、こんな何もない辺境の城に来てくれたのか。

　しかしながら危機察知能力の高い俺は既に不安を感じ始めていた。

　この子もしかして……。

「咲、どこ？」

　声がして振り返ると、そこには布団ふとんを体に巻き付けたままのオリオンの姿があった。

「オリオン」

　俺が呼ぶと、とてとてとガチャの間に入ってきて、ソフィーとオリオンが対たい峙じする。

「これはこれは、王様の私兵でしょうか？」

「咲、召喚したの？」

　オリオンはソフィーを無視して、俺の方を睨にらむ。

「あぁ召喚石が一つ手に入ったから」

「無駄遣いだよ。あたし以外に咲の兵なんかいらない」

「あまりわたしの事を良く思われてはいないようですね。ちなみに彼女のレアリティはなんだったのでしょう？　ＳＳとは思えませんがＳくらいはあるのでしょうか？」

　召喚される戦士は、自分のレアリティのことを召喚された時に神から聞かされる。その為それを誇ほこる戦士もいれば、皮ひ肉にくったり、蔑さげすんだりする戦士もいる。

「ソフィー、レアリティの話は別にいいだろ」

「……Ｒだよ」

　ぼそりとぶっきらぼうに言うオリオン。言わなくていいのにと俺は額を押さえる。

「なるほど、わたしはレアリティＳＳＲのソフィア・ブルク・エドナドールと言います。以後ソフィーとお呼び下さい」

　そう言ってソフィーは品のある礼をする。

　彼女は別に自慢しているわけではないのだ。レアリティに関しては本当にただの興味だけで悪意は全くない。だが、最高レアの戦士が低レアの戦士に「君強さどれくらい？」と聞くと当然カドが立つ。その辺の配慮に欠ける、言わば空気の読めないお嬢様気質なのだ。

　オリオンはＳＳＲと聞いて、ぎりっと自分の唇を嚙かんで走り出してしまう。

「あっ、オリオン！」

　呼び止めるが彼女は一瞬でガチャの間から消えてしまった。

「あら？　わたし何かおかしなこと言いましたか？」

　俺はソフィーに空気を読んでくれと言おうと思ったのだが、「本当にわからない」と頭の中が疑問符でいっぱいになっているようなので、そのまま走って行ったオリオンを追いかけた。

　生まれながらにしてＳＳＲの人間はＲ娘の気持ちなんてわからないよな。そう思いながら城中を探し回ったが、オリオンの姿は見当たらない。

「あんまり俺体力ないから、かくれんぼは勘弁してくれよ」

「王様、夕飯の支し度たくができましたー」

「先食べててくれ。後で行く」

　サイモンの声を軽くスルーして、俺はオリオンの行きそうな場所に目星をつけて走り回った。そしてようやく最後の場所で発見することができた。

　ボロ城のとんがり屋根の上に、膝ひざを抱えながら座っている少女の姿がある。

「こんなとこいると風邪ひくぞ」

　俺はいつ踏み抜いてもおかしくない屋根をゆっくりと降り、縮ちぢこまったオリオンの隣に立つ。

　夕日が完全に落ちた空を見上げると、星が上のぼり始はじめていた。

　あー空だけは俺の世界と段違いに綺き麗れいだな、なんて思っていると隣からくぐもった声が聞こえてくる。

「なんでＳＳＲとか呼んじゃうんだよ」

「そりゃ出て来ちまったからな」

「あたしいらない子じゃん。全部持ってかれちゃう」

　膝に顔を埋うずめながら、拗ねるような、悲しむような声を上げるオリオン。

「お前ウチの戦力事情知って言ってるのか？　お前もこき使うに決まってるだろうが」

「いらないよあたしなんて。あの子ＳＳが全部仕事持ってっちゃうし、あたしより絶対稼ぐよ」

「別にお前とソフィーを比べるようなことなんかしないっての」

「今は一人でも、そのうちソフィーみたいな高レアの子が増えたら絶対あたし居場所なくなっちゃう。あたし帰りたくない……」

　オリオンは高地の山脈にある村の育ちで、本当に何もないところだと自分で言っていた。

　人はおろか食料もないし、作さく物もつもろくに育たなくて、常に腹を空すかせていたと。

　俺はオリオンが故郷に帰ってしまうことを危き惧ぐしていたが、彼女は逆に帰らされるのではないかと不安に陥おちいっていたようだ。

「大丈夫だ。どれだけ人が増えたってお前は帰さないよ。大体こんだけ広い城に人がいっぱいになるって一体何年後の話だよ」

　どれだけ金稼いで、召喚石用意しなきゃならないんだ。

「あたし咲のこと好きだよ」

「急な告白だな」

「勘違いすんな。気に入ってるって意味だし、ちょっとお前と離れたくないだけで、あたしの相手してくれないとムカつくだけだ」

　お前俺の事めっちゃ好きだな。

「そりゃどうも」

「あたしが役に立たなくても置いてくれる？　あっ、一つだけ。役に立たなくても女としてなら……役に立つかもしんない」

　そう言って顔を赤らめるオリオンだったが、俺はその顔にでこぴんする。

「なーに言ってんだよ。お子ちゃまのくせに。……腹減ったし飯めしにするぞ。サイモンの微妙な飯が待ってる」

　そう言って踵きびすを返そうとすると、オリオンはのそのそと四よつん這ばいで俺の足元にやってきて、するすると俺の体をよじ登ってくる。

「コアラかお前は」

「なにそれ？」

「俺の世界にいた、やたら甘えん坊な動物だ」

「じゃあコアラでいいや、それ生きてるだけで幸せ」

　俺はよろよろと重みでよろけながらも屋根を移動して城の中へと戻る。

　なんとか機嫌は戻ってきたようだ。

「王様────！　大変です！」

　なんか気苦労の絶えない大臣みたいに、サイモンが大慌てで俺達の元に走ってくる。

　武器を持ってないと俺にはあのサイモンが何サイモンなのか判別がつかない。

　オリオンは誰かに見られた程度ではコアラスタイルをやめるつもりはないようだ。

「魔物です！　城のすぐ外に魔物がやってきました！」

「なぬ、珍しいな」

　城の裏手に山があり、そこに魔物がいるのだが、恐らくそれが下りてきたのだろう。

　この城まで来ることはほとんどないのだが、ごく稀まれに腹を空かせた奴が飯の匂いにつられてやって来たりする。

「あたしが行くよ」

　魔物と聞いてオリオンは俺から飛び降りた。

「ソードベアのようです！　今兄弟達が戦っています！」

「お前ら弱いんだから、あんま無茶するな」

　サイモンとオリオンの三人で城門の前まで走る。

　ソードベアは並の戦士では歯が立たない。オリオンでなんとかなるレベルの巨大なクマ型モンスターだ。

　あっ、ちょっと待てよ。これはチャンスじゃないか？

　ピンと閃ひらめいた。

　ソフィーの実力を測はかるのに絶好の機会なのでは？

　そう思い、俺は大声を張り上げて彼女を呼ぶ。

「ソフィ──！　城門まで来てくれ────！」

　多分これで来るだろう。

　隣を見るとオリオンがすげー怒ってた。

　あたしがいるのにあの女に頼るのかと言いたげだ。

「妬やくな」

「無理」

「これはソフィーの強さを測るチャンスなの」

　そう言うが、むすっとしてあまり納得していない様子。




　俺達が崩れた城門前に到着すると、既にサイモン兄弟が弓を射うって戦っている最中だった。

　弓矢の先には、山で遭遇したら失神してしまいそうな巨大なクマがいる。

　身の丈は三メートルを超え、名前の由来となっている前足の爪つめが一本一本剣のように長く鋭く伸びている魔獣だ。

　ソードベアは爪で矢を切り払うと、凶悪な眼光をこちらに向けながらグルグルと唸うなる。

「おぉおぉ、強そうだな」

　いつもならマジヤベェと慌てふためくところだが、今日は心持ちが違う。

　なんといってもＳＳＲのソフィーがいるのだ。これでオリオンが危険な目にあうことも少なくなるだろう。

　もしかしたらソードベア程度では一瞬で消けし炭ずみになってしまう可能性がある。きっと神聖魔法的なものでピカッとなってジュワッといくだろう。

　俺の圧倒的語ご彙い力りよくのなさ。

「王様、どうかしましたか？」

　俺の呼び声に応じてソフィーは城門前までやってきた。

「よし、ちょうどいい。今ソードベアっていう魔物が城の前に来ている。なんとか撃退したい、お前の力を見せてくれ」

　俺は城門の外を指さす。そこにはグガーっと唸り声をあげて近くの大たい木ぼくをなぎ倒し、暴れ回っているソードベアの姿が見えた。

「あ、あれをですか？」

「あぁ、以前やりあった経験がある。見た目強そうに見えるが普通に強い」

「そこはあまり強くないと希望をもたせるところじゃないのですか？」

「あの爪は当たると三枚におろされるから気をつけろ。最悪当たった場所は切り落とされるぞ」

「絶望的な情報しかなくないですか？」

「なにソフィーなら一撃でやれると思う」

　なんたってＳＳＲだからな！

「…………」

　あれ、なんでそんなに青ざめてんだろ？

　ソフィーの顔には「えっ、マジでやるんですか？」と書かれている。

「こうバーっとやってドカーンとして必殺技的なものでジュワッとして、あのクマ倒しちゃっていいのよ」

　というか戦闘が得意でない神官でも、君のステータスがあれば倒せるはず。

「それじゃあ頼む」

「「「「よろしくお願いします！」」」」

　サイモン達が並んで頭を下げ、引き下がる。

「え、えぇ、任せてください。わたしはなんといってもＳＳＲ、神の加護を受けし乙女おとめですので」

　そう言ってソフィーは斧槍ハルバートを構え、城門の前に立つ。

「よし、奴がくるぞ。頑張れソフィー！」

　俺達は城門前にある水の涸かれた噴水に身を隠しながら、声だけでソフィーを応援する。

　ソードベアはソフィーの姿を確認すると、グルルルと低い唸り声をあげながら、のそりのそりと近づいてくる。目の前で四足歩行から二足で立ち上がると、その巨体で彼女を見下ろす。

　俺はどんな必殺技が飛び出すのだろうかとワクワクしながら覗き見る。

　グガァァっと凶悪な咆ほう哮こうとともにソードベアの爪が振り下ろされた。

「か、神よ……」

　ソフィーが十字を胸の前で切る。あれは必殺技の予備動作なのか？

　そう思っていると隣にいたオリオンが突然前へと飛び出した。

「避よけろバカ！」

　オリオンはソフィーの頭を押さえ、無理やり地面に押し倒す。

　その瞬間ソードベアの爪がソフィーの頭上を振りぬいた。

　オリオンが助けなければ、間違いなく彼女の頭は胴体から切り離されていただろう。

「お前なんで戦わないんだ！　……よ」

　オリオンは縮こまってしまっている少女に憤いきどおる、死にたいのかと。

　だがよくよくソフィーを見ると、彼女の股また下したが濡ぬれていることに気づいたのだ。

「お、お前漏らしたのか!?」

「わ、わたし魔物となんて戦ったことない……です」

　ソフィーの消え入りそうな声にオリオンは眉をひそめた。

　グルァァァっと唸り声をあげ、再びソードベアの爪が振り下ろされる。

　オリオンはその瞬間鉄の剣を引き抜き、巨獣の目を突き刺した。

　ソードベアは苦く悶もんの鳴き声をあげ、走ってその場を逃げ去って行った。
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　俺はなぜソフィーが戦わなかったのかわからず、噴水の陰から出て、ひょこひょこと二人に近づいていく。

「なにがどうしてそうなった？」

「この子、戦ったことないんだって」

　恥ずかしそうに、申し訳なさそうに顔をふせるソフィー。

　あぁ、なるほどそれでオリオンが助けにいったわけか。

「おまけに漏らした」

「そ、それは言わないでください！」

　俺も言われて初めて彼女の股下が濡れていることに気づいた。

「い、いや。その、見ないで……ください」

　必死に股を隠そうとしているところに変な興奮を覚えてしまった。

　いかん、よくないと頭を振る。

「つまり実戦経験はないけど、才能ポテンシヤルだけでＳＳＲになったと……」

「お、お稽けい古こはしていました。ですが、お父様やお母様が魔物と戦うなんてもってのほかだと」

　あぁ君お嬢様だもんね……。道理で装備に対して知識がないわけだ。

　俺は軽く頭を抱えそうになる。まさか『ＳＳＲだけどレベル１』がやってくるとは。

　いやレベルなんて概念ないんだけど。

「それでよくあたしにレアリティがどうのって言えたな」

「ご、ごめんなさい」

「あぁ、いいや。とりあえず風ふ呂ろはいってきなよ」

　俺がそう言うと、ソフィーは消沈した様子で城の中へと入っていく。

　その様子を腰に手を当てて見守るオリオン。なぜか得意げな表情をしている。

「なんでお前は嬉しそうなんだよ」

「あたしの方がまだ役に立つと思った」

　俺はまたオリオンのでこをピンとはねる。

「人の実力のなさを喜ぶんじゃありません」

　その後すぐに、お風呂のお湯が冷たいと叫んで全ぜん裸らで城の中を走り回るソフィーに、俺は頭を悩ませるのだった。





　　　　４






　翌日、俺達は全員で朝食を囲んでいた。

「お、お風呂に水を、しかも雨水を張っているなんて思いませんでした」

「あのね、君のとこみたいにマーライオンの口からお湯がでてくるところなんて普通ないのよ。一般家庭は水や布で体を拭く程度のことしかしてないの。それでたまに風呂屋に入りに行くの」

「そんな！　毎日体を清潔に清めませんと神への背信行為になります！」

「あっ、咲、塩とって」

　俺はオリオンに塩の入った小こ瓶びんを渡す。

　今朝の献こん立だてはサイモンの釣ってきた焼き魚に、山さん菜さいのおひたし、玄米のご飯だった。

　魚の見てくれは悪いが、食べるとなかなか脂がのっていておいしい。

　これで魚の目玉がこんなにもデカくて飛び出ていなければ食欲をそそるのだが。

　ガツガツと宇宙生物みたいな魚を食べるオリオンに対して、ソフィーの方は全く食が進んでいない。

「食べないのか？　昨日の夜も食べてないだろ？」

「わ、わたし朝はパン以外には食べられません」

　神様がどうのって修道女みたいなこと言ってるわりにわがままなやっちゃな。

　ちなみに神様って俺に適当で雑な説明だけして消えていった神ドラゴンのことだろ。

　あんなもの信じてるとはこの世界の宗教が心配になって来る。

「そう言ってもパンはないぞ。この近くに米農家の人がいて、その人達が米をわけてくれるからウチは三食米が出てくる」

　米農家を襲っていた魔物を倒してから仲良くなり、釣った魚や山菜を米と交換してもらっている。

「で、ですが。このようなお魚食べた事ありません。こんな名前もわからないようなお魚食べられません」

「あー名前ね……デメキンっていう高級魚だ」

「絶対噓じゃないですか！」

　名前がわからないなら勝手につけてやろうと思ったのだがダメか。

　俺の噓を見抜いたソフィーは無理無理マジムリと見てくれの悪い魚を嫌けん悪おしていた。

「食べないならあたしがいただくよ」

　箸はしを使ってソフィーの皿を引き寄せようとするオリオンをとめる。

「行儀の悪いことするんじゃないの。とりあえずこれは残しておくから、後で食べてくれ」

　と言っても、食べないなら無駄になってしまうわけなんだが。

　結局ソフィーは一口も食べることなく朝食は終わってしまった。

　俺は食後自室でどうしたもんかとソフィーのことを考える。

　ありゃ相当蝶ちようよ花よと育てられてきたのだろう。それが悪いことではないのだが、よりによってウチみたいな貧乏チャリオットに召喚されてしまった事が問題だ。

　彼女をどう扱えばいいものかと考えていると、ついうつらうつらとしてきてしまう。

　やばい、急激に眠気が……。ギルド見に行こうと思ってた……のに。

　昨日ソフィーの言う礼拝堂（仮）を確保するために、夜よ更ふけまで掃除してたのがたたったのか、俺はしばらくすると安らかな寝ね息いきをたてはじめていた。




「お、王様！　起きてください！」

　サイモンの慌てた声に驚いて、俺は飛び起きた。

「な、なんだ!?」

　外を見ると既に日が高い。二時間くらいは寝ていたようだ。

「こっちに来てください！」

　サイモンに促され、俺は二階にある空き部屋へと連れてこられた。扉の前ではサイモン兄弟とオリオンが部屋の中を覗いている。

「あぁここは礼拝堂に使っていいってソフィーに……」

　部屋の中を見て驚いた。どこから集めてきたのか、中には長椅子が横二列で六席ほど並び、一番奥に小さな机と、壁に大きな銀の十じゆう字じ架かが飾られている。少し見ぬ間に簡易教会みたいなものがつくられていたのだった。

　十字架の奥から差し込む陽光を浴びながら祈りを捧げるソフィーの姿が見える。

　一見聖女のような姿で見み惚とれてしまうところではあったが、問題なのはあの銀の十字架である。人より少し小さいくらいのサイズで、真ん中にあの不ぶ細さい工くな神ドラゴンの装飾がついている。一体あれをどこから持ってきたのか。

「ソ、ソフィー、ちょっと……」

　手招きすると、ソフィーはお祈りを終えて俺の元にやってくる。

「はい、王様なんでしょうか？」

「あのさ、あの銀の十字架どこから持ってきた？」

「先ほど街に行って購入してまいりました。店の方が非常に良いお方で、お安くしていただきました」

　パッと花のような笑顔を浮かべるソフィー。

「あぁ、そう……で、お金は？」

「王様の部屋にありましたので、それを使いました」

「…………いくらだって？」

「八万ベスタでした」

「有り金全部じゃねーか！　今すぐ返してきなさい！」

「八万ベスタくらい大したお金じゃありませんよ？」

「君にとって大したことなくても、ウチにとっては全財産なの！　それとそういうことは自分でお金を稼いでから言いなさい！」

　俺は巨大な十字架を背負い、ソフィーを連れて外へと飛び出した。

　彼女の話ではラインハルト城下町にある雑貨屋で買ったらしいので、クーリングオフが適用されるかは知らないが大急ぎで返品に向かう。





　　　　５






　街に入ると既に昨日の晴天祭は終わっていたが、ちらほらとまだ出店は残っていた。

　石造りの街並みが続くこのラインハルト城下町は、東側が富裕層区で、西側が貧民街スラムとなっていた。

　ソフィーは西側で購入したとのことなので、まずは街のメインストリートに向かって走る。

「くそ、この十字架めっちゃ重い」

　真ん中にとりつけられているマヌケなドラゴンの顔がやたら腹立つ。

「その歳としで重い十字架を背負わされるなんて王様可か哀わい想そうです」

「君に背負わされてるんですけどね！」

「今のは罪の十字架と物の十字架をかけたんですよ」

「うまくねぇよ！　そんなに面おも白しろくないのになんでそんなにドヤ顔できるんだよ！」

　フフン言ってやった、と謎なぞの勝ち誇りを見せるソフィーと共にメインストリートから西側へと向かう。

　しばらく走ると、明らかに周囲の家並みがかわる。

　貧民街に入ったらしく、辺りにはボロボロで人が住めるのか疑わしい汚い家が並んでいた。

「よくこんなところに一人で来たな」

「ここです、ここにお店が……あれ？」

　ソフィーが指ゆびさす場所には空あき家やがあるだけで、何か店があるような様子はなかった。

「確かにここで購入したのですが、何もなくなっています」

「何もなくなるって……」

　空家に入ってみると、確かに中は変に小こ奇ぎ麗れいで埃ほこりの一つも落ちていない。

「兄ちゃん達何しとるんじゃい？」

　俺達が空家の中を探していると、後ろから声をかけられた。

　振り返ると、そこには腰の曲がった爺じいさんが杖をついて歩いていた。

「あの、ここにお店とかなかったですか？　こんな十字架とか売ってる？」

「あぁん？　フォッフォッさては兄ちゃんら騙だまされたの。そこで売り出しとったもんは全部偽もんの盗品じゃて」

「なんだって!?」

「たまーにそこで盗んだもんを売る連中がでてくるんじゃ。恐らく貧民街ここらの人間じゃと思うがの」

「じゃ、じゃあ返品とかは？」

「フォッフォッ、泥棒に返品なんか頼んだって相手にされんよ」

　そう言って爺さんは杖をついて歩いていってしまった。




　どうすんだこれ……？




　俺とソフィーは街の中央広場にある噴水を背にしてうなだれる。

　ソフィーは偽物だったことがショックで、俺は返品できないことがショックで肩を落とす。

「くそ、これからどうする……」

　いきなり全財産を失い路頭に迷うことになった俺達。

　スマホを取り出してギルド依頼をチェックしてみるが、すぐにお金になりそうなものはなかった。

　ふと画面のタッチを間違え、表示された【戦士を帰還させる】のメッセージ。

　ＳＳＲだけど戦闘経験がなくて、お嬢様で、常識が抜けてて、お金の価値観が違ってて、食べ物の好き嫌いが多い少女。

　俺は表示されていた戦士帰還の画面をしばらく眺めていた。

　この子は戦士に向いていないのでは？

　才能云うん々ぬんより適性の話である。

　大きなチャリオットなら時間をかけてゆっくり育てるということもできるのだろうが、ウチは明日食う物にも困る貧乏チャリオットだからな……。

　俺が悩んでいるとパン屋から焼きたてパンの良い匂いが漂ってきて、時間が昼を過ぎていることに気づく。

［くー］

　可愛らしい音が聞こえて隣を見ると、ソフィーがドスドスと自分の腹を殴っていた。

「腹減ってるんだろ？」

「な、なんのことでしょう？」

　別にすっとぼけなくてもいいのに。

　俺は硬貨の入った布袋を取り出し、パン屋に入る。

「ほら」

　俺は買ってきたチーズパンをソフィーにほうり投げる。

「あっ」

　パンは焼きたてで、ソフィーはアツアツと手からこぼしそうになっていた。

「わたしお金を……」

「いいよ、別に」

　俺も買ってきたチーズパンをかじる。

「お金、持っていらしたのですね」

「二○○○ちょっとだけな」

　昨日報酬を受け取ってから、財布に入ったままになっていた金だ。

「チーズパン一個八○ベスタだ。この背中に伸のしかかる十字架で一○○○個もチーズパンが買えるわけだ。そう言うと八万ベスタの重みがちょっとはわかるだろ？」

「……はい」

「俺は別にお前の信じる神をどうこう言うつもりはないが、お前がいくら熱心に祈りを捧げようが、神はチーズパンをおごってはくれねーぞ」

　俺がそう言うと、ソフィーはしゅんと俯うつむいた。

　パンを食べ終え、腹が膨ふくれると少しだけ元気が出た。

　いつまでも項垂うなだれていてもしかたないので、俺はステファンギルドに行って何か稼ぎになりそうなものがないか探そう。

「ちょっとそこのボーイエンガール！」

　そう思っていると突如、野の太ぶとく巻き舌の声が響く。

　辺りには俺達以外誰もいないので俺か？　と自分を指さすと、リーゼントで筋肉質だが、なよっとした男性が内股で近づいてきた。身なりは綺麗にしており、黒のベストに蝶ネクタイを身につけている。全体を見るとウェイターのようにも思える服装だ。

「あなた達、今お暇かしら？」

　ズイズイと顔を近づけてくる筋肉質なおじさん。

　うわ青ヒゲ凄い。

「暇といえば暇ですけど」

「だったらウチのお店手伝ってくんない!?　今すぐに！」

「えっえっ？」

　青ヒゲの男性に腕をつかまれ、俺とソフィーは強引に貧民街近くにあるお店へと連れて行かれた。




　目の前に見える建物はチカチカとピンク色の電飾を輝かせ、バニーガールのイラストとフェアリーエンジェルと書かれた看板が遠くからでも目を引く。

　規模はさほど大きいものではないが、中からはガヤガヤと客の声がもれ聞こえてくる。

　どうやらいかがわしい酒場に連れてこられたらしい。

「大丈夫でしょうか、ここ……」

　ソフィーが心配になるのもわかる。俺もやばいキャッチに捕まったのではないかと思っている。

「さぁ入って入って！」

　青ヒゲおじさんに促うながされ、俺達は薄暗い店の中へと入る。

　そこには忙しそうに働く女性（下着姿）と、酒場の中央にあるポールを使ってダンスを披露している女性（下着姿）の姿があった。

「ここはかなりいかがわしいお店なのでは……」

「あらやだ失礼しちゃうわ！　ウチはお触り厳禁の健全なショーパブよ！　あたしはリカール、このパブの支配人をしているわ！」

　やたらキャラの濃い支配人だなと思いながら、俺達はリカールに店のバックヤードへと押し込まれた。

「ボーイはこれ、ガールはこれに着替えてちょうだい！」

　ポイッと俺にほうり投げられたのはネクタイだけだった。

「あの、ネクタイしかないんですけど」

「そう、上半身裸になってネクタイだけつけてちょうだい。できればズボンも脱いでくれるとグッドよ」

「それはちょっと……」

　健全とは一体何かを考えさせられるが、グレーゾーンを攻めるのはどこの世界も同じか。

「じゃあ上だけ脱いでちょうだい」

「いや、そんなこと言われても俺達まだやるなんて」

「一人日当一万ベスタ払うわ！　お客さんからチップを貰えたら、そのまま貰っていいから」

「やります」

　俺は上半身裸になってネクタイだけ身につけた。

　目の前にある姿見に裸ネクタイの自分の姿が映り、あまりの紳士スタイルに若干頰ほおが引きつった。

「酷ひどい格好だ」

「お、王様、意外と鍛きたえてらっしゃる？」

　ソフィーが赤くなりながらまじまじとこちらを見る。

「魔物がいりゃ、そりゃ鍛えられもするさ」

「ほらガール、あなたも早く着替えて！」

　ソフィーの手に握られているのは薄いエプロン一枚だった。

「で、ですが。わたし給仕の仕事なんてしたこと」

「誰でも最初は初めてなのよ！　簡単な仕事だからすぐにできるわ！」

「で、でも」

　真っ赤になってしまうソフィーだった。そりゃお姫様と呼ばれた人間が、こんな場ば末すえのショーパブでエプロン一枚で給仕してたら親父おやじさん泡吹いて倒れるだろう。

「大丈夫だソフィー、俺がお前達の食い扶ぶ持ち稼いで来てやる」

　そうサムズアップしたが、裸ネクタイではただの変態にしか見えない。

　だが俺の言葉で覚悟を決めたのか、ソフィーはエプロンを着用して裸エプロン神官となった。

　てかお前エプロン着た方が露出減ってるじゃん。

「やります」

「その意気よ、ボーイエンガール！　ウェイターウェイトレスとして、お客様の注文を聞いて回って、それを厨ちゆう房ぼうに届けてくれるだけでいいから！」

　言われて俺達はメモ帳片手に、紳しん士し淑しゆく女じよスタイルでホールへと出た。

　ホールは猫の手も借りたい程忙しく、同じような格好をした従業員がせわしなく走り回っている。

　中には手癖の悪い客もおり、女の子のお尻を撫なでようとしてリカールにつまみあげられている者もいた。

　こりゃあの青ヒゲ支配人が一番忙しいなと思う。全ての女の子に気を配くばるのは難しいだろう。

　それよりソフィーは大丈夫か、あいつに御用聞きなんて高度な事できるのか？

　すっかり俺の中でソフィーの扱いはポンコツと化していた。

「え、えっと。ご注文を繰り返させていただきます。ナマズの煮っ転がしに、ワイン一本、ニーニー塩マメ、ポインヨトマトのサラダでよろしかったでしょうか？」

　なんだ意外としっかりやれてんじゃんと感心していると、エロい顔したおっさんの手がジワジワと注文に必死なソフィーの尻に近づいていく。

　おい支配人青ヒゲやばいぞ、なんとかしろと思ったが支配人は別の客をつまみあげている最中だった。

　仕方ないな。

　俺は指をうねらせて虫みたいな動きで近づいていく客の手をつねりあげる。

「いででででで！」

「お客様、当店お触り厳禁のショーパブですので、こういった行為は慎つつしんでいただくようお願いします」

「わかった、わかった！　悪かったよ」

　客を解放して息をつき、ソフィーを見守る。

　わりかし要領はよくて覚えもいいんだよな。まぁ神からＳＳＲ判定受けてるくらいだしな……。

　そう思ってると、さっきのエロい顔したおっさんが、俺のズボンにチップをねじ込んできた。

「はっ？」

「俺、どっちもいけるクチだから。少年、仕事終わったらおじさんと遊びに行かない？」

「ご、ご遠慮させていただきます！」

　ソフィーより自分の身の方が危うかった。

　俺は急いでバックヤードに戻り、注文を伝える。

「ボーイ！　三番テーブル、新しいお客さん入ったから注文聞きにいって！」

「はい～」

　ほんと忙しいなここ。

　休む暇なく三番テーブルに向かうと、そこにいたのは。

「げっ」

「おっ……うはははははははは！　なんだよその格好！」

　俺の姿を見てゲラゲラと笑う知り合いの姿が。

「乾、お前なんでこんなとこにいるんだよ。酒場だぞ」

「バカ、この世界にお酒は二○からなんて法律はないんだよ。まぁ僕は甘酒飲んでジンマシンだして倒れたことあるから飲まないけどね。それよりなんだよその格好、変態紳士じゃないか。ズボン脱げよ、パンツ一枚なら完かん璧ぺきだって！　あっ、サスペンダー貸してやろうか？　きっと似合うぜ」

　乾は心底愉快気に腹を抱えている。

　こんなとこエーリカさんに見られたら恥ずかしくて死ぬ。

「ただいま」

「おっキタキタ」

「いらっしゃいませー」

　店の扉が開き新しい客かと思って反応したが、それは遅れてきた可能性の獣じゃなくてエーリカさんと猫族ミユーキヤツトの少女だった。

　猫族の少女は見た目人間と差異はないが、頭に特徴的な猫耳をピンとたて、尻尾をゆらゆら揺らしながらエーリカさんとともに乾の方にやってくる。

「先行っちゃうのは酷いにゃ」

　少女は机の上に腰掛けると、恨みがましい目をしながら乾を指さした。

「悪い悪い、のど渇かわいちゃったしさ。ハイマンとロベルトは？」

「もうちょっとしたら来るにゃ」

　俺は乾にそっと彼女が誰かを聞く。

「あぁ紹介してなかったな、猫族のリリィ。ちなみにＳＲだ、この前増えたって言ってただろ？」

「言ってたな」

　けっ、また高レアな戦士かよと思ってると、こっちを向いたエーリカさんに気づく。

　やばい、今凄く恥ずかしい格好してるんだった。

　エーリカさんの目はヘルムで隠れているのだが、青いバイザーの下から熱視線を送られている気がする。

［カシャカシャカシャカシャ］

　なんだこのカメラの連続シャッター音みたいなのは？　エーリカさんのヘルムから聞こえてくるが。

「さ、咲君。セクシーね」
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［カシャカシャカシャ］

「エーリカさん写真撮ってない？」

「…………」

　なぜ無言。

「お前なんか撮ってなんの価値があるんだよ。まぁそのバカみたいな格好を後こう世せいに残してやりたいって気持ちはあるけどな」

　乾は大笑いしながら膝を打つ。

　このままでは一生分の笑いのネタを提供してしまうと思い、俺はそそくさと注文をとってバックヤードに逃げ込んだ。

「あぁあいつマジおもしれぇわ。まさか金稼ぐのにあんなことまでするなんて必死すぎだろ」

　笑いを堪こらえられない乾だったが、その隣でバックヤードをじっと眺めたエーリカが顔を赤くし、頭や鎧から煙を吹きだしてバタンと倒れ込んだ。

「お、おいエーリカどうしたんだよ！」

「エーちゃん、大丈夫かにゃ！　しっかりするにゃ！」





　　　　６






　それから数時間後、乾やエーリカさんも帰り、お客も大分はけてきた。

　そろそろ終わりかなと思う頃に、黒いローブを身にまとった男性客が五人入店してきた。

　リカールの方を見ると、時計を指さして両手をクロスしている。

「もう時間だから入店断れ、か」

　まぁそうだな、今から入っても酒が出てくる時間には閉店だ。

「すみませんお客さん、申し訳ありませんがもう時間が遅くなっているので、入店の方制限させていただきたいのですが」

「なんだと！　お前らは客を差別するのか！」

　唐突に怒ど鳴なりだしたローブの男に店内の視線全てが集まる。これにはリカールも慌ててやってきた。

「お前らは貧民街の人間だと入店を断るのか！」

「いやらしい富裕層の豚どもが！　我々を見下しおって！」

　口々に叫び始めたので、リカールも折れ、仕方なくテーブルに案内する。

「これだから客商売は大変なんだよな」

　俺がサービス業の厳しさについて考えていると、後ろからソフィーが声をかけてきた。

「王様、わたしあの人達から十字架を買いました」

「なに？」

　ってことはあいつら窃せつ盗とう団だんか。野郎俺の八万ベスタ返しやがれ。

　表立って事は起こせないが、俺は御用聞きのふりをしてテーブルに近づいていく。

「注文の方をおうかがいに～」

「なぜ男がくるのだ！　女をだせ！　そんなこともわからんのかこのバカどもが！」

　くっそ、こいつら最初から酔ってやがるのか？　とてもシラフとは思えない声量で叫びやがる。

　かわりに注文をとりに行った女の子達が、胸を触られたり、尻を撫でられたりで、もはややりたい放題だ。




「追加注文だ！　さっさと注文をとりに来い！」

　閉店時間を一時間も過ぎ、他の客は全員帰ったが奴らが帰る様子は全くない。

　誰も注文をとりに行きたがらないので、ソフィーが注文をとりに行く。

「今日はいい儲もうけになったな」

「あぁ。痴女みたいな格好をしたシスターが、十字架ガラクタを高値で買っていったからな。近くの教会から盗んできた何の価値もないもんにぽんと八万も払っていきやがったぜ」

「いやいや、そういうバカのおかげで俺達が美う味まい飯を食えるんだ」

「ほんと神様は俺達に飯をおごるのが得意だよな」

　あひゃひゃひゃと品のない笑い声が店内に響く。

　信仰心の強いソフィーにとっては侮ぶ辱じよく以外の何物でもないだろう。

「ありがとうございます、これでわたしは王をお守りすることができます。なんてバカなこと言ってたぜ」

「そいつは傑けつ作さくだ。八万で守れるなら十分安い買い物だろ！」

　男がソフィーの真ま似ねだろうか、手を組んで声のトーンを上げ、バカにした喋り方で話すと周りの男達はゲラゲラと笑う。

「…………」

　ソフィーのスキルは主への信仰。彼女の信仰心が高ければ高いほど全ステータスが上昇する……。

　俺は彼女が、毎日神に三度感謝を捧げなくてはなりませんと言っていたことを思い出した。

「あいつソードベアに負けたこと気にしてたのか」

　だからあんなもの買ってきてまで、己の信仰心を上げようとしたのか。

「…………」

　耳みみ障ざわりな笑い声が響く中、俺はそっと厨房の中へと入って行った。

「おい女、もっとしっかりと我々をもてなさぬか！　こっちに来い！」

　男は無理やりソフィーの腰をつかもうとする。それでも彼女が我慢し続けているのは、使ってしまったお金を返さなければならないという責任感の強さからだろうか。

「もう許せないわ！　あなた達いい加減にしてちょうだい！」

　男達の傍ぼう若じやく無ぶ人じんな行いにリカールの怒りが頂点を超え、肩を怒らせながら近づいていく。しかし俺はそれを遮さえぎって前に出た。

「どうもー、焼きたてパイのミートチリです」

　唐突にパイの皿を両手にもって現れた俺にざわつく窃盗団の男達。

「そんなもの頼んでないぞ」

「こちらからのサービスですのでぇ、受け取れオラァッ!!」

　俺は男達の顔面にパイを投げつける。べチャッと焼きたて高温のパイが顔面にさく裂れつし、男達は床をのたうち回った。

「ギャアアアッ！」

「貴様、何をする！」

　即座に剣を引き抜いた男に、用意していた銀の十字架をぶん投げてプレゼントする。

「おらぁ！　神が不ふ敬けいものに対してお怒りじゃ！　元あったところに返してきやがれ！　あと俺の八万ベスタ返しやがれ！」

「野郎、ぶっ殺してやる！」

　パイをぶつけられた男達が真っ赤な顔で立ち上がり、次々に剣を引き抜く。

「八つ裂きにしちまえ！」

　怒り心頭に発した五人の男が一斉に俺に飛びかかってくる。これはさすがにマズイと思い後ずさると、足が椅子にひっかかり転倒してしまった。

　やばい、このタイミングでこれは死ぬ！




「主よ、我が王に会えたことを深く感謝いたします」




　場違いなほど落ち着いたソフィーの声が響くと、飛びかかってきた男達の剣が俺の目の前でピタリと止まる。

「な、なんだ剣が動かん！」

　男達は必死に力を込めるが、半透明な何かによって剣が阻まれているのだ。

　俺はそれが人一人を覆い隠すほどの巨大な盾たてだと気づいた。

「これは……」

　後ろを振り返ると、そこには両手を組み、祈りを捧げるポーズをしているソフィーの姿があった。

　彼女は淡あわい光に包まれており、その背中からは守しゆ護ご霊れいのような巨大な騎き士し甲かつ冑ちゆうの姿が見える。

　薄く透ける騎士甲冑には下半身がなく、その背からは天使のような白い翼が伸びる。

　十字の刻印が刻まれた盾を構えるその姿は、見るものを圧倒する神聖な力に満みち溢あふれていた。

「なんなんだこれは!?」

　怒鳴る男にソフィーは冷静に答える。

「神しん鎧がいヘヴンズソード。悪を裁さばく剣です」

「は、はったりだ！　見てくれに騙されるな！」

　男達はもう一度剣を振りかぶって俺を滅多切りにしようとするが、首はおろか髪の毛一本切り落とせはしなかった。

　ヘヴンズソードがランプの魔人の如く、全ての攻撃を盾ではじき返したからだ。

「化け物かよ……」

「神を冒ぼう瀆とくし、侮ぶ辱じよくする者達へ天罰を下します」

　ソフィーが祈りの力を捧げると、一瞬だが彼女の背にも天使の羽のようなものが見えた。

「ゴッドインパクト！」

　ヘヴンズソードは巨大な剣を盾から引き抜くと、盗賊相手には明らかなオーバーキルとなる横よこ一いつ閃せんの斬撃を見舞う。

　急いで逃げようとする窃盗団達だったが、逃げることなど不可能な範囲攻撃に背中を斬きられ、店の外へと吹っ飛ばされていった。

「す、すげぇ……」

　店内の全員が驚きに目を白黒させていると、ソフィーは一仕事終わったように一息つき、ヘヴンズソードを背中から消した。

「勝手に倒してしまいましたが、これで良かったのでしょうか王様？」

「お、おう。グッジョブ」

「グッジョブとはなんでしょう？」

「いや、気にしないでくれ。それよりもしかして全員殺したのか？」

「いえ、わたしの力はまだ中途半端で、完全にヘヴンズソードを具現化させるに至っていません。先ほどの攻撃もほとんど肉体にダメージはないでしょう。強しいて言うなら圧で倒しました」

　プレッシャーみたいなもんか。……圧ってすげぇな。

「そうなのか、いや、なんかごめんな」

　ポンコツ扱いして。これは紛まぎれもなくＳＳＲの力だわ。こんな能力見たことない。

「ボ、ボーイエンガール！　これは一体どういうことなの!?　ガール、今のゴーストアーマーみたいなのはなんなのかしら!?」

　興奮するリカールに、ソフィーは「神のお力です」とにこやかな笑みを返した。




　リカールが城の衛兵を呼んでいる最中に、俺は奴らの懐ふところをごそごそと漁あさる。

「あった」

　財布発見である。

　俺の金は返してもら……減ってる。

　いくら数えてもこいつらの所持金は四万ベスタしかなかった。

「この野郎、人の金使い込みやがって」

　パカンと気絶している男の頭を殴る。

「すみません、全部は戻ってこないようですね」

「まぁ半分は返ってきたし良しとしよう」

　文無しのはずが四万も戻れば上出来だろう。後は近くの教会からパクってきたっていう、この十字架さえ戻してくれば全ては丸くおさまる。

　そして数分後、男達は城の衛兵に連行されていった。城の方もこいつらのことを追っていたらしく、複数の余罪を追及していくとのことだ。

「ボーイエンガール！　今日はいろいろありがとう！　最後に凄いものも見れちゃったし！　これ奮発しちゃったわ！」

　俺達二人に手渡された布袋の中を見ると、四万ベスタも入っていた。

「いいんですか？」

「いいのよ、また今度手伝いに来てちょうだい！」

「ありがとうございます」

　なんのかんので一人二万ずつ手に入り、合計すると八万ベスタになった。

　おぉ一日の稼ぎでは過去最高になったな。

　ダンジョン潜もぐったりギルド依頼やるより地道に働いた方がお金になるのでは？　と思え始めてきた。

　なんかズボンがごそごそするなと思って手を突っ込むと、あのエロい顔したおじさんが入れたチップが見つかり、五千ベスタプラスになった。

　やったぜ。




　帰り際リカールがソフィーに何か紙袋を手渡していた。

「なにそれ？」

「さぁなんでしょうね？」

　紙袋を二人で開けると、中には店で使っていた薄いエプロンとセクシーな黒の下着が入っていた。それとファイト！　とハートマークが描かれた紙が一枚見つかる。

「なんか勘違いされてるな」

「そ、そうですね」

「返してくるか？」

「いえ……記念に持っておきます」

　初めてのバイト記念がセクシー下着とエプロンというのはどうなのかと思うが。

　俺は彼女に今日の収入である二万ベスタを手渡す。

「あの、これは？」

「これは今日君が稼いだ正当な報酬だ。それでまた新しい十字架を買うも良し、何か欲しいものを買うのも良しだ」

　ソフィーはまじまじと硬貨を見た後、首を振って返してきた。

「いえ、結構です」

「別にいいんだぞ？　祈りを捧げる時に何か必要なんだろ？」

「そうですね、それでは……」

　ソフィーは少しだけ考えると小さく手をうった。




　その翌日、十字架のなくなった礼拝堂でソフィーは祈りを捧げていた。

　十字架のかわりに、正面の小さな机の上には焼きたてのチーズパンがお供そなえ物ものとして鎮座していたのだった。
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「やりました！　今日は一人で倒せましたよ！」

　訓練がてら、俺達チャリオットは城の裏山で魔物退治の仕事を行っていた。

　ギルドからの依頼で、大した額がくの仕事ではなかったがソフィーの特訓には丁度良かった。

　ソフィーは巨大なハルバートで、ゴブリンと呼ばれるちっさいおっさんみたいな魔物の頭を次から次へとかち割っていく。

　ギャースと声を上げ、次々に絶命していくゴブリン。ゴブリンが死ぬと俺のスマホに討伐数が一体ずつカウントアップされていく。

　一体どういう原理で倒したモンスターと、このスマホのアプリが連動しているのかさっぱりわからん。

「ソフィー、この前の甲かつ冑ちゆうの幽ゆう霊れい出せないのか？」

「なにそれ？」

　オリオンがまだ昼前なのに、昼食予定のおにぎりをかじりながら話にも食いつく。

「この前酒場でバイトしてきたって言っただろ？　その時ゴロツキに襲われたんだが、ソフィーが謎なぞの力で撃退した。多分特殊能力だと思うんだが」

「へー、強かったの？」

「一撃で五人をＫＯ」

「わたしの祈りが神に届いた時、かの力は顕けん現げんされるでしょう」

「そんなんいいからはよ見せて」

「そんなんて!?」

　オリオンのぞんざいな扱いに怒りながらも、ソフィーは手を組み祈りのポーズをとる。

「主しゆよ、今一度守りの力を」

　祈りの力を発動させようとするが、一向にヘヴンズソードが現れる気配はなかった。

「しゅ、主よ……主よ！　主よ！　早く！」

　オリオンは天に向かって叫ぶソフィーを可か哀わい想そうなものを見る目で見やる。

「主、不在なんじゃない？」

　神お出かけ中かよ。

「おかしいですね、わたしの祈りが足りないのかもしれません」

「ソフィーの能力って、この前のが初出じゃないよな？」

「えぇ、子供の頃野犬に襲われた時、同じように祈りを捧ささげると」

「出てきたと」

　てことは危機的状況にならないと出てこないとか、そういう条件発動系な気がしてきた。

　多分祈りの力が関係あるのは間違いないとは思うが、詳細は本人にもわからないようだ。

「なんにしろ自由に発動できるもんじゃないってことか」

　そりゃゴブリン倒してやったーって喜んでるくらいだもんな。

　あんないかにも超必殺ぽいの自由には使えないんだろ。




　ゴブリンをあらかた倒し終えてからスマホを見ると、ギルドからの依頼を達成しましたと表示されている。

　依頼の終わりを確認していると、城の方からサイモンが焦あせった表情で走ってくる。

「王様ー、大変です、城の壁が壊れました！」

「なぬ、ボロいボロいとは思っていたが崩壊が始まっているレベルだったか……。直せそう？」

「資材などは自力で調達したものがありますが、それをちゃんとした石材や木材に加工していないので」

「加工したら修復できそうか？」

「はい、ですがそれにはかなりの人手と時間が必要です！」

「俺らまだ七人しかいないもんな」

　全員で補修工事にあたるわけにもいかないし、実質的に動けるのは二人……、多くて三人か。それじゃいつまで経たっても城は直らないだろう。

　困った、たくさん人を入れたいが先立つものがないからどうにもならん。

「了解、とりあえず危ないから近づかないように目印だけつけて、壁はそのままにしておいて。修理素材の加工は手があいたときだけでいいよ」

「了解しました！」

　サイモンはきびきびとした動きでボロ城へと戻って行く。

　さてどうしたもんか。人を入れねば城が崩れる、人を入れるには金がかかる、金を稼ぐには人がいる。負のループの完成である。

「とりあえずいくつか終わった依頼もあるし、その分の報酬を換金しにいくか」

　その時に雇用できそうな人間がいたら考えよう。

　俺はオリオンとソフィーを連れてラインハルト城下町へと向かった。




「畜生せっかくの積荷が」

「許せねー！」

　城下町のすぐ近くで、馬車から下りて憤いきどおっている商人と衛兵の姿が目についた。

　衛兵に何があったのか聞くと、山さん賊ぞくの被害にあったようで、積荷を半分ほど奪われたらしい。

「半分ってまた中途半端だな」

「あんまり好きなものじゃなかったんじゃない？　瓜うりとか豆とか」

　それお前じゃんと、オリオンを半はん眼めで見やる。

「わかります。積荷の中身が芋とかゴマだとテンション下がりますよね」

　まぁ確かにリスク犯してゴマだとちょっと凹へこむかもしれないけどな。

　最近治安が悪くなってきて山賊の被害が頻ひん発ぱつしているとのこと。凄すごく強い奴が山賊になったらしく、護衛をつけてもあっという間に倒されてしまうらしい。城も対応に困っているようだ。

「大変だな、そのうちギルドの依頼に出てきそうだ」




　そう思いながらラインハルト城下町に入った。すぐにギルドへと向かうと、中はやたらに混こんでいて何事かと思わされる。

「戦士……じゃないな、ありゃ東のワダツミ王に、北で有名なブラウリース王……なんでこんなに王がいっぱいいるんだ？　しかもでかい領地を持ってる奴らばっかりだな」

　俺は首を傾かしげながら身なりの良い他の王を眺めつつ、ギルドのＡＴＭで換金を終える。

　せっかくなのでギルドカウンターで何か良い依頼はないか話を聞いていくことにした。

　カウンター越しのおじさんは、眼鏡めがねのつるを持ち上げながら、紹介できそうな依頼書を漁あさる。

　ギルド依頼はスマホでも確認できるが、直接行った方が新しい依頼を見つけやすいのだ。

　ここのギルドがスマホのアプリに更新をかけているのかは知らないが、ギルドに依頼書が届く、ギルドが受理する、アプリの方に反映されるという流れになっているようで、実はアプリの依頼は一日遅れだったりする。

「お前ふざけんなよ！」

「ふざけてんのはテメーだろうが！」

　カウンターで職員と話をしていると、ギルドの外でまた何やらトラブルがおきているようだった。

「街の中でもか」

「最近治安が悪くなってね。山賊やはぐれ戦士でいっぱいなんだよ。バラン王のこと知ってる？」

「バラン王って南の方にでかい領地を持ってる王でしょ？」

「そう、バラン王二日前に他の王に倒されちゃったんだ」

「えっ、そうなんですか？」

　職員は現在誰がどこの領地を所有しているか、簡単に色分けした地図を取り出す。

「これまだ修正前なんだけどね、この緑のところが全部バラン王の領地だったんだ」

　地図には台形のような形をしたこの大陸『ロンデニア』が載っている。大陸図は様々な色で塗り分けられ、左端にどの色が何王なのか注意書きがされていた。

　ちなみに俺の城も地図にはゴマ粒みたいな大きさだが、赤の点で領地として記載されている。

　今更ながら俺の領地超小せぇな。城と裏山の分しかないので当たり前なのだが。

　問題のバラン王の領土は、ラインハルト城の南に大きく緑色で描かれていた。英字のＣみたいな形をしており、東に大きな黄色の領地、西に様々な色の小さな領地があった。

　バラン王の領地は丁度黄色の領地を侵入させない防壁のような形をしていた。

「このすぐ隣のドロテア王にまるっと吸収されてしまったわけ」

「あぁ隣接してましたもんね。いつかは戦闘になると思ってましたよ」

　黄色で描かれたドロテア王の領土はバラン王の緑の領土と被かぶっていて、常に小競り合いがあったと聞く。

　恐らくドロテア王から見たら、西に進軍するのに邪魔でしょうがなかったに違いない。

「バラン王とドロテア王は仲が悪いことでも有名だったしね、いつかはこうなると思ってたよ。王同士の潰つぶし合いはよくあることだけど、バラン王くらい大きなチャリオットになると所属している戦士も凄く多いんだ」

「でしょうね。あぁなるほど、負けたバラン王の戦士達が行き場をなくしてるわけですか」

「そういうこと、王を失なくしたはぐれ戦士達が山賊や野盗化したりして治安が悪くなってるの。職を求めてここにもいっぱいなだれ込んできてる」

「召喚された戦士達って王なしで召喚元に戻せないんですかね？」

「あまり詳しくないけど戻せないらしいよ。徒歩で帰るしかないみたい。そもそも違う大陸や、君みたいに異世界から呼び出された人はもう帰れないよね」

「ですよね」

　この大陸は大渦の発生する海に囲まれており、他の大陸と行き来する船が年に一度、超高額な運賃でしか運航していないのだ。

「バラン王の戦士って、強い人が多かったんでしょうね」

「おや、知らないのかい？　バラン王のチャリオットを最強と言わしめた戦士、確かディーっていう戦士がラインハルト城に仕官するためにここに来てるんだよ。それをスカウトする為ために各地から名なうての王が集まってきてるのさ」

「なるほど、だからか」

「確かディーも召喚された戦士でレアリティはＳエスＳエスＲレアらしいから、それで皆目の色かえてるんだろうね」

　ＳＳＲとわかっている人物がスカウトできるチャンスなのか、そりゃ躍起にもなるだろう。

　まぁどうせ俺なんか相手にもされないんだろうが。

　もう一度辺りを見回すと、どいつもこいつも強そうな奴らばっかりだ。少なくとも護衛にＳエスＲレア以下をつけてる王はいなそうだ。

「何諦あきらめてるんだよ、咲さきも行けよ」

　俺の脇腹をどんと肘ひじでつくオリオン。

「あら珍しい、むしろ行くなって言うと思ったのに」

「ＳＳが一人いるんだ、一人も二人もかわんないよ」

　戦力的には大違いなんですけどね。

「どうせフられると思ってるから、フられるところが見たい」

　性格悪いやっちゃな。

「そうだな見るだけならタダだし、行くか」

　俺は二人を連れて、ラインハルト城の方に向かうことにした。




　どこでディーのスカウトが行われるか聞いておらず、城の方に行ったら会えるだろう的な軽い気持ちで歩いていたら、周りにどんどん王が増えてくる。

「うわぁ、皆強そうですね……」

　ソフィーは俺のズボンをぐっと握りしめた。あの上着にしてくんないかな。ズリ落ちそうなんだけど。

「どいつが敵になるかわからんから気合いで負けるなよ」

　いかついハンマーを担いだ筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの戦士や、髑髏どくろつきの杖つえを撫なでるいかにも怪しげなドルイドに、細見で一見優やさ男おとこに見えるが眼光は鋭いエルフなど様々な戦士が揃そろっている。

　それだけディーという戦士が注目されているのだろう。

「ディーさんってどのような方なのでしょうね？」

「きっと美少女だな」

「チャリオットをまとめてるんでしょ？　ムキムキのヒゲオヤジだよ」

　俺とオリオンの予想図は全く違う。いや俺も多分オリオンが言うようにムキムキオヤジ系だと思うが、かすかな望みをかけてだね。

　城へは長い上り坂が続き、はるか奥の方に見える城門の前には多数の人間が集まっているのが見えた。

　やっぱり何かやってるなと思っていると途中で人と肩がぶつかる。

「いてっ」

「いったいなぁ、どこ見て歩いて……なんだ梶かじかよ」

　顔をあげると、そこにはくせっ毛イケメンの乾いぬいの姿があった。珍しく慌てていたようで、いつもの人を小バカにした笑みはなく、軽く息を切らし額ひたいに汗をにじませている。

「お前もディー目当てか？」

「お前もって、もしかして梶もかよ。やめとけ、お前のとこみたいな弱小チャリオットが迎えられるような戦士じゃない」

　弱小と言われて突っかかりそうになるオリオンを手で制する。

「そりゃそうなんだがね。やってみないと可能性は０だし」

「やっても０は０だよ。ディーはウチが絶対貰もらうから。僕急いでるんだ先行くよ」

　そう言い残して乾は慌てて城門の前に走って行った。

「あいつなんであんなに焦ってるんだ？」

　首を傾かしげていると、後ろからエーリカさんがやってきた。

「すみません、マスターを見ませんでしたか？」

「あっ、エーリカさん。乾なら今さっき全力ダッシュで城門の方に走って行きましたよ」

「そうですか、ありがとうございます」

　礼をして、先を急ごうとするエーリカさんを呼び止める。

「あの、すみません。乾の奴、凄く焦ってたみたいなんですけど、何かあったんですか？」

「…………」

　エーリカさんは一瞬迷ったようだが、口を開く。

「今回の件でバラン王の領土がドロテア王の領土に編入され、次にドロテア王の領土と隣接しているのはウチなのです」

「えっ！　そうなんですか？」

「恐らく次に攻められるのは我が領土ではないかと危き惧ぐしていまして」

「それで……」

「すみません、本機も急ぎますので」

「呼び止めてすみません」

　エーリカさんは会え釈しやくして坂を上っていく。

　スマホを取り出して領土図を開くと、既に更新がかかっておりバラン王領土が消え、ドロテア王領土になっていた。画面を拡大させると、その隣に小さな領土が三つほどある。その中の一つが乾の領土だった。

「ここが乾の領土だったのか」

　三つのうち一番最初に攻められるかはわからないし、そもそも攻めてくるかもわからないが楽観視できないのは間違いないだろう。

　ドロテア王は領土拡大に貪どん欲よくだと聞く。

　バラン王との戦いの傷を癒いやしたら攻め入ってくる可能性は高い。

　今まで王同士の領土戦争は他ひ人と事ごとのように思っていたが、いざ自分の知り合いがそういった状況になるとどうしていいかわからない。

「大丈夫か咲？　お腹なか痛いか？」

「顔色が優すぐれませんよ。主は言っております。トイレは向こうだと」

　心配げなオリオンとソフィーに大丈夫と返して、俺達は城門前まで進む。




　城門前には簡素な木製のテーブルと椅い子すが用意されており、三人の戦士が横並びに座っている。その周囲を取り囲むように多数の王と護衛の戦士の姿があった。

　三人の戦士は皆年齢は二十代中ごろから後半といったところだろう。

　右から、座っているのに普通の大人の身長を余裕で越す、斧持ちの大男、その隣に髪を逆立てナイフをちらつかせるチンピラみたいな男、一番左は金髪ツインテールの華きや奢しやな女性で、吊つり上あがった目尻に濃い赤のルージュを引いた若干ケバい女性。

「三人？」

　ラインハルト城に仕官するのはディー一人だけではなかったのだろうか？

　椅子に座った三人の戦士の隣にラインハルト城の衛兵が立っている。

　衛兵はそろそろ時間かと後方の時計塔に目をやると声を張り上げた。

「それではこれより、元バラン王チャリオットである戦士ディーのスカウト入札を行う。入札はラインハルト城も行うので、まず最初にスカウトを行う戦士を選ばれよ！　複数人選ぶ場合は私に申し出ること！」

　入札を取り仕切る衛兵の声に全員がどよめく。ディーを見に来た王達から当たり前の質問が飛んだ。

「俺達は戦士ディーをスカウトしにきたんだ！　何で三人もいるんだよ！」

　ごもっともである。これでは誰がＳＳＲのディーかわからない。

　その声に衛兵は言いよどむ。

「そ、それは……彼ら全員がディーなのだ」

「どういうことだ？」

　余計に辺りはざわつく。全員ディーだって意味わかんないだろ。もしかしてディーって俗称のことで実は三人でディーとかいうオチなのか？

「ガタガタ言うなよテメーら、俺様が本物のディーだ。他の奴らは全員偽物だ」

　ナイフをちらつかせたチンピラ男が両隣の二人を軽けい蔑べつした目で見やる。

「何を言っていますの、私こそが真のディーですわ。この二人は偽物、私の名声を借りて城に取り入ろうとするゲス野郎です。皆さん引っかかってはいけませんのよ」

　チンピラの物言いにすぐに反論する女ディー。

「オデがほんもののでぃーだ」

　大男は短く言って、腕を組む。

「おいふざけんなよ！　誰が本物かわかんねーだろうが！」

　王達から一斉にヤジが飛ぶ。

「うるせーんだよテメーら！　俺様のレアリティに釣られてわんさかやって来やがったくせに、誰が本物かわかんねーだと？　そんなもんテメーの目で見たもんを信じやがれ！」

　あのチンピラ、意外と言ってることまともだなと思う。でもあいつが偽物だったら本物のクズだと思う。

　城門前に来ていた王達は全員側近の戦士と話しあうが、誰もが首を傾げている。

　ディーはＳＳＲというわりには顔の認知度は低いようだ。

「誰が本物なのでしょうね？」

「咲、なにか知らないの？　有名なんでしょディーって」

「俺も初めて聞いたからな。ウチに他のチャリオットの戦士まで調べる余裕はないし、そもそもＳＳＲの戦士って皆隠すんだよ。バレたら対策打たれるし、狙ねらい撃うちにされることもあるらしい。多分ディーって奴もここぞって時にしか出てこなかったと思う」

「そんで顔と能力見た奴は全員倒されてるってこと？」

「多分な」

「口封じというやつですね。主は言っております、生きては帰さんと」

　そりゃ死しに神がみの方だろ。

「だから実はＳＳＲって結構危うい存在だったりするんだ。チャリオットの切り札を晒さらすことになるから。相手のＳＳＲが戦士アタツカーか回復職ヒーラーかわかるだけでもかなり大きい」

　まぁウチには切り札使えないＳＳＲもいるんですが。

　ソフィーの方を見やると、鳩はとみたいにクルックーと小首を傾げていらっしゃる。これがバ可愛かわいいというやつか。

　数分の時間が経つと、衛兵が声を上げる。

「判断材料が少ないようなので、先に戦士からの要望を提示してもらう！」

　そりゃそうだな。ディーからも何か要求があって、それを王側が了承することで契約が成立する。ちなみにスカウトでも召喚石の使用が出来るので、大抵のことは召喚石がなんとかしてくれる。

「では、一番端のお前から」

　衛兵が指さすと、大男はゆっくりと立ち上がる。

「で、デカい」

　三メートル近くあるんじゃないか？　ソードベアと相撲でもとれそうな巨体だ。

「オデののぞみはたたかいだ。たたかえるばしょをよういしてくれればそれでいい」

　そう言って大男は再び座る。

　戦いか……。ウチのぬるぬるチャリオットだと一番合わないかもしれないな。

　でもそれだけ自分の腕っぷしに自信があり、尚なお且かつ戦いが目的なら召喚石を消費しなくても契約することが可能かもしれない。

　俺の所持している召喚石は残り一つと少なく、はずれのディーと契約はできない。

「では中央の」

　チンピラ風の男は座ったまま持っていたナイフをくるくると手の中で弄もてあそぶ。

「俺様が求めるのは金だ、大量の金。少なくとも一○○○万ベスタ用意しやがれ」

「い、一○○○万だって、無茶苦茶だ」

　王の一人が困惑の声をあげる。

「無茶じゃねーだろ、ＳＳＲがたった一○○○万ぽっちで手に入るんだぜ？　安い買い物だろ？　先に言っておくが召喚石での支払いは認めねぇ、全額前払い硬貨で払え」

「咲、なんで召喚石じゃダメなの？」

　オリオンが首を傾げる。

「召喚石ってなんでも叶かなえてくれるように見えて、意外と制限があるんだよ。お金とか貴金属みたいな資産に分類されるものは、召喚石を使ってもすぐに貰えないんだ」

「えっ、じゃあいつ貰えるの？」

「チャリオットを脱退した後」

「そうなの？　それだと意味なくない？」

「多分経済バランスぶっ壊すことになるのと、無限に金を増やすこと、他者への譲渡を抑制する為だな」

「それだと意図的にクビになろうとする人がでるんじゃないですか？」

「一応そういった戦士に対してはコマンドってもので、強制的に命令に従わせることが出来る。あくまで召喚石を使って召喚した戦士か【石有リミテツド契約】を行ったスカウト戦士に限るけどな」

「えっ、じゃああたし達も咲にエッチな命令とかされたら従わなきゃいけないの？」

「不ふ潔けつ、不潔です！」

「うるせぇな。そんな命令しねぇよ。コマンドに関しては連発できるもんじゃないし、細かく指定できるもんでもない。精せい々ぜい真ま面じ目めに戦えとか、逃げずに戦えとかそんなレベルだ。そんなわけで使えない金を貰っても仕方ないから、召喚石を使って金を要求する戦士って少ないらしい」

「だから召喚石じゃなくて硬貨で払えって言ってるんだ」

「傭よう兵へいと同じ扱いにしろってことだな。コマンドを使われたくないから【石無アンリミテツド契約】にしてくれって言う戦士もいるとは聞く」

　他に石無契約の特徴としては、王が持つチャリオットステータス一覧に自身のレアリティが載らないことだ。石有契約をすると、戦士のステータスが強制的に開示されレアリティやスキルが丸わかりになってしまう。逆に石無契約だと戦士がステータス開示を了りよう承しようしない限り詳細が表示されない。

　レアリティ詐さ欺ぎをしている戦士は石有契約を嫌がると聞くが、果たして……。

「それ最初から裏切る気満々ってことじゃない？」

「わからん。確かにＳＳＲの価値を考えれば一○○○万は不当ではないと思うし、さすがにそれだけの金を貰ってトンズラすれば詐欺罪にあたると思うが……」

　この辺は王との駆け引きになるので、こいつ裏切りそうだなと思った場合、召喚石を使わせて契約を行った方が安心だったりする。

「お金で契約した人はお金が尽きれば裏切ります。主は言っております、金の切れ目が縁えんの切れ目と」

　それなんだよな。お金ってすげーわかりやすい契約なんだけど、感情論が差し込まない分、仲間という関係ではなく雇用主と雇われの関係になる。そうなると契約した戦士は王に忠誠を誓っているのではなく、金に忠誠を誓っていることになる。

　あのチンピラディーは一○○○万ベスタを契約に要求しているが、それで終身護衛してくれるわけじゃないだろう。一年か二年かしたら、また金銭を要求してくるのは想像に容易たやすい。もしかしたら一回戦うごとに報酬を要求してくる可能性もある。

　資金が潤じゆん沢たくにあればそれでもかまわないのだろうが、ウチのような貧乏チャリオットに抱え込める戦士ではない。

「なんで仲間から大金をとろうとするか、あたしにはよくわかんないんだけど」

「ウチがブラックなだけで、普通はどこも戦士には給料払ってる」

「咲、頑張って食費とか城の補修費とか計算しながらあたしにお小遣いくれるじゃん。それが給料でしょ？　あたしもっと働いても大丈夫だよ」

　無む垢くな顔で首を傾げるオリオン。

「……すまん、もっと稼げるよう頑張る」

　娘に貧乏を強いている親の気持ちがちょっとだけわかったかもしれない。

　でも契約難易度から考えると、金さえ積めばどれだけ弱小であろうとスカウトすることができる。そういう意味ではあいつが一番楽かもしれない。まぁウチからすると最高難易度だが。

「それでは最後」

　ツインテの女性は立ち上がると、声高らかに宣言する。

「私をスカウトしたいなら、私を妃きさきとして迎えることを条件にするわ！」

　女ディーの宣言は一番周囲をざわつかせた。

「妃って、嫁よめに迎えろってことなのか」

「マジかよ、いやでもよく見ると可愛いし」

「あ、ありだよな。ちょっと性格きつそうなところとか」

　意外と王達の反応は悪くなかった。

「あの女はなしだな」

「そうですね、主は言っております品性を持てと」

　向こうもビキニ戦士と、ビキニ神官プリーストに品性云うん々ぬんは言われたくないだろう。

　オリオンとソフィーはそっけなく視線をそらす。

　女性受けは非常に悪いようだ。

　全員の要望を聞き終わり、再び王達はシンキングタイムに入る。

「結局誰が本物なのかさっぱりわからん」

　せめて男か女かくらいわかればいいのだが。

　俺達が悩んでいると、隣に乾の姿があった。

「おっ乾、お前はもう誰にするか決めたのか？」

「ふふん、僕にはとっておきの考えがあるからな」

「ほー、それはどんな？」

「言うわけないだろバーカ！」

「けちー」

　しょうがない俺達も決めよう。

「で、誰が本物なんだ？」

「てかスカウトできるかもわかんないんだし、総当たりでいったら？」

　オリオンにそう言われ、それもそうだなと思う。どうせ要求したものから更につり上げていくんだろうし。

　そうするかと思い、俺は衛兵に全員と交渉したいと伝える。

　同じことを考える王は多かったみたいで、俺達が交渉に入るまで随分と時間がかかった。




「お、オデをどのせんじょうにつれていってくれるんだ？」

「城の裏山にゴブリンがいっぱいいるんだ。あなたの力が必要だ」

　大男は無言で首を振った。




「で、テメーは俺様にいくら投資するんだ？」

「一○○○万はウチの経済状況では難しい。だがそれ以上の価値がある真の仲間というやつが欲しいとは思わないだろうか？　お金で買えない価値が──」

「ねーよ、うせな」

　チンピラ風の男は俺にナイフをちらつかせた。




　そして最後の女ディーと交渉する頃には日が傾きかかっていた。

「彼女が最後のディーか」

「あいつは放置でもいいぞ」

「ええ構いません。主は言っております隣人の頰ほおをぶちなさいと」

　そいつは多分神じゃないと思いながら、俺はツインテールの女性と向かい合う。

　鎧よろい姿ではあるが、華奢な体と意思の強そうな目、引かれたルージュが色っぽく感じ、彼女の年齢を曖あい昧まいにさせる。若干化け粧しようが濃いのが玉たまに瑕きずだが。

　彼女はまじまじと俺の姿を観察してから質問に入った。

「貴方あなた、城は？」

「ここから北東に、巨大な城があります」

「あっ、こいつ今見み栄えはったぞ」

　だまらっしゃいとオリオンの口を塞ふさぐ。

「カジユウサク……聞いたことないですわね」

　ギルドからのプロフィール資料を見て、俺と見比べる。

「貯金は？」

「一八○万ベスタほど」

「桁けた一つ付け加えましたね、これは詐欺なのでは？」

　だまらっしゃい。今なくても後でそれだけ稼げばいいのだ。

「少ないですわね」

「何分新参者でして」

「そうでしたの？　ここに来てどれくらいになるのです？」

「四カ月くらいですね」

「ふーん、まぁそこそこってところですわね。軌き道どうに乗ればもう少し速く稼げるかもしれませんわ」

　あっマズイ。言っておいてなんだが、噓うそのことを真剣に考慮されていてとても困る。

「戦士の数は？」

「まだ六名ですが精鋭揃いです」

「あいつさらっと噓つくよな。家事手伝いみたいな犬四匹抱えてるのに」

　シャラップ！　俺からすればあれだけ家事のできるサイモンは十分精鋭であり言葉に噓はない。

「そうですか、少ない人数で資産を増やしているとも言えますね」

「でしょう？」

　好感触なことを言う女性ディーは、俺をまじまじと見てニッコリとほほ笑む。

　あっ、これもしかして契約できたんじゃない？　ってことはこの人が俺の妃になるのか？　妃にしろって言ってたもんな。俺この人と結婚しちゃうのか？　マジか、まさか異世界で嫁ができることになるとは思わなかった。いざそうなってしまうと心の準備がまだなんだけどな。でも、なんだろう……こう不思議と心が温かくなっていくこの感──

「顔が好みじゃないのでさようなら。次の方～」




「見なよソフィーあれが負け犬の顔だよ。この女もしかして俺に気がある？　ってことはこの人と結婚しちゃうんじゃないの？　そうなったら心の準備が～とかバカなこと考えてる顔だったよ」

「オリオンさん、それでは泣なき面つらに蜂はちというやつです。主は言っております、厚こう顔がん無む恥ちと」

「Ｎノーマルクラスの顔じゃＳＳは落とせないってことだよね」

　容よう赦しやない言葉の暴力で更にうちのめされる惨みじめな俺。

　ある程度予想はしていたが、結局誰一人として交渉が成立することなく終わってしまった。




　王達全員の交渉が終わり、ディー達は結論を出す。恐らくもっとも良い条件をだした王が発表されるのだろう。

「オデはこのひとにする」

「俺様はこいつにするぜ！」

「私この方に決めましたわ！」

　一体誰が……と思い、三人のディーが指さした人物を見て驚いた。それは俺の見知った人間だったからだ。

「い、乾じゃん」

　三人のディーが乾一人と肩を組んでいる。

　ということは、あいつまさか三人ともスカウトしたのか？　ほぇ～マジかやるな。

　考えがあるって言ってたけど三人全員スカウトするってことかよ。

　そりゃ全員スカウトしたら本物は入るだろうな。しかしどうやってスカウトしたんだろう。

　あの大男ディーの戦いって条件は、ドロテアとの対決って言えば禍か根こんがあるからのってくるだろうし、女ディーもあいつイケメンだしそこそこ金も持っている。残りはあのチンピラ風ディーだけだが、一体いくら払ったんだ？

　近くにエーリカさんと猫族ミユーキヤツトの少女リリィが、不快な表情をして肩を組む乾の姿を見ていた。

「エーリカさんに、リリィさん？」

「こんちはにゃー、もうこんばんはかにゃ？」

「スカウト成功したみたいですね……三人とも」

「止めたのですがマスターはよっぽど焦っていたようで」

「一体いくら契約金払ったんですか？」

　エーリカさんは苦い顔で右手をパーの形にする。

「ま、まさか五○○○万ですか？」

　俺が驚くと、エーリカさんは首を縦に振る。

「よくそんなにお金持ってましたね」

「ほぼ全財産です。マスターが収集されていた財宝や希少な武器、全すべてを売り払ってお金を作ったみたいです」

「領民達からもかなり集めたみたいで、今ウチの領地はめちゃくちゃ荒れてるにゃ」

　マジか。切せつ羽ぱ詰つまってるとは言え、領民に無理をさせるのはよくないと思うが。

「誰が本物かわからないスカウトは無駄だと言ったのですが」

「しかもあの偽物を妃にするにゃんてバカげてるにゃ！」

　リリィの方は既にあの女ディーの事を偽物と断定しているようだ。

「ま、まぁでも、五○○○万でＳＳＲを三人引いたと思えば……」

「身の丈たけに合わない部下を雇用しても維持することができません。それに、恐らくですがあのディーの中に本物はいません」

「恐らくじゃなくて絶対にゃ。あんなの誰が見ても三人ともＳＳじゃないってわかるにゃ」

　た、確かにそうなんだが……。有力そうな王達、途中から見切りをつけて帰り始めてたもんな……。

「王はＳＳって言葉に踊らされてるにゃ。ＳＳでも戦闘向きじゃないのもいるし、レアリティだけ高くて使えない奴もいるにゃ」

　オリオンはうんうんと頷うなずき、ソフィーはビクリと反応する。

「幸いドロテア側もバラン王との戦いで傷ついたとの話ですので、敵が復帰する前に資金を蓄たくわえないと……」

「領土戦争はお金も資源も必要にゃ。王はバカにゃ、大事なお金と引き換えにゴミ三人買ってきたにゃ」

　リリィの言葉は辛しん辣らつで、エーリカさんは心底困った顔をしている。

　それに対して向こうでバカ笑いしているスリーディーと乾は幸せそうだった。

「やってしまったものは仕方ありません。今後の事を他の仲間とともに考えましょう」

　エーリカさんとリリィは乾を待たずに城門を下っていった。

「大変だな」

　他人事のように言ってしまうが、彼らの今後が気になってしょうがない。

「あれ内部分裂するんじゃない？」

　オリオンは両手を頭の後ろに組んでエーリカさんの後ろ姿を見やる。

「可能性はあるな」

　あれはどう見ても王（乾）の暴走だ。ああいった仲間の意見を聞かない身勝手な行動は仲間の離反を招く。

　王のチャリオット私物化は最悪集団反乱からの崩ほう壊かいという流れに陥おちいりやすい。

　恐怖政治で統治することや、王のカリスマで兵の忠誠心に物を言わせて引っ張っていくこともあるが、乾にはそのどちらの素養もない。

「エーリカがなんとかするんじゃない？　あそこのチャリオット、エーリカでもってるようなもんだし」

「それってエーリカさんがやられたら崩壊待ったなしなんじゃないのか？」

「そのときはあいつがバカ王だったってだけだよ」

　俺は複雑な表情のまま、満面の笑みを浮かべる乾を尻目に城門前を下りて行った。




「おっ、梶王。丁度いいとこに来たね」

　帰り道ステファンギルドの前を通りかかると、今け朝さ話をしていたギルドの職員に出会った。

　いつもの中年太りの職員は、冴さえない俺の顔を見て戦果を察したようだ。

「その顔じゃスカウトできなかったんでしょ？」

「残念ながら、金なし王には厳しいです」

「それじゃプレゼントだ」

　俺はギルド職員から一枚の紙を受け取る。

　それは山賊討伐依頼と書かれたギルドの依頼書だった。

「これは……」

「夕方になってラインハルト城から依頼がきてね、さっき受理したばかりだ」

「最近増えてるっていう山賊の？」

「それそれ。城もとうとう依頼を出すことにしたみたい」

「なるほどー、期限は……ん？」

　依頼書の期限のところを見て驚く。日付が今日になっていたのだった。

「おじさんこれおかしくない？」

　依頼書を見せるとギルド職員も一緒に首を傾げる。

「ありゃ、依頼主が手続き間違ってたのかな？　一応問い合わせてみるけど、依頼の再申請がきたとき君達に渡せるかわからないよ」

「じゃあ、とりあえずこのまま見て来ますよ。俺達で手に余るようなら帰ってきます」

「そうかい？　じゃあよろしく頼むよ。今日までって書いてるけど、明日の朝までなら大丈夫だから」

「了解～」

　俺達が城下町を出ようとしたとき、ちょうど乾とスリーディーに出会った。

　女ディーは乾にしなだれかかっており、早くも新婦気取りのようだ。その二人の後ろをチンピラディーと大男ディーが満足げについてきている。一応自称ＳＳＲ三人組と、それを従える王らしいが、そんなオーラは欠けらもない。

「あいつも金に困ってるかもしれないな……」

　そう思い俺は乾に声をかける。

「乾、ちょっといいか」

「おっ、なんだ梶かよ。見てのとおり今忙しいんだが」

　どこがなんだと思いつつ続ける。

「今ギルドから山賊討伐の依頼が来てるんだが一緒にやらないか？　お前戦争になるかもしれないんだろ？　だとしたら絶対金に困ると思うし」

「えー、ダーリンお金に困っちゃうんですの～？」

　だ、ダーリン？　女ディーのちょっとアレな呼び方に困惑する。

「そんなことないよハニ～、城にはたんまり蓄えがあるからいっぱい使っても全然オッケ～」

「さすがダーリン頼りになりますわ～。私おっきな結婚式したいの～」

「俺様もそれにあやからせてもらおうかな」

　チンピラディーも話にのっかる。

「君はさっきたんまり金を支払っただろ！」

「あれは契約金、ファイトマネーはまた別だろ？」

「な、なに!?」

「そんなカッカすんなよ、嫌なら俺様との契約破棄してもいいんだぜ？　契約金全部パァだけどな」

　ヒャッヒャッと笑うチンピラディー。やばい、あれと契約しなくて良かったと心底思った。

「大丈夫だって、ＳＳＲの力安くしとくぜ」

「き、君がＳＳじゃなかったら許さないからな！」

「ダイジョブダイジョブ、そこの女やでくの坊よりよっぽど役に立つぜ」

「なによ、アンタなんかどうせ口だけでしょ！」

「オデはでくのぼう……じゃない」

　なにやら早さつ速そくいい感じのようですね。罵ののしり合あいの邪魔するのも悪いので俺達は仕事することにしよう。

「乾は行かないんだな？」

「誰がそんな貧乏くさい依頼受けるものか！　第一、お前みたいな弱小チャリオットと協力するつもりはない！」

　そんなに八つ当たりされても困る。

「ぼ、僕達は最強のチャリオットだ。ドロテアなんか怖くないぞ！　ＳＳＲが三人も増えたんだからな！」

　乾は誰が聞いても強がりにしか聞こえないことを叫びながら、スリーディーと共に帰って行った。

「ああなったら終わりだよね」

　オリオンの言葉に俺とソフィーは頷いた。
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　俺達は乾と別れ、依頼書に記載されている山賊の拠点らしき湖に向かう。

　灯とう台だい下もと暗くらしを狙ったのか、ラインハルト城からさして遠くない、山の麓ふもとにある湖近くに姿を潜ひそませているらしい。

「山賊退治をたった三人で大丈夫なのでしょうか？　主は言っております、男の人呼んでと」

　神なら男の人の力に頼らずなんとかしろ。

「山賊は複数人で行商人達を襲っているが、商人に怪け我が人にん、死人が出たケースは無し。むしろ山賊の方に怪我人が多く、足を引きずっている者や腕を吊つっている人間が多数見られ、戦闘能力は低いと思われるってさ」

　俺は依頼書で詳細を確認する。

「ですが相手は刃物を持っているんですよ」

　君の持ってる凶悪そうなものは刃物ではないのですか？　とソフィーのハルバートを見やる。

「この辺かな？」

　大分辺りが薄暗くなってきて、ランプをつけようかとバッグを漁ったところオリオンが声を上げる。

「咲、なんかいた！」

「なんかってなによ？」

「わかんない多分ランプの灯あかり！　逃げた！」

　言うが早いか、オリオンは全力ダッシュで薄うす闇やみの中オレンジ色に光る灯りを追いかける。

　確かに光は全力で奥へと逃げている。

「オリオン、あんまり追い詰めるな！　このままアジトまで案内してもらう！」

「オッケー、さすが咲。頭回る」

「お前は回らなすぎだ」

「脳筋なめんなこんにゃろー」

「ま、待って下さい～、主は言っております。おんぶせよと」

　厚かましい神だな。ソフィーはどんどん遅れて遙はるか後方にいる。

　許せソフィー、でもこの辺りに出る魔物よりお前の方がよっぽど強いから。

「ソフィーってなんでステータス高いのに、あんなに足遅いの？」

　オリオンがマジでわからんと首を傾げる。

「力の使い方が多分下手なんだよ。後あのハルバートがクソ重い」

「そんなの武器にするなよ！」

　ド正論である。

　ソフィーを置き去りにしてしばらく走ると、段々謎の光に追いついてきた。どうやらランプの灯りで間違いないようだ。

　恐らく全力で逃げているのだと思うが、あまり速くないので見失うことはない。

　湖近くの森に大きな小屋が見え、ランプの光はその中に吸い込まれていった。

「あそこだな」

　俺とオリオンは身を低くして木陰に隠れながら小屋を見やる。

「思ってたよりでかいな……」

　五、六人程度かと思っていたが小屋自体がでかく、窓からは光が漏れ複数人の人影が見える。

「咲、奥にも小屋がある……。全部で三つかな」

「マジか、大所帯じゃねーか。よく今まで見つからなかったな」

「多分毎日移動してるんじゃない？　小屋の木材が新しいし、造りが粗いよ」

「なるほどな、細かく拠点を移動してるってわけか。てことは見つけられた俺達はラッキーだな」

　でもあのでかい小屋からワラワラと出て来られたら、俺達だけでは一たまりもないぞ。

　一いつ旦たんアジトの報告だけしに帰るか？　いや、あの追いかけてた奴がすぐに移動を指示するかもしれない。

　どうする……。

「咲、避よけろ！」

　オリオンの叫びに反射的に飛とび退のいた。直後、巨大な斧が俺の真後ろにあった古木をかち割る。

「あぶねぇ、避けなきゃ確実に死んでたぞ！」

「我らがアジトを見て、無事に帰れると思っているのか？」

　凜りんとした女の声が響く。振り返ると、真っ暗な森の中、月明かりに照らされた人影シルエツトがゆっくりと近づいてくる。

　その姿に俺は息を呑のんだ。

　そこには巨大な斧を担かついだ女の姿があった。右目に眼帯、肩に髑髏を象かたどった鉄のアーマー、髑髏付きガントレット、へその上でキラリと光る髑髏のペンダント、髑髏付きブーツと全身を銀色に煌きらめく髑髏で固めた山賊。

　しかしその顔立ちは、とても山賊をやっていると思えないほど美しく整っており、腰まで伸びた長い髪が夜風に吹かれシルクのカーテンのようになびいている。

　思わず見み惚とれてしまうような女性だが、俺はその全身を見て眉まゆをハの字に曲げる。

「…………ち、痴ち女じよだ────っ！」

　思わず大声を上げてしまった。

　しかし仕方ないだろう。大きな胸を金属製の髑髏二つが隠しているが、それ以外はほとんど裸だったのだから。

「あれ、やっぱり思ってた反応とチガウ」

　山賊はおかしいと首を傾げる。

「咲、あいつ変態だよ。露出狂って奴だ！」

「貴様には言われたくない！」

　山賊と指をさしあうオリオン。かたや水着に剣と盾、かたや大事な部分だけ髑髏で隠した髑髏山賊。

「それで貴様達は迷い込んだのか？　それとも依頼できたのか？」

「いや～、ついうっかり森で迷って──」

「ギルドからの依頼で、お前らを倒しに来た」

　俺がお茶を濁にごそうとした瞬間即答するオリオン。頼もしすぎて頭が痛い。

「お前、依頼って言ったら、じゃあ逃がすわけにはいかない死んでもらうってなるに決まってるだろ！」

「えっ、そうなのか？」

「お前はほんとにバカだな」

「脳筋だからな！」

　なんか嬉うれしそうに言ってるけど、脳筋って良い言葉じゃないからな？

　俺達のやりとりを律儀に待ってから髑髏女は予想通りのことを口にする。

「そうか、では死んでもらう」

「ほらな！」

　ギルドからの依頼と聞いて山賊の目の色が変わった。次の追っ手が来ないようにアジトを見たお前達には死んでもらうとなるのは当然だろう。

　山賊は大斧を構え、こちらを見すえる。肌がピリッとする嫌な空気だ。

「始めさせてもらうぞ」

　山賊は丁寧に断りを入れると、殺気を身に纏まとった。

「咲、逃げろ！　こいつ強い！」

　一瞬で敵の強さを悟さとり俺を突き飛ばすオリオン。その瞬間ギンっと鈍い金属音が響き、山賊の大斧とオリオンの鉄の剣が交差する。

「ほぉ受け止めたか、だが」

　山賊はふっと力を抜き、オリオンが体勢を崩した瞬間みぞおちに膝ひざ蹴げりをいれる。

「がはっ！」

　くの字に折れ曲がった体に容赦なく回し蹴りが叩たたきこまれ、オリオンの体はボールのように蹴り飛ばされた。背後にあった木にぶつかると折れそうになるほど大きくしなった樹幹が木の葉を舞わせる。

「大丈夫か!?」

　瞬殺じゃねぇか、こいつ頭からっぽな分戦闘能力だけは高いんだぞ。

「Ｒレアクラスの戦士と言ったところか。となると貴様が王か？」

　山賊は落ち着き払った態度で俺とオリオンを見比べる。

　その仕し草ぐさがどうにもひっかかる。

　俺の想像する野蛮な山賊とはかけ離れるほどに品があったからだ。

「残念だが君達には私は倒せない。この場所を他言せずに逃げるのなら見逃そう」

「急な心境の変化だな」

「なに、王と戦士というのには少しだけ縁があってね」

「そう言うあんたは元バラン王のチャリオットか？」

「答える義理はない」

　山賊ってのはやたら己語りが好きでべらべらしゃべってくるもんだと思ったんだが、どうにもガードが硬かたい。それにこの女バカみたいな格好してるが、全く隙すきが無い。

　大斧を持って攻撃主体に見えるくせに、圧倒的に守りが硬く、こちらが格下だとわかっているのに油断しない堅実なスタイルを貫いている。

　見た目と戦い方が全く一致していない。見た目攻め放題（ガバガバ）なくせに中身は堅けん牢ろうな城みたいな奴だ。

　周りを見渡すと、近くの小屋から視線を感じる。恐らく手下の山賊全員がこの戦いを見ているに違いない。

　ならなんで出てこないんだ？　さっさと出てきて俺達を囲んじまった方が簡単に決着するだろう。

　俺が不審に思っていると山賊が口を開く。

「一応私はこれでもここの頭かしらをしている。皆私の戦いが見たいのさ」

　なるほど……。いや、なんか言い訳くせーな。この女、違和感だらけなのに、ガード硬いわ隙ないわでやり辛づらい。

「Ｒの護衛一人では我々は倒せない。実力差はわかっただろう？」

　諭すように言う山賊頭だが、それに反感を覚えるのがコイツである。

「人をレアリティで呼ぶなぁっ！」

　オリオンは一瞬で距離を詰めて斬きりかかるが、大斧で軽く弾はじかれてしまう。

　やっぱ守りが硬い。なら搦からめ手てでいくか。

「今だソフィーやれ！」

　俺は山賊頭の後ろに向かって大声で叫ぶ。

「一人じゃなかったのか!?」

　山賊頭は後ろを振り返るが誰もいない。

「こんの騙だましたな」

　イラッとした顔でこっちを見る山賊頭。怒ってるのになんか上品な奴だな。

「噓はついてないぞ」

　突然暗闇の中からハルバートが伸び、山賊頭の腹を狙う。山賊頭は不意打ちを間一髪で避け、間合いをとった。

「うっ……うぐ……」

　暗闇の中から出てきた、シスター帽を被ったビキニ姿の少女は半べそだった。

「主は言っております。寂しかったと」

　そりゃすまんことをしたと思っていると、オリオンとソフィーは並び立つ。

「この方が山賊なのでしょうか？」

「そうだ。変な格好をしてるが強いぞ」

「主は言っております。痴女だと」

「だからお前達に言われたくない！」

　どっちもどっちである。

　二対一となり、俺は偉そうにふんぞり返る。

「形勢逆転だな。ちなみにソフィーのレアリティはＳＳＲだ。お前に勝ち目はない、諦めろ」

　俺は完全なブラフをかける。ＳＳＲだが戦闘経験があるとは言っていない。

「最高レア……」

　はったりがきいたのか山賊頭の顔色がかわる。

「やられる前におとなしく捕まるんだな。ウチのソフィーさんは血に飢うえてるんだよ！」

「おらおらソフィーさんなめんなよド低レアリティが！」

「えっ？　えっ？」

　オリオンの悪乗りにソフィー困惑、その悪乗りに若干自虐がまじってて悲しくなった。

「ソフィーさんは巷ちまたでは赤き狂犬マツドドツグって呼ばれてんだぞ！　当然その赤はテメーらの血の色だ！　とっとと降参しやがれ！」

「…………」

　自分で言うのもなんだが、これではどちらが悪役かわからない。

　山賊頭は瞳ひとみを閉じ、斧をその場に捨てる。

「武装解除とは良い心がけだ」

　うむうむ戦いは何も生まない。ついでだ、そのやらしい装備の中も検あらためさせてもらおうと俺は山賊頭に近づいていく。

　だが、その時背後の小屋の扉が開き、頭に兎うさぎみたいなリボンをつけた少女が飛び出して来た。

「ディー様！　これを」

　少女が放ほうり投なげたのは、柄つかに美しい水鳥の装飾が施ほどこされた直剣だ。

　山賊頭が剣を受け取ると複雑な表情で少女の方を見やる。

「ディー様！　戦って下さい！」

　少女が叫ぶと、三つの小屋からわらわらと少女達が飛び出してきた。

「お前達……」

「な、なんだ？」

　とうとう袋叩きからの八つ裂きかと思われたが、現れた少女達はただ俺達を取り囲んでいるだけだった。

　いや、よく見ればどの子も腕や足、顔に包帯を巻いており無傷な子は一人もいなかった。

「これは……」

「王様、ディーって言いましたよ、この人達」

「なにがどうなってんの咲」

　俺が聞きたい。

「彼女達の強い要望だ。これを見たからには絶対に死んでもらう」

　ディーと呼ばれた山賊はすっと剣を鞘さやから少しだけ抜く、その刀身は光り輝いており見るからにあっ、これやばい奴だとわかった。

「こいつもまさかＳＳＲか!?」

「死にゆく君たちに自己紹介しよう。私の名はディー・リンド・カペラ。レアリティはＳＳＲ。元バラン王のチャリオットで隊長を務めていたものだ」

「「「はぁっ!?」」」





　　　　３






　俺達三人はいろんな意味で叫んだ。

「お前、ディーって今日城にいたぞ！　むこうにも三人いたけど、あれがディーでお前もディーで、ディーがいっぱいいる！」

　俺達は混乱するが、戦闘モードへと完全移行した目前のディーは冷静であり、その目は一切の迷いがない。

「ふむ、知らんな。もしかしたら私の元仲間かもしれぬが、彼らにはどのような手段を使っても生き延びよと言っているので、別に私の名をかたろうと構わんよ」

「マジか」

　やっぱりこいつが本物のディーなのか。

「それでは始めよう、死力を尽くしてかかって来るがいい」

　ラスボスみたいなセリフを言ってディーが剣を鞘から一気に引き抜くと、足元に魔法陣が展開される。彼女の痴女みたいな山賊服が光に溶けていくと、新たな鎧を身に纏う。




　一瞬の閃せん光こう──




「神しん鎧がいヴァルハラ顕現」

　眩まばゆい光がおさまると、そこにいたのは妖よう精せいなのだろうか。背中から妖精のような二枚重ねの羽をのばした女性が宙に浮かんでいたのだった。

　白銀の鎧は月の光を眩く反射し黄金に輝いている。

　右手には光り輝く直剣を握り、俺達を見下ろす視線は冷徹で温度を感じさせない。

　常時半透明な羽から光の粒子が零こぼれており、見ただけで「あっ高レアだ、この人」と理解できる。

　羽つきのヘッドセットに白銀のブーツ、白銀のガントレット、短すぎる丈のスカートに白銀のビキニアーマー……ん？

「お前、変身しても痴女かよ！」

「うるさい私だって気にしてるんだ！　これを見たからには殺す、絶対殺す！」

　やばいディーが絶対殺すウーマンになってしまった。てか完全に私し怨えんだろそれ。

　結局胴の部分は水着だし、自分の起こす風でスカート意味なくてヒモパン見えてるし。あぁヒモパン、レースがついて可愛くなってるよ。

「オリオン、ソフィー……逃げるか？」

「そ、そうですね、明らかに強そうですし……主も言っております。虎こ穴けつに入っても殺されたら意味がないと」

「いや、やる」

　腰が引け気味のソフィーに対して、オリオンはしっかりと頷いた。

「あいつをやれたら、なんかあたしの中で変わりそうな気がする」

　彼女のまっすぐな目は、宙に浮かぶ白銀の乙女しか見ていなかった。

「よし、じゃあバカの一撃、喰くらわせてやれ」

「や、やるんですか？」

　ソフィーがわたわたと慌てる。

「ソフィー援護よろしく」

　そう言ってオリオンは肉食動物のような俊敏さでディーに斬りかかった。

「貴様では私には勝てない」

「ふざけんなよ、高レア潰してあたしが成り上がってやる！」

「その品のない戦い方、言葉遣いも気に入らない」

「上等だ、高レアに好かれなくて結構。下げ剋こく上じようだオラァッ！」

　オリオンは一ひと太た刀ち交じえては離れを繰り返す、ヒットアンドウェー戦法でディーを襲う。

「さっきの斧、明らかに慣れてなかっただろ。剣がお前のエモノなんだろ、全力できやがれ！」

「では、お言葉に甘えて」

　一太刀いれて、一瞬で木の上にまで逃げたオリオンの真後ろにディーは現れた。瞬間移動を思わせる速度で、枝の上にいるオリオンを叩き落とす。

　俺は落下地点にダイブしてオリオンの緩かん衝しよう材ざいとなった。

「ぐえぇぇ」

「咲、邪魔！」

　俺を踏み台にしてディーに斬りかかるオリオン。

「面白いな、戦士に踏み台にされる王を初めて見たよ」

　でしょうな。

「うっせ、その余よ裕ゆう面づら曇らせてやんよ！」

　もうどっちが山賊かわからんもの言いでオリオンは斬りかかる。だが遠目から見てもわかる。明らかに相手の技量が半端ではなく、何をしても軽く切り払われてしまうのだ。

　マジかよ超つええディー。技量Ｓぐらいあるんじゃないのか？

　オリオンは歯が立たず、再び木に叩きつけられる。俺は落下してくる彼女の体をダイビングキャッチする。

「咲、あいつ超強いんだけど。マジ桁が違う」

「さすがＳＳＲだな」

「レアリティで呼ぶなって言ってんだろ」

　俺の膝の上で暴れるオリオン。まだいけるな。

「大丈夫だ、お前ならやれる」

「軽く言ってくれるぜ。でもなんかやれそうな気がしてきた」

　オリオンはぴょんっと飛び上がると、粗そ末まつな鉄の剣を構える。今思えば装備も段違いだ。

　鉄の剣対光の剣、これでは無課金勢が廃課金勢に挑む気分だ。

「あれでダメージがない……」

　対するディーはオリオンのしぶとさに眉根を寄せる。

「では一気に決めるぞ」

　中空にふわりと浮いていたディーは、急降下してオリオンを狙う。明らかな殺意をもって狙われる首。

「逃げろ！」

　オリオンは咄とつ嗟さに剣でガードするが間に合わない。

「!?」

　首が刎はねられたと思った瞬間ギンッと甲高い金属音が響く。薄く発光する巨大な盾がディーの剣をはじき返したのだ。

　それにはディーも驚きを隠せない。ソフィーの背中から現れた半透明の騎士甲冑が、盾を構え攻撃を遮さえぎっていたのだから。

「ゴーストアーマー？　使役しているのか？」

「ソフィー！」

「主は言っております。のけ者よくないと」

　一緒にやりたかったのかよ。しかしソフィーのスキルが発動したならこっちのもんだ。なんたって大の男五人を簡単に吹っ飛ばすほど強力な力がある。

「やっちまえソフィー」

「いきます！」

　俺の掛け声とともにヘヴンズソードはバカでかい剣を引き抜き、羽虫を払うかのごとくディーに向かって振り下ろす。

「当たると重そうだが、当たらぬ攻撃に意味はない」

　ディーは背中の翼をはためかせ大剣を半身で躱かわすと、一気に飛び上がりヘヴンズソードを攻撃する。

　すぐさま守りに入ったヘヴンズソードの盾がディーの直剣を弾く。

「そんな攻撃でソフィーのスキルが破れるかよ！」

　ウチのＳＳなめんなよと良い気になっていると、ディーは眼下に見えるソフィーに狙いを定める。

「貴様が本体なのだろう？」

　ディーは一瞬で急降下し、ソフィーの懐に潜り込むと弾丸のような突きを繰り出す。

　空気を切り裂く刺突、狙いはその首だと。それを許さぬとヘヴンズソードは巨大な剣を叩きつける。

　しかし──

「なめるなっ!!」

　ディーは叫び声と共に、ヘヴンズソードの巨大剣を下から思いっきり切り上げたのだ。

　剣は火花を上げてかち上げられ、ヘヴンズソードは体勢を大きく崩す。

　マジかよ、規格外にもほどがあんだろ！

「スキルは上等、紛れもなくＳＳＲのモノだ。だが戦闘経験がない。怯おびえが前面に出過ぎだ」

　ディーが肘鉄をソフィーの胸に叩き込むと、彼女はセキこみながらその場に倒れ込んだ。

　ソフィーが戦闘不能になったせいでヘヴンズソードの姿が薄くなり消えていく。

　マジかよ、いきなりパワーインフレしてんじゃねーぞ。ソフィーさん瞬コロじゃねーか。

「よそ見してんじゃねーよ、あたしがまだ残ってんだよ！」

　少しだけ回復したオリオンが、再び斬りかかるがジリ貧だ。

　レアリティどうのってレベルじゃない。戦闘能力スペツクだけでなく経験値の差がでかすぎる。一体いくつ修しゆ羅ら場ばをくぐったらあれだけ的確な上、相手の予想を上回る動きができるのか。

「ほとんど未来予知みたいな動きしてるじゃねーか……」

　ディーの右目は髑髏の眼帯で覆われている為オリオンは右側を狙うが、逆に動きを読まれ足技で吹き飛ばされる。

「ゴホッ……」

「甘いぞ名も知らぬ戦士。私のこの眼帯は相手の攻撃を誘導させるためのただのブラフだ」

　そう言ってディーが眼帯を外すと、怪我など特にない綺麗な瞳が露あらわになる。

　奴の動きはほとんど計算尽くってことかよ。

　俺は倒れたソフィーを抱き起こす。

「ゴホッゴホッ」

「大丈夫か！」

「ゴホッゴホッ、苦し……」

　胸を攻撃されて肺から空気が逆流しているのだろう。

「大丈夫か！　これはもう人工呼吸しかない！」

　ゴホゴホとむせるソフィーの唇に、自分の口を近づける。すると思いっきりグーで顔面を殴られて俺はのたうち回った。

「ゴホゴホッ、主は言っております。調子に乗るな殺すぞと」

　はい、すみません。

　落ち着いたソフィーは圧倒的に不利なオリオンを見て心配げな声をあげる。

「王様……このまま負けてしまうのでしょうか？」

「大丈夫、まだだ。まだあいつは折れてねぇ」

　俺は戦っているオリオンを見やる。何度も打ちのめされているが、あいつの目は死んでない。

「ですが彼女では」

「見ろよソフィー、あいつの顔……笑ってやがるぜ」

　そう、どれだけやられていてもオリオンの顔は曇っていない。

　むしろ嬉き々きとしており、八や重え歯ばを見せながら笑っているのだった。

「あの、オリオンさんなんだか速くなってません？」

　それは俺も思っていた。段々あいつディーの動きに慣れてきてやがる。

「チィッ！」

　ディーが舌打ちと共に横よこ薙なぎの斬ざん撃げきを放つと、驚くことにオリオンはその刀身を歯で嚙かみついて受け止めていた。

「なっ!?」

「どうした、育ちの良さそうな山賊。底辺の戦いはこれぐらいのことすんぜ？」

「くっ！」

　オリオンの型破りな動きに、ディーが驚かされている。

　いけるな。

　戦いの主導権をこちらが握り始めている。

「オリオンやれるぞ！　ＲでもＳＳ討ち取れるぞ！」

「Ｒって言うな殺すぞ！」

　あいつまだ余裕そうだな。

　俺の声援が届いたのかはわからないが、オリオンはディーを一気に攻め立てる。右、左、上、下、後ろ、斜め三六○度全方向からの攻撃を受け、ディーがたじろぐ。

「おらおら、この程度かよＳＳってのはよ！」

「なめるな、私はバラン王最強の戦士だぞ！」

　本気になったのかディーの鎧が全て金色に発光し、鎧から光の粒子が舞う。

　飛びかかってきたオリオンを斬り払うと、後ろにあった木々がまとめて斬り倒された。

　刀身から衝撃波のようなものが飛び、木々をなぎ倒したのだ。

　衝撃波ってなんだよ、そんなもん人が出せんのかよ。

　オリオンはそんな異常な攻撃力を気にした様子もなく、ひらりと俺の隣に戻ってくる。

「なぁ咲、あいつ超つええ。今までで一番かも」

「お前の方がつええよ」

「あいつ倒せるかな？」

「勿もち論ろんだ」

「へへ、嬉しい。やれそうな気がしてきた」

「バカの一撃、奴に突き立てて来い」

「おう！」

　本当は圧倒的戦闘能力の差にやめとけって言ってやるのが正しいのだと思う。

　だけど、俺だってオリオンＲがディーＳＳＲを凌りよう駕がする瞬間を見たいんだ。

　ディーは金色に輝く剣を構える。オリオンは四よつん這ばいになり獣のような構えで対たい峙じする。間違いなくディーは必殺の一撃でくる。オリオンにそれを打ち破れるか……。

　普通に考えれば無理だ。だが、今のあいつなら。

「行けぇぇぇ、オリオン!!」

　俺の叫びとともにオリオンは跳んだ。ディーは即座に最大火力で迎撃する。

　極光の光を纏う剣、かたや粗末な鉄の剣を振り下ろす。

　まるで大砲の弾たま同士がぶつかったような巨大な音と衝撃が響く。

　暗い森に真昼の如ごとき光が漏れ、必殺対渾こん身しんの一撃、技と力がぶつかり合う。

「こんのぉ！」

「私は……負けないっ！」

　それは一瞬だったのか数分だったのか。恐らく数秒が正しいのだろうが俺達には十分以上の長い時に思えた。

　空を断たつような光はやがて収束していく。

　ディーの光がおさまったとき、二人はお互いの肩で支えあいながら立っていた。

「まさか、私が負けるとは……」

「よく言うぜ、全然本調子じゃないくせに」

　最後オリオンの持っていた鉄の剣は砕けたが、ディーの腹にはオリオンの拳こぶしが突き刺さっていた。剣が折れるとわかっていたオリオンは、初めからこれを狙っていたのだろう。

　ディーが膝を折ると、白銀の鎧が消え、痴女山賊の姿に戻った。

　こうしてＲがＳＳＲを打ち破るという奇跡はおこりえたのだった。

　固かた唾ずを呑のんで見守っていた山賊の少女達は一斉にディーの元に集まってくる。

　俺は崩れたオリオンを受け止め背中を撫でる。

「ご苦労さん、さすが相棒」

「へへ、ただのＲレア娘むすめなんて言わせないよ」

　そんなカッコイイセリフを吐いて、オリオンは目を閉じた。

「ああ、お前はＳＳＲを超えるＲだ」

　全力を使い果たし、完全燃焼したといったところか。しばらくしたら気が付くだろう。

　オリオンをソフィーに預け、山賊少女達に近づく。

　俺は飛びかかってきそうな少女をかきわけ、倒れたディーの隣にしゃがむ。

「あんたほんとにバラン王のディーなんだな」

「あぁ、そうだ」

　なまじさっきラインハルト城で三人のディーを見ていたせいで、未いまだ信じられずにいる。

　てことはあのスリーディーはやっぱ全員偽物だったってわけか。

「あんたをラインハルト城に引き渡せば俺の依頼は完了なわけなんだが」

　そう言うと取り囲む少女達はチャキっと音をたてて武器を構える。

　絶対にそんなことはさせないと言いたいのだろう。

「よせ、お前達」

「いろいろ解げせない。あんたほどの能力があればどこでも引っ張りダコのはずだ、なんでこんなところで山賊なんかやってるんだよ」

「…………」

「それは、私達のせいなんです」

　黙り込んだディーのかわりに剣を投げ込んだリボンの少女が話す。

「私達は全員元バラン王の召喚した戦士です。ですがドロテア王の侵攻時に深い傷を負い、戦うことができなくなったものばかりなんです。故郷にも帰れず、戦うことしかできない私達をディー様は見捨てず、こうして野盗に身をやつしてまで支えてくださっているのです」

「…………」

　ディーは黙したまま喋しやべらない。少女の言っていることは本当なのだろう。

「なるほどな、最初から戦力はディー一人しかいなかったってわけか」

　周りを見回すと、少女戦士達の数は三○人をゆうに超える。

　恐らく彼女達は、怪我をするまでバラン王の優秀な騎士だったのだろう。

「どうか、どうかディー様を捕えないで下さい。城には私が主犯として捕まりますので、どうかディー様だけは！」

　そうして少女は地面にくっつきそうなほど頭を下げる。

「いや、わ、私が身代わりになろう！」

「いえ、自分が！」

「お前達では説得力がない、アタシが行く！」

　少女戦士達は皆我が我がと俺のところに殺到する。

「よさないか、お前達を身代わりにするつもりはない」

「ディー様……」

　このディーはよっぽど信頼されてるんだな。

「王よ、どうか彼女達は無関係としてくれないだろうか？　主犯を捕まえれば面目は立つだろう？」

「いや、そりゃ別にいいんだけどよ。でもお前捕まったら、この子らのたれ死ぬんじゃねーの？」

「…………」

　その時、俺はピーンと閃ひらめいた。

「ディーさ、俺と契約しねぇ？」

　スマホを取り出して、契約画面を呼び出す。

「私は賊だぞ」

「あぁダイジョブダイジョブ。ギルドには見つかりませんでした、すんませんって言っとけばなんとでもなる」

「いいのかそれで……」

「そんでさディー。ここに召喚石があるんだけどさ。これ、お前の願いなら大体叶えられるわけよ」

「あぁ、知っている」

「バラン王を生き返らせろとかは無理だと思うけど」

　俺は周りを見る。

「怪我治せくらいなら……なんとかなるんじゃない？　いや石の使い道はお前の自由なんだけど」

「…………」

　ディーは驚いているのか目をくりくりさせている。そしてフッと柔らかい笑みを作った。

「凄いな君は、絶対に断れないじゃないか、そんなの」

「いや、別にいいんだぜ契約した瞬間裏切っても」

「私がそんな軽そうな女に見えるか？」

　見えないからこの話を切り出した。

「俺召喚石一個しか持ってねーから。もっと勢力のでかい王に取り入った方が賢かしこいとは思うけどな」

「いや、この状況でその提案が出せる君と契約しよう」

　ディーがそう言うと、彼女の足元に魔法陣が一瞬だけ浮かんですぐに消えた。

　俺がディーにスマホをかざすと彼女のステータスが表示される。

　ステータスが表示されるというのは契約が完了し、俺のチャリオットに加入したという証あかしであった。


　名前・ディー　クラス・聖騎士ホーリーナイト　レアリティ・ＳＳＲ　属性・光　種族・人間ヒユーマン　所属・梶チャリオット


　体力　Ｃ

　魔力　Ｂ




　物理攻撃力　Ｂ

　魔法攻撃力　Ｂ

　物理防御力　Ｃ

　魔法防御力　Ａ




　敏捷　Ａ

　技量　Ｓ

　信仰　Ｂ




　スキル　神鎧ヴァルハラ：光剣ブリュンヒルデ装備時のみ発現可能。使用時、クラスは戦乙女ヴアルキリーに変更される。全ステータスを一段階上昇させる。





　技量Ｓでスキルの能力が上がってたのか。ステータスが一段階上昇したらこいつほぼＡかＳしかねぇじゃねぇか。道理でくそ強いと思った。

　オリオンの攻撃、ほとんど「当たらん！」とか言われて斬り払われてたもんな。

　よくこのステータスお化けに勝てたと思う。

　とりあえず契約は済んだ。後はディーが召喚石をどう使うかだが。

　彼女の手には虹にじ色いろに輝く召喚石が握られている。

「彼女達の怪我を治してほしい」

　まぁそうですよね、金がほしいとかいきなり言い出したらどうしようかと思ったけど。いや契約してくれるなら金でもいいんだけどね。

　召喚石が光り輝くとディーの部下である少女達の体が淡く光る。皆恐る恐る怪我してる部位を触ってみている。

「凄い痛くない！」

「足が動く！」

「目が見えるよ！」

「火傷やけどが消えたわ！」

　皆口々に大喜びである。

「良かったのか？　召喚石って本来自分の為に使うもんだぞ」

「構わない。彼女らの笑顔を見ていると私も嬉しい」

　ディーにとって彼女達は家族のようなものなのかもしれないな。

　ひとしきり全員が喜び合った後、ディーは大きく咳せき払ばらいをする。

「ではお前達、これからは自分達で強く生きていくんだ」

　ディーの声に全員が黙り込むと、皆涙目になり彼女に殺到した。

「私、ディー様と離れたくありません！」

「私も」

「アタシもです！」

　おーいおーいと泣きじゃくられ、さすがのディーもこれには困り顔である。

「困ったな、私は既に人のものだから君達の面倒を見てあげることはできないんだよ」

　人のモノってなんか響きいい、エロい気がする。

　彼女達の悲しみの別れを横目に、ディーの事、どうやってギルドに報告しようかなと俺は依頼書を再度眺める。

「君達は優秀な戦士だ、きっと良い王が拾ってくれる。もし敵同士になったときは……悲しいがそれは定めだ」

「私ディー様となんて戦えません！」

「ディー様ぁ！」

「あぁ今人足りねーから、全員ウチ来てもいいぞ」

　どうすっかなぁ、やっぱオーソドックスに見つかりましぇんでした～か。いやでもディー顔バレしてたらどうする？　お前のチャリオットにディーいるじゃん！　って突っ込まれるよな。でも今日のスカウトで誰もディーの顔知らなかったしいけるか？

「今のは本当だろうか？」

「えっ、見つかりましぇんって？」

　鳩が弾丸くらったような顔をしてるディー。

「いや、全員来ても良いと」

「あぁ契約はしてもらうし、ウチ弱小だし、金ねーし、召喚石もさっきので使い切ってなくなったけどな。城ウチ見たら引くぞ」

　いっそサイモンを身代わりに使うという手も……。いやさすがに外げ道どうすぎるか。ディーは実は犬だったんだよって言って信じるかな？

「「「「「ぃやったぁぁぁぁぁっ!!」」」」」

　突如全員が歓喜の声を上げて飛び跳ねた。

「えっ、どしたの？」

「ありがとう、ありがとう！」

　そう言ってディーは感謝の涙をぽろりとこぼした。

「あぁ契約のこと？　言っとくけどウチマジでボロいからな、来てからやっぱやめますとか言うなよ」

「皆でいられることが嬉しいんです」

　おーいおーいと泣く三○人余りの少女戦士達。この子らよっぽど離れ離れになるのが嫌だったんだろうな。

　それから全員と契約を行い、俺はオリオンをおぶりながら大所帯で帰ることにした。




　翌日山賊が見つからなかった旨を伝えると、ギルドは書類不備を修正してもらう為に依頼書をラインハルト城へと返還した。

　しかし、その後ぱったりと山賊がでなくなったことから、そのまま依頼書が再度提出されることはなかったのだった。
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「王よ、起きてください」

「ん～？　あぁディーか。おはよう」

　目を覚ますと視界にディーの顔がアップで映り、ディー睫まつ毛げ長いな、なんてどうでもいいことを思う。

　殺さつ風ぷう景けいな王室で俺は間抜けな顔をしながら起き上がると、一緒にくっついて寝ていたオリオンがどさりと落ちた。

　落下の衝撃など気にせずそのまま寝ている。相変わらずたくましい奴だ。

　ガラスも入っていない部屋の窓には、いつのまにやらカーテンが取り付けられ、ディーはそれを勢いよくあける。

　眩まぶしい朝日が部屋の中を照らしだす。

 　本来清すが々すがしいと感じるかもしれないが起きた直後には刺激が強い。

「ぐぉぉ、目が溶とける」

　アンデッド族に日の光は有害だ。

　見ると地べたで丸まっているオリオンも小刻みにがくがくと震ふるえている。

　こいつもアンデッド族のようだ。

「バカなこと言ってないで早く起きてください。食堂で皆待っていますので」

「食堂……」

　そうか、バラン王の戦士達を吸収してウチ大きくなったんだっけ。

　王一人とＲレア戦士一人、ポンコツＳエスＳエスＲレア一人に犬四匹から、一気に女の子ばっかり三○人くらい増えたんだった。

　俺は軽く顔を洗い、今まで使われていなかった食堂へと向かう。

　城の一階にある食堂は長机が縦に四列並び、朝日が東側の窓から差し込む日当たりの良い場所だ。

　今まで放置されていたが綺き麗れいに片付けられ、今日から使用することになったのだった。

　もう皆先に飯食ってるかなぁなんて思いながら食堂に入ると、全員姿勢を正した状態で着席し、俺の姿が見えるやいなや全員が立ち上がる。

「「「「おはようございます。王様！」」」」

　三○人越えの女性の声が食堂に響き渡る。

「お、おはよう」

　俺は息の合った声に圧倒される。

　えっ、なにこれ？

　全員寝癖ぐちゃぐちゃのシャツ一枚とかで来てるのかと思いきや、革かわ鎧よろいのインナーに着替え、きちんと髪をとかし、身なりをしっかりと整えた姿だった。

　短パンでシャツ一枚なのは俺だけだった。

「と、とりあえず座れば……」

　俺がそう言うとザッザッと軍隊のような一分の乱れもない動きで全員が着席する。

　当然誰一人として食事に手をつけているものはいない。

「王様、これこそがチャリオットの正しい姿ですね！」

　サイモンが尻尾しつぽを振りながら感動していた。

　俺は食堂の一番奥、一人用の席に座らされる。

　まぁ用意されている食事は皆のと同じなんですがね。

　俺が驚いていると、同じようにブラとパンツだけで寝癖ボサボサでアホそうな顔した奴が入ってきた。

「なにこれ!?」

　俺もそう思った。

　オリオンは逃げ出してきた犬みたいに俺の下に走ってくる。

「あいつらおかしいんじゃないのか、たかが朝飯に軍隊みたいになってる」

　俺もそう思う。

　オリオンは自分の分の皿と椅い子すを持ってきて、無理やり俺と同じ机で食事をとろうとする。

　それを見たソフィーが、あっ、そんなことしていいんだと同じように皿と椅子を持って来た。

　二人とも堅苦しい雰囲気に耐えられなかったようだ。

　遅れてディーが食堂に入ってくると、俺の隣に立つ。てかディーさん痴ち女じよ山賊姿のままなんだけど、気に入ってるの？　見せたいの？

「全員、王への感謝！」

「本日も我らがありますは王のおかげ、この日生きられることを王に感謝いたします」

　なんて全員が手を組んで言い始めたので、さすがの俺も口をはさむ。

「いいからそんな感謝とか！　普通に食ってくれ」

　感謝するなら近くの農家とサイモンに感謝してくれ。

「しかし王よ、朝礼とは規律を正し、兵全員の意思を統一する行為ですので」

「いいから、そういう宗で始まって教で終わりそうなこと！　とりあえず感謝禁止！　普通に食え！　どうせお前ら黙々と食うつもりだろうけど、食事中は私語オッケー好きにしろ。最初の挨あい拶さつもなしでいい！」

　俺は喚わめくように早口で言ったがディーは納得していない様子だった。

　なんとか感謝はやめさせることに成功し、私語はボリュームを落としてならオッケーで纏まとまった。

　だが最初の挨拶だけは撤てつ回かいできなかった。

「うごごごご、まさか朝から王みたいなことするハメになるとは」

「いや、咲さき、王だから」

「そうですよ、主は言っております。上下関係ははっきりさせよと」

　体育会系な神だなオイ。

　まぁそのうち慣れてきたらマシになるだろ。




　朝食後、ディーが俺に近づいてくる。

「王よ、本日はいかがなさいましょう？」

「可愛かわいい女の子何人かみつくろって、一緒に寝る」

「かしこまりました」

　ディーは真ま面じ目めに頷うなずいて人選を行おうとしている。

「ちょ、ごめん待って待って、噓うそ噓冗談！」

「噓ですか、あまりそういったお戯たわむれは困ります」

「すみません、以後気をつけてふざけます」

　もしかしてディーってクソ真面目秘書タイプか。

　今までオリオンやサイモン、ソフィーのぬるぬるチャリオットでやってきたというのにディーが全すべてを取り仕切るギスギスチャリオットになろうとしている気がする。

「いかがなさいましょうか」

「えっと、とりあえずサイモン達と一緒に城の補修工事頼むよ。人員が足りないって言ってたし。何人かは夕食の調達に向かわせて。やり方は同じくサイモンに聞いて」

「かしこまりました」

　そう言うとディーは凄すごい勢いで班分けと役割分担、午前中のノルマを設定し、テキパキと指示を行っていく。

　少女戦士達もディーの手となり足となり、きびきびとした動きで城の補修や食材調達を行っていく。

「うわぁ、すげぇなコレ」

「咲、あたしこの空気苦手かも」

「わたしもです。うっ、真面目さに酔ってきました」

　真面目さに酔うってどういう状況だ。

　ぬるぬるちゃんのオリオンとソフィーは真面目菌にやられたのかへろへろになっていた。

「王よ、お話が」

「俺からもある」

「では、お先にどうぞ」

　俺は堅苦しく畏かしこまるディーの目をしっかり見る。

「とりあえずその言葉遣いやめてくれ。もっとこうフランクにオリオンやソフィーみたいな感じで。肩組んで冷えたレモネード飲みに行こうぜって感じ──」

「ダメです」

　即答された。

「王の命とはいえ聞けません。私がそのような砕くだけた喋しやべり方かたでは他に示しがつきませんので」

「それだ。お前が固いと全員が固くなる。バラン王のところではそんな感じだったのかもしれないが、ウチにはウチの空気がある。郷に入っては郷に従えというやつだ」

　いくら社長がタメ口オッケーと言ってても、部長がバリバリの敬語で喋ってたら下が敬語以外使うわけないのだ。

「そうですか……では」

　ディーは深く考え、納得はしてないが理解はしたという表情で。

「善ぜん処しよいたします」

「違う」

「善処……しま、しま……」

　ディーはわなわなと唇を震わせ冷や汗を額ひたいに滲にじませる。

　そんなにタメ口使うの嫌!?　令れい呪じゆ的なもので縛しばられてんのか？

「う、うん、いいや好きにして……」

「了解しま……。わかった」

　ディーの喋り方はもう諦あきらめた。あいつは上と認めた人間には敬語以外話せなくなる呪のろいがかかってる。

　今度は彼女からの話を聞く。

「食料と資金が一週間以内に尽きようとしています。何か手を打つ必要があります」

「知ってる」

　いきなり三○人以上増えたら、そりゃすぐ底をつくだろう。

「むしろ一週間ももつのか？」

「いえ、食料自体は三日ももちません。王の食事だけを確保し、他の人員は塩と砂糖水のみを配給します」

　カブトムシかお前らは。

　俺は昆虫チャリオットにならないよう緊急食糧会議を開く。

　オリオンとソフィー、ディーの三人を呼んで王室へと向かう。

　その途中、歩くたびにゆさっゆさっと揺れるディーの胸に目が行く。

「さっき聞きそびれたんだけどさ、ディーはなんでその格好なの？」

　山賊をやめたというのに彼女の格好は全身髑髏どくろまみれで、大おお斧おのを背中に背負ったバーバリアンスタイルなのだが、気に入っているのだろうか？

「私が新たなチャリオットに編入されたと気づかれたらドロテアの追手がくるかもしれません。しばらくはこの格好でいこうと思っています。それと私を兵として使用するときの注意としまして、神しん鎧がいヴァルハラと光剣ブリュンヒルデはあまりにも目立つ装備なので、緊急時以外は使用しないつもりですがよろしいですか？」

「わかった」

　ドロテアの名前を聞いて乾のことが心配になった。

　あいつが契約したディー、全員偽物だったんだけど大丈夫だろうか？

「あのさ、ラインハルト城でディーのスカウト合戦があったんだよ」

「聞いております、確か三人いたと」

「そう、あれがディーの元仲間なのかなって。一人は人間か疑わしいくらいの大男、武器は斧。もう一人はゴロツキみたいな髪かみを逆立てた兄ちゃん、武器は多分ナイフかな。最後は女で金髪ツインテールにルージュを引いてた」

　俺が身振り手振りで説明すると、ディーは顎あごに手を当てて考えこむ。

「知りませんね。私の部下ではありません」

「マジか」

「はい、部下にそんな大男はいませんでしたし、ナイフ使いも。バラン王は身だしなみには厳しかったので、髪を逆立てたり、ルージュを使用する部下は一人もいません」

　そうなってくるとますますきな臭くさくなってくるんだよな。せめてディーの部下なら変な人間じゃないと思ったんだが。

　よくよく考えると、規律正しい彼女の部下がディーの名を騙かたって仕官しになんか来ないなと気づいた。

「何か気になる点でも？」

「いや、まぁその偽物のディーを全員スカウトしたのが俺の知り合いでな……」

　ディーと話していると、ベッドに座っているオリオン達が早くしろとわめき始めたので会議を始めることにする。




「さて金を稼がなくてはならんのだが、なんかアイデアだせ」

「丸投げかよダメ王」

「主は言っております、テメーが考えろと」

　神、言葉きつすぎでは？

　ポンコツ二人を放ほうっておいてディーが口を開く。

「ラインハルト城や、他の王に融資を願うというのは？」

「ウチくらい小さくて実績もないとどこも相手にしてくんないのよね。逆にこの規模でＳＳＲが二人もいるってのは異常」

「では手分けしてギルド依頼というのが一番報酬的には大きいですね」

「でもギルド依頼ってうまいこと条件に合うのがなかなかないんだよな。ディーも戦ってわかったと思うが、ソフィーは戦闘経験がほとんどないし、現場指揮官のディーは簡単に動ける立場じゃない。そうなってくるとオリオンぐらいしか身動きとれないんだよ」

　最近ＳＳＲの戦士より、ＨハイＲレアやＳエスＲレアの戦士が多い方が有利なのでは？　と思ってきたのだった。

　典型的な強力すぎる駒こまを持て余す状態になっている。

　ソフィーが「はい」と手をあげる。

「この城は敷地が広いので、農民や商人を誘致なさって税をとってはどうでしょうか？　わたしのお父様は土地転がしてるだけで儲もうけもんだわ、とおっしゃってました」

　彼女の提案はもっとも王らしい金策方法だろう。領地の大きな王のほとんどが行っている政策で、楽で継続的に稼げる方法だ。

「しかし、ここには商業的にも農業的にもメリットになるところがなく、それも難しいですね」

　ディーが冷静にこの土地を分析する。

　彼女の言う通り裏山は広いがモンスターが住み着いているし、どの町や城からも遠く商業拠点になる場所でもない。

「裏山にもうちょっと資源があればなぁ……」

「一度その裏山というのを見せてもらってもいいでしょうか？」

「いいぞ、何にもないがな」

　そういやディーはまだ見てないなと思い、俺達は全員で裏山に登ることにした。
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　裏山は二つの山が連なっており、遠くから見るとラクダのコブのように見えるので二コブ山やラクダ山なんて呼ばれたりしていた。

　山と山の間に池があり、サイモン達はいつもそこで魚をとってきてくれる。

　緑が生おい茂しげるというよりは枯れ木の方が目立ち、石が多くて歩きにくい。お世辞にも良い土地と言えるものではなかった。

　俺達は落ち葉をジャリジャリと踏みしめながら山奥へと入っていく。

「あまり動物がいないのが気になりますね」

「木の実とかエサになるものが少ないからな」

「ここに動物がいっぱいいたら肉食べられるのにねー」

　全くだ、ここ最近肉とはとんとご無ぶ沙さ汰ただ。

　以前城内に入って来た兎うさぎを食べようとしたら、オリオンとソフィーが泣き喚くくらい嫌がったのでそれもできない。兎、可愛いもんな。

「この地面から煙が上がっているのは？」

　ディーが地面を指さすと、そこから白い煙がもわもわと上がっていた。

「水蒸気。この辺、なんでかはわからないんだけど、地面が熱くなってるところがあるんだ。その熱くなった地面に雨水とかがしみ込むと蒸発して煙が上がる」

「地面が熱く……」

「たまに凄く熱い石とかあって、それに気づかず座ったらあたしお尻火傷やけどした」

「あるある、俺もあった」

　俺とオリオンが裏山あるあるを話しながらしばらく歩き続けると、一つ目の山を抜け、魚釣りをしている池にたどり着いた。

　そこそこ水は綺麗なのだが、住んでいる魚が……。

「見て魚捕まえた！」

「ひぃっ！」

　目玉が飛び出し、口から舌が飛び出たグロい魚をオリオンが素手づかみし、ソフィーを引かせていた。

「この池も何かに利用するのは難しいですね」

　ディーが腕組みして深く考える。俺もそう思う。

　自分で食う分にはいいが、この魚を売ってお金にするのは無理だろう。

　俺達は残念な池を抜け、二つ目の山に入る。

「わたしも、こちらの山には初めて入ります」

「そうかソフィーも初か、じゃあ気をつけろ」

　そう言うと小首を傾かしげるソフィー。オリオンがこの前折れた鉄の剣の代わりに持ってきた、刃が欠けた剣を引き抜く。

　オリオンの視線の先には、体から黒い煙を放つ三匹の狼おおかみの姿があった。

「あれは？」

「元は野生動物だったが、なんでか知らんがこの山に入るとあんな感じで凶暴化する上に、強化されるんだよ」

　目の前の狼はグルグルと唸うなりながら、まるで包囲するように距離をとって近づいてくる。

　そして瞬きした瞬間勢いよく駆けてきた。

「オラァっ！」

　オリオンは持ち前の動体視力の良さで、飛びかかってきた狼の口に剣を突き入れ串くし刺ざしにする。

　ディーは俺の前に立ち、射程に入った狼をヒールブーツの回し蹴げり一発で仕留めた。

「こ、来ないで下さい！」

　泣きそうな声が聞こえて振り返ると、狼がソフィーのシスター帽に嚙かみつき髪の毛ごと引っ張っていた。

「痛い痛いです！」

　俺はオリオンに助けてあげなさいと目で合図する。

　オリオンはへいへいと剣を構えて近づくが、ソフィーの声が泣き声に近くなると彼女の背後にうっすらと羽の生えた鎧兵が浮かぶ。

「あっ、やばい」

　と呟つぶやいた瞬間、鎧兵は巨大な拳こぶしを振り下ろし狼を叩たたき潰つぶしたのだった。

「うぅ……うぅ……狼怖いです。主は言っています、獣ケダモノめと」

　拳の形にぺちゃんこになった狼を見て、誰もがお前の方が怖いと思っただろう。

　山を登る途中何度もモンスターや凶暴化した野生動物に襲われたが、なんとか頂上まで登ることができた。

「まぁ、こんな感じの何もないくせにモンスターだけはいる山だ。二つ目の山に関しては立ち入るのも危険だから、資源的な意味で期待はできないと思う」

　俺はそう言うが、ディーは何かに気づいたのか周囲を歩き始める。

「王よ、この辺りに洞どう窟くつはないですか？」

「洞窟？　あったかな」

　オリオンに聞いてみると、彼女は頷いた。

「あるよ、でもモンスター多くて近づくの辛つらい」

「行きましょう、気になることがあります。私の予想が正しければ……」

　ディーには何か思うことがあるのだろう。俺達はオリオンと一緒に少しだけ山を下りると、巨大な木の根っこに絡まれた洞窟らしきものを発見する。

「お前よくこんなとこ見つけたな」

「モンスターがどこからわいてくるのか気になって、多いところを探してたら見つけた」

　周囲にいたモンスター達はオリオンとディーが片付け、ソフィーは俺の背中に隠れながらついてきた。

　中に入ると当然ながら内部は暗い。

　ディーは転がっていた木の棒に布を巻き付けると魔法で火をつける。

　俺も持っていたランタンに火をつけた。

　ぼんやりと淡い光に照らしだされ、洞窟内の苔こけにまみれた岩壁が浮かび上がる。

「ディーって魔法使えるのか？」

「神鎧を顕現させていないときは大したものは使えませんが、この程度は初歩にも入りません」

　そういや魔力値高かったもんなと思いつつ、もう一人の魔力値の高いＳＳＲを見やる。

「ソフィーはなんか魔法使えんのか？」

「わたしそういった呪じゆ術じゆつの類たぐいは使いません！　神の教えに反します！」

　黒魔術反対！　と聖魔術すらおぼつかない高レアのヒーラーが言う。

　さいでっかと思いながら、俺のズボンをつかんで離そうとしないソフィーを連れて中へと入る。

　洞窟の奥へと入っていくと、天井に何か赤い点々が見える。なんだあれ？　と思いランタンを掲げると、それが大量のコウモリだと気づいた。

　コウモリは何照らしてんじゃワレ！　と言いたげにギャーギャーと怖い鳴き声を上げながら俺達の頭上を舞う。

　一瞬驚いたが、ソフィーが俺のズボンを一気にずり下ろしながらしゃがみガードしているのを見て冷静になった。

「コウモリこわひ……」

「あのソフィーさん、恐こわがるのは良いんですけど俺のズボンずり下げるのやめてもらっていいですか？」

「コウモリこわひ」

　聞いてねぇな。ズボンを引っ張り上げようとしてるんだが、コイツ手離さねぇ。

「大丈夫だって、もうどっか飛んでいったから」

「ほんとですか？」

「ああ、大丈夫だ」

　ソフィーが恐る恐る顔を上げると、丁度俺のパンツとこんにちはした。
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「いやぁ変態っ！」

「お前がずり下げたんだろうが！」

　理不尽な汚名を着せられながらズボンを上げて更に奥へと進んで行く。

　そこらじゅうに木の根っこが張り巡らされており、注意していないとすぐにつんのめってこけそうだ。

　不気味な洞窟の中、凶暴化したゴブリンや狼達を倒しながら進むと、最さい奥おうと思われる場所で扉を発見した。

「扉？　なんでこんなとこに？」

　その扉は石なのか鉄なのか材質がはっきりしない鉱石で出来ている。

　オリオンが試しに押したり引いたりしてみるがビクともしない。

　ディーはペタペタと扉を触り、扉に彫られている溝みぞや、中心にある水晶玉のような小さな球体を調べる。

「旧ガリア文明の遺跡に似ていますね……」

「なにそれ？」

　俺が首を傾げるとディーは説明を入れてくれる。

「旧時代の文明で、今より遙はるか昔でありながら優すぐれた技術を持った人間達が作り上げた建造物のことです。浮遊大陸ガリアというのはご存知ですか？」

「聞いたことはある。この世界のどこかには空を飛ぶ国があるって」

「ええ、ガリアはこの地上にある文明とは比べ物にならないくらい技術が発達していると言われています。ガリアに住まう人々は今でこそ雲の上、浮遊大陸で暮らしていますが昔はこの地上で暮らしていたそうです。その旧時代のガリア人が地上に残した建築物を旧ガリア文明遺跡と呼んでいます」

「ガリア人のご先祖様が作った、謎なぞの建物ってことか」

「そういうことです。たまに戦士達の中でガリアの武器や鎧を身に着けているものがいませんか？　我々の使う鎧などとは全く異なるデザインをしたものです」

　俺はふと考えて、そんな変な鎧着てる人いたか？　と思ったが。

「「あっ、エーリカ」」

　俺とオリオンは同時に閃ひらめいた。

　確かにエーリカさんはこの扉を鎧にしたようなのを着てた。鎧の溝が青く発光してて、何あれ、可能性の獣？　とか言ってた。

「その人達ならガリア文明の知識を受け継いでいるので、この扉のこともわかるかもしれませんが」

　そっか、エーリカさん旧時代の文明に関係ある人だったのか。

「しかし中が気になるところだな。どっかから入れないのか？」

　俺が何の気なしに中央にはめられている球体に触れると、突如球体が青く発光しだした。球体から伸びた光は、扉に刻まれた溝を走っていく。さながら球体が心臓で、光る溝が血管のようにも思える。

「お、おぉ、なんじゃこりゃ」

　全ての溝に光がいきわたると、球体の上に何やら雷のようなギザギザの紋章が浮かびあがり、扉は左右に開いた。

「開いた……な」

「開きました……ね」

「咲すげーな」

　一瞬茫ぼう然ぜんとしてしまったが、オリオンが気にせず中へとズカズカ入っていくので俺達も後ろに続く。
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「なんだこりゃ、すげぇ」

　部屋の中に入ると松明たいまつやランタンが必要ないくらい、辺りは無数の光で満ちあふれていた。

　まるで満天の星のように、青い光が輝きを放っている。

　壁に埋められている神秘的な光に近づくと、それ一つ一つが魔力を帯びた結晶石クリスタルだということがわかった。

「高純度の結晶石ですね……」

「なにそれ？」

「純度の高い魔力エーテルが、長い年月をかけて蓄積され石化したものです。非常に貴重なもので、私も初めて見ます」

　壁だけでなく地面にまで埋まり、一体いくつの結晶石が埋まっているのか数えることもバカらしくなる量だった。

　思わず息を呑のんでしまう光景に、俺達はしばらく身動きがとれなかった。

「ねぇ、くりすたるって売ったら高いの？」

　オリオンが地面から伸びている結晶石の塊かたまりを突っつく。

「それはもう高値がつくでしょう。結晶石とは別に魔法石という魔力を内包した石があるのですが、そちらは石の魔力を使い果たすとただの石に戻ります。しかし結晶石は中にある魔力を使い果たしてもしばらくすると魔力が回復するんです」

「ほぅそりゃ凄い。電池と充電池くらい違うってことか」

「恐らく山の獣けものやモンスター達が凶暴化してるのは、この結晶石が原因と見て間違いないでしょう。結晶石内の強い魔力にあてられて強化、凶暴化している可能性が高いです」

「なるほどな」

　ふむふむと頷きながら、既に俺とオリオンは結晶石の塊を引っこ抜き始めていたのだった。

「ソフィーもディーも結晶石引っこ抜いて！」

「今夜はごちそうが食えそうだね、咲！」

「ま、待って下さい！　あまり迂う闊かつに触ってはトラップが発動するかもしれません！」

「この辺に生えてるのなら大丈夫だろ。関係なさそうだし」

　せっせこタケノコみたいな結晶石を掘りだしていると、ソフィーが何かに吸い寄せられるように奥の方へと入っていく。

「これ、なんでしょう？」

　ソフィーが指さした先には巨大なカプセルケースに入った、八つの結晶石があった。

　他の結晶石と違い、紋章のようなものが刻まれており、明らかに異彩を放っている。

「ここは何かの研究施設だったのかもな」

　全員が結晶石掘りをやめて一緒にケースに入った石を眺ながめる。

「研究施設？」

「そう、わかんないものを頑がん張ばって解明しようとする施設って言えばいいかな。昔のガリア人がこの石を解明しようとしたのか、もしくは研究の結果この石が出来上がったかはわからないけど」

　黒、赤、青、緑、金、黄、白、透明とカラフルな色の石は一体何年の時をこのままになっていたのかはわからないが、今も光を失わず輝き続けているのだった。

「この石に刻まれているのは七元素の紋章かもしれませんね」

「闇やみ、火、水、風、金、土、光でしたっけ？」

　ディーの呟きにソフィーが答える。

「じゃあ一個多くない？」

　ケースには八つの石が置かれており、色合い的にはこの透明の石が余計だ。

　これだけ紋章が刻まれておらず、しかもこの透明の石だけ異様に大きい。これ一つで他の七つ分の石以上の大きさがある。

「恐らくこの透明な石を切り出して、この七元素のクリスタルを作ったといったところでしょうか？」

「あぁ、なるほど原石的な。まぁとりあえず……全部持って帰るか」

　俺が指ゆびさすとオリオンががってんとケースをこじ開けはじめる。

「待ってください！　これは確実に警戒装置があるはずです！」

　ディーが叫ぶが、それより先に紋章付きの結晶石が入ったケースが勝手に開く。

「あれ？　勝手に開いたよ」

「ほんとだな。古いし壊れてんじゃないか？」

　俺が結晶石を取り出そうとして手を伸ばすと、突とつ如じよカラフルな石が中空に浮かび上がった。

「な、なんだこりゃ！」

「い、石が飛んでる！」

　八つの結晶石は俺達の頭上をグルグルと円形に回り、それと同時に俺はポケットから熱を感じた。中に入っていたスマホを取り出すと、驚くことに画面が輝いているのだ。

　結晶石は俺のスマホ目掛けて降って来ると、その全てが画面の中に吸いこまれていく。

「…………」

　光がおさまって、オリオン達は呆あつ気けに取られていた。俺も何が起きたんだと驚きながらスマホを確認すると【属性結晶石エレメントクリスタル、闇、火、水、風、金、土、光を入手。無色の高純度属性原石エレメントクラスターを入手】と表記されている。

「なんか、吸い込まれたな……」

「とりあえず全部手に入ったってことでいいの？」

「そうだな、入手って書いてるからな。どうやって取り出すかはわかんねぇけど」

　不思議な光景に全員が首を傾げていると、突如床や天井に埋まっている結晶石が赤色に変わり点滅しだした。それと同時に警報音のような不安を煽あおる音が鳴り響く。

「警戒装置が動き出しました！」

「ですよね！」

「やばそう、咲、逃げるよ！」

　俺はオリオンに続いて逃げようとするが、突然壁の一角がスライドし、巨大な人型ゴーレムが姿を現す。

「まずい、見たことないタイプだ」

　ゴーレムは通常の石や土で出来たものと違い金属的な装甲をしており、頭部に目玉のような赤い結晶石が輝いている。

　巨大な両腕はハンマーのようで、重そうな腕を床につきながらこちらに向かって歩いてくる。

　あんなプレス機みたいな腕に踏みつぶされたらひとたまりもないだろう。

「なんじゃありゃ、ゴリラみたいな歩き方しやがって」

　俺達はゴーレムに追いつかれないよう全速力で入り口へと走る。しかし扉は俺達が近づくと、退路を断たつように固く閉ざされてしまった。

「くそ、お約束かよ」

　扉は開こうとしてもびくともしない。

　逃がしてたまるかと言わんばかりにゴーレムはガッシャガッシャと金属音を鳴らしながら近づいてくる。

「しゃーねー、全員やるぞ！」

「おっけー」

「仕方ありません」

「ほ、ほんとにやるんですか!?」

　ゴーレムが巨大なハンマー状の腕をオリオンに向かって叩きつけると、地面の結晶石が砕くだけ散ちり、辺りに石の破片が散らばる。

「うわぁ勿もつ体たいないことしやがって！　オリオン！」

　俺が叫ぶと既にオリオンは地面に突き刺さったゴーレムの腕を駆け上がっており、頭部の赤い結晶石を剣でぶん殴っている。

　だが彼女の持つ粗末な剣はいとも簡単に折れてしまった。

　即座に離脱して戻ってくるオリオン。

「咲、剣折れた」

「剣で石ぶん殴ったらそりゃ折れるだろ」

「新しいの買って」

「生きて帰ったらな」

　ゴーレムの頭部が煌きらめいたと思った瞬間光線が走り、地面から天井までを直線状に焼く。

「マジかよ、ビームまで使えんのかあいつ」

「ビームって何よ！」

「当たるとめっちゃ痛い攻撃だ！」

　俺のバカっぽい解説に、オリオンはそりゃ難儀だと顔をしかめる。

「だけどなウチにはＳＳＲが二人もいるんだよ！　そんじょそこいらのゴーレムなんかに負けるわけがないんだよ！」

　そう思い後ろをチラ見すると、ソフィーは震えながらしゃがみガード態勢をとっていた。

　ダメだコイツと思いながら、本命であるディーを見る。

「ディー、なんとかしてくれ！　ここなら誰かに見られる心配はない！　あの鎧でピカッとやってボカンと片付けてくれ！」

　俺が叫ぶと、なぜかディーは汗だくだった。

「ん、ディー？」

「す、すまない王よ……。光剣ブリュンヒルデを城に置いてきた……私のスキルはあれがないと使えない」

「マジかよ、お前もこっち側かよ！」

　こっち側と言われて、オリオンとソフィーが能天気な顔で？マークを浮かべている。

「そ、その汚名は返上しなくてはならない」

　ポンコツ姉妹に追加されるのは許せなかったのか、ディーは大斧を構える。

　でもディーってあんまり斧に慣れてなかったんじゃ。

「ソフィー、お前も下段ガードばっかりしてないで、なんか援護技頼む！」

　俺が頼むとソフィーは胸に下げた十字架を両手で包む。

　そして体から淡い光が漏もれる。

「セイントガード！」

　ソフィーが叫ぶと彼女の目の前に輝く盾が現れ、すぐに消える。

「おぉ、それはなんだ！」

「わたしの防御力が上がります！」

「お前のじゃ意味ない！　他の人上げて！」

「他の人のはちょっとまだ覚えてないので」

「お前ほんと使えないな！」

　ドッカンドッカンと床を両腕で砕きながら迫ってくるゴーレム。

　俺達は全力疾走で壁伝いに逃げ惑う。

　ゴーレムの大振りが頭の上をかすめると、壁が大きく抉えぐれ、中の結晶石がバラバラとこぼれ落ちる。

　めっちゃ拾いたいけど拾ってたら死ぬ。命と金じゃ、どう考えても天てん秤びんは命に傾かたむく！

　止まれば即死とわかっている中で、後ろを走っていたソフィーが石につまずき「あっ」と声を上げて転倒する。

「ソフィー！」

　考えるより先に体が動き、俺はソフィーの元に走った。

　真後ろからまるで重戦車のようなゴーレムが、轟ごう音おんを轟とどろかせながら迫って来る。

　すぐさま彼女の体を抱きかかえ急いで逃げる。

　だが間近まで迫っていたゴーレムが巨大な岩盤を砕き、その破片が俺の背中に突き刺さった。

　背骨が歪ゆがむような強い衝撃を殺すことが出来ず、ソフィーに覆いかぶさるように前のめりに転倒する。

「だいじょうぶですか……王様……」

　俺の腕の下にいる少女は怯おびえきって半泣きになっていた。

「大丈夫だ。少し背中に石が当たっただけだ」

　俺は自身の背中から何か熱いものが伝っていることに気づいていたが、めいっぱい強がって見せた。

　ふと光が差して、そちらを見やるとゴーレムが岩盤を砕いた拍ひよう子しに扉があった場所の床が歪み、人一人ならなんとか逃げられる程度に穴が開いているのが見えた。

「ソフィー、あそこから逃げろ！」

　俺が叫ぶと、ふるふると腕の下で首を振るソフィー。

「いいから行け！　オリオン！　ディー！」

　二人の名を叫ぶと、オリオンとディーはゴーレムの進行を阻止する為にバックラーと大斧で殴りかかる。

「大丈夫だソフィー、お前ならやれる。あそこからなら逃げられる。振り返るなすぐに行け、ダッシュだ」

　俺は泣きだすソフィーをあやすように優しく言う。だが俺の背中から伝って来た血に気づくとボロボロと涙を零こぼした。

「王様、やっぱり怪け我がを……」

「かすり傷だ。オリオン、ディー！　お前らも離脱しろ！　こいつ壁やら天井やらぶっ壊しすぎて崩れそうだ！」

　洞窟は嫌な振動を起こしており、天井からぱらぱらと石や砂が降ってきていた。

「安心しろ、お前はやればできる子だ。だから、行け」

　俺がそう言うと、ソフィーは腕の下から抜け出して走り出す。

　よし、それでいい。

　俺は立ち上がろうとして、背中の痛みに耐えられず膝ひざをついた。

「王よ！」

「咲！」

　二人が叫んだ瞬間目の前にゴーレムが立ち、巨大なハンマーのような腕を振り下ろそうとしていた。

　後一秒足らずで頭上の巨大な金属塊が降って来るのかと理解すると「あっ、これ何やってもダメなやつだ」と悟る。

「すまん」

　死んだわと他ひ人と事ごとのような言葉が口からもれた。

　しかし直撃の瞬間甲高い金属音が鳴り響き、俺の頭にハンマーは降って来なかった。

　何事かと思うと、そこにはゴーレムの巨大な腕を受け止めている、ハルバートを握りしめた少女の姿があったのだ。

「王様はわたしがお守りします！」

　彼女はヘヴンズソードも召喚しておらず、ただの肉弾戦でゴーレムとやりあっている。

　その光景に俺は驚きを隠せなかった。

「ソフィー……」

「王様、わたしはやればできる子ですよね！」

「……あぁ勿もち論ろんだ、お前はやらないだけでやればできる子だ」

　俺がそう言うとソフィーは嬉うれしそうに頷き、神の鎧兵であるヘヴンズソードを背後に召喚する。

　いつもの薄うつすら透すけている霊体ではなく、今回ははっきりとした実体がある。

「ヘヴンズソ──ド!!」

　ソフィーの叫びと共にヘヴンズソードは完全に実体化を果たし、ゴーレムの腕をパワーで押し返す。

「主は言っております、その汚い手をどけろと」

　ヘヴンズソードは巨大な剣を実体化させると、ゴーレムの右腕を切り裂き弾はじき飛とばした。

「す、すげぇ」

　だがゴーレムの切り裂かれた右肩の部分から、大量のコードが伸び、落ちた右腕を繋つなぎ合わせていく。

「再生したぞこいつ！」

「核を潰さないとダメです！　いくらでも再生する！」

「わたしが引き受けます、皆さんは核を探してください！」

　ソフィーは今までにない勇いさましい声で、ゴーレムとヘヴンズソードをぶつかり合わせる。

　ゴーレムの腕がヘヴンズソードの顔面を砕くと、反撃に腕を引きちぎる。

　圧倒的パワー対パワー。一歩も引かない殴り合い。

「核ってどこだ!?」

「体内に内蔵されていたら見つけようがありません！」

　オリオンとディーは焦るが、俺は何をそんなに慌てることがあるのかと、

「いや、核ってあれだろ。どう見ても」

　頭部についた深紅の結晶石を指さすと二人は一瞬だけ固まった。

　そう、最初にオリオンが剣でぶん殴った石だ。それのせいかはわからないが、攻撃が一気に激しくなった。

「あれどうやって砕くの!?　並の武器じゃ折れて終わりだよ！」

　ソフィーに砕いてもらうのが一番いいのだが、今、力比べの真っ最中なので、すみませんその調子で核もぶっ壊してもらっていいですか？　とは言えない。

「オリオン、これ使え！」

　俺が放り投げたのはさっき掘り起こした結晶石の塊に、折れた剣の柄つかを突き刺して作った、即席結晶剣だった。

　それを見てオリオンがニヤリと笑う。

「だから咲って好き」

「待て、私がやろう。暴れ回ってるゴーレムにそれを突き刺すのは危険だ」

「それはディーも一緒でしょ」

「私なら脚力を強化して一気に奴の頭まで飛び上がれる」

「あたしだって出来る」

　噓だ、オリオンはそんな自己強化の魔法はおろか簡単な火をおこす魔法だって使えない。

　だが彼女コイツがやれると言ったらやれるのだ。

「咲、あたしならできるよね？」

「あぁやれる、ひとっ飛びだ」

「無茶だ！」

　ディーは叫ぶが既にオリオンは四よつん這ばいになり、雌め豹ひようのポーズである。

　あの体勢は俺の号令を待っているのだ。

　タイミングを見計らえ。しくじるとヘヴンズソードとゴーレムに潰される。

　俺はゴーレムの巨体が一瞬ぐらついたその瞬間叫んだ。

「飛べぇ！　オリオン!!」

　俺が叫ぶと、オリオンはめいっぱい自分の太ももからつま先までに全エネルギーを集中させ、跳躍する。

　そのジャンプ力はゆうに六メートルを超える。

　魔法の補助なしでは不可能な高さをオリオンは跳んだのだった。

　そしてヘヴンズソードと取っ組み合いになっているゴーレムの頭めがけて強襲する。

　ゴーレムは飛びかかって来るオリオンに気づき、レーザーで迎撃しようとするがヘヴンズソードがそれを許さない。

「どこを見ているんですか？　よそ見してたら殺しますよ」

　もしゴーレムに聴覚器官があればぎょっとしていたことだろう。

　ソフィーの顔は、なめんなよ木で偶くの坊ぼうと言いたげに笑みを作っていた。

　ゴーレムは頭を無理やり押さえつけられ、オリオンの方を向くことができない。やぶれかぶれでヘヴンズソードにレーザーを放ってみるが、その程度では神の鎧兵の装甲は貫けはしなかった。

「だぁりゃあああああああああああっ!!」

　オリオンは結晶石の剣でゴーレムの頭部にはまった核を刺し貫いた。

　頭部の石が粉々に砕けると、それと同時に電池の切れた玩具おもちやみたいに動きが止まったのだった。

「……勝った……か？」

　いきなり動きだすんじゃないだろうなと全員ヒヤヒヤしていたが、どうやら完全に決着したらしい。

　俺はよろよろと立ち上がりゴーレムに近づく。

「一体何百年前からここを守ってたんだか」

「咲、こいつ背中になんかある」

　オリオンが壊れた背中を剣でガンガンと殴ると、金属装甲がはがれ、中から青く輝くクリスタルが出てきた。

「結晶石か？　にしてはやたら色が澄すんでるな」

　クリスタルは六角形にカットされており、透かしてみると向こう側が見えるほどだった。

「恐らくゴーレムの心臓部のようなものでしょう」

「あぁエンジン的な。頭部の結晶は脳で、背中のは心臓ってことか。まぁいいや貰えるもんは貰っとけ」

「おっけー」

　オリオンはベキベキと音をたて、雑にクリスタルを引き抜く。

「こっちもご苦労さん」

　ソフィーの肩を叩くと、力が抜けたのかぺたんと座り込んでしまう。

　それと同時にヘヴンズソードの姿も消えた。

「つ、疲れました」

「お疲れ、さすがＳＳＲ。素晴らしい働きだった」

「お怪我は大丈夫ですか？」

「なんとか、痛いけど」

　皆が安あん堵どしているとミシミシと音が響き、洞窟が大きく揺れ始めた。

　あっやばい、この洞窟崩れかかってたんだった。

「逃げるぞ！」

「でも結晶石が！」

「ゴーレムの心臓とれたんだろ、なら後はよし。命あっての物種だ」

　ソフィーを立ち上がらせようとしたが、彼女はなかなか立ち上がらなかった。

「どうした、崩れるぞ」

「あの、足を怪我してしまい」

「マジか」

「おぶるか抱えるかしていただけると助かるのですが……」

　なんとか背負ってやりたいところだが、俺も背中をやられてそういうわけにもいかない。

　しょうがない、ディーかオリオンに頼もう。

「ディー、すまないが……」

　声をかけようとした瞬間、ソフィーのハルバートが俺の背中に触れる。すると背中の痛みは消し飛んでいった。

「あれ、痛くない」

「回復をかけましたので」

「そ、そう？」

　なのでおぶってくれと目で訴えるソフィー。

　いや回復使えるなら自分の足治した方が早いのでは？

　と思いつつも腑ふに落ちん感じでソフィーをおんぶした。

　あっ、でも背中に当たる柔らかなあれが良い感じだ。ビキニアーマー最高。

　オリオンがソフィーのハルバートを持たされてプンスカ怒っている。俺と同じく回復使えるなら自分で回復しろよと目で訴えていた。

　しかし、当人はそんな視線などどこ吹く風で、俺の背中にぺったりとはりつき全体重を預けている。

　俺達が遺跡を飛び出してすぐに洞窟は崩れ、入り口は塞ふさがってしまった。

「あーあ、せっかくお金儲けできると思ったのに」

「ここを掘り返せば少しずつですが結晶石を取り出すことが出来ますが……」

　それはなかなかに根気と時間が必要になりそうだとため息をつく。

　凄そうな結晶石とゴーレムの心臓が手に入ったし十分すぎるだろうと思ってバッグを開けると、巨大な結晶石の塊が一つゴロリと転がって来た。

「おっ？」

「あぁそれは私が転がっていたのを拾って、王のバッグに入れておきました」

　ディーがしれっと言う。

「さすがディーだぜ愛してる！」

　俺はソフィーを放り出してディーに抱き付いた。

「ひ、酷ひどいです！　一番活躍したのはわたしですよ！」

「そうだぞ！　あたしがいなきゃゴーレム倒せなかっただろうが！」

　ピーピーとわめく小こ童わつぱどもめ。余はよりできる子に甘いのじゃ。

「お、王よ気持ちは嬉しいですが、そ、そういうことをされると困ります……どうしていいかわからない」

　俺達はドロドロになりながらも上機嫌で城へと戻って行った。

　これでしばらくはお金に困ることもあるまいて。




「あっ、王様お帰りなさいませ！」

　サイモンが元気よく温泉の中で挨拶する。

　温泉？

「今日裏山で石材を掘っていたら温泉が噴き出しました！　お城の方にもお湯を引いておいたので、お城でも温泉に入れますよ！」

　うん、声がでかい。

「なんで水蒸気や熱い石とかがあるんだって思ったら温泉が通ってたからか……」

「王様、考えたんですがこの温泉を一般開放して入浴料をとりながら温泉街にするのはどうでしょうか！　ダメでしょうか!?」

　いや、うん、ダメじゃないよ。多分凄くいい感じになると思うし城の収入も増えると思う……。俺はドロドロになりながら手に入れた結晶石を見やる。

　うん、サイモンが実は一番出来る子かもしれない。





　　　　４






　その夜、城のすぐ裏手に作られた露天風呂に入りながら星空を眺めていた。

　先に使っていいと言ったのだが、王様が一番にどうぞと言われて一番風呂をいただいている。

　いや、正確には既にサイモンが入った後だったので一番ではなかった。

　裏山からお湯を引いて浴よく槽そうにはきちんと石を敷き詰め、温泉の形にしてくれたサイモンに感謝する。

　久々の風呂、やはり熱い湯に入れるというのはいいものだ。体を拭ふくだけとはわけが違う。

　風呂は汚れだけでなく溜たまった疲れも洗い流してくれると実感していた。

　乳白色のお湯を顔にかけながら、サイモンの温泉街にするという案を考える。

　とりあえず実行に移すつもりだが、今のところは城の補修や裏山の整備、新たな浴槽の設置、場所の確保と必要なことが多く、一旦保留として、自分達だけで使うことにしよう。

「整備して温泉街にするならもっと人手がいるな。温泉だけじゃあれだし飯食う場所とか、ここで店開きたいって言われた時の土地の確保に入浴料、土地代、税収をどう設定するか。いや最初は税収なしにして大量に人を呼び込んだ方がいいのか？　いやでもそれだと四○人そこそこの俺達じゃ回らなくなるだろうし、人が増えれば治安面の問題も出てくる。それに土地の価値が上がれば他の王の標的にされることもあるだろうし、あっ温泉の維持に人割かないと、雨降ったら困るし屋根だけでも先に……ブクブクブクブク」

　湯船に顔を沈めながら、わぁ俺、王みたいなこと考えてると思ってちょっと笑ってしまった。

「あの、ほんとに行くんですか？」

「ここまで来て何言ってんの。はいるよ」

「失礼します」

　ん～？　なんかポカポカして眠くなってきたので、全ての思考を放ほう棄きしようとしていると、何やら声が聞こえてきた。

　振り返ると、そこにはビキニを身みに纏まとったオリオン、ソフィー、ディーの姿があった。

「おぉ、入るのか？」

「おう」

「なぜ君達はそんなに冷静なんだ」

「そうですよ、せっかく勇気をだしてきたのに！」

　ディーとソフィーが何やら怒っている。

　ビキニが私服みたいなくせして、今更そんな姿見慣れたわ。

「とりあえず全員入るなら水着禁止な」

「えっ」

「え～っ」

「王様命令な」

　珍しく王様特権を使うと、彼女達は湯気に隠れてささっとビキニを脱ぎ、急いで湯船の中に飛び込んできた。

　ドボンッと水しぶきがあがり、湯気が舞い上がる。

「エッチ～」

「スケベ」

　しまりのない顔をしたオリオンとソフィーから非難を浴びる。お子ちゃまどもめディーを見習え、見られて恥ずかしいものは何もないと言いたげじゃないか。

「なんかディーの周りだけ湯気濃くない？　なにそれ規制？　規制とか自分で使えるもんなの？」

　やたらと白いディーに俺が非難の声を上げる。

「ま、まぁ湯気くらい気にしないでほしい」

「あの人、火と水の魔法を同時に使って湯気を濃くしてます」

　ソフィーに簡単に見破られ、うぐっと呻うめくディー。

　ディーでも恥ずかしいもんは恥ずかしいんだな。

　それならなんで入って来たのか。

　てか、その体のどこに恥ずかしいところがあるのか。

「今日の礼をと思いましてね」

「ま、まぁ助けられたのは事実ですので」

「咲、あの結晶剣そのまま使っていい？」

　三人で同時に喋るんじゃありません。

「礼は別にいらん。剣は好きにしろ、壊すと修復きかないから大事に使え。助けたのは別に気にするな、王よりＳＳＲの方が価値が高かっただけだ」

「咲は毎回そんなこと言いながら助けてくれるから好き」

　オリオンはすっと温泉の中を近づいてきて、いつもとかわりないように膝の上に尻を下ろす。

「お前この体勢はかなり危あやういぞ」

「なーにがー？」

　すっとぼけやがって、顔赤くなってるだろうが。

　オリオンは別にいいか。それより背中に肉が乗ってくる重みを感じる。

　ぺったりとはりつく柔らかな肉、しっとりとして自分以外の体から雫しずくが零れ落ちてくる。

　背中に巨大なスライムが二体、膝の上に水みず餅もちみたいなプリンとしたものが二つ、これで反応しなかったら男としてどうなんだと言われる状況に陥おちいっていた。

「おい、前は潔白だか潔けつ癖ぺきだかじゃないと力を発揮できません、云うん々ぬんかんぬん言ってたんじゃなかったのか？」

「清らかな精神とは心の持ちようだと思っていますので、きっと肉体とは関係ないと思います。主は言っております。快楽には勝てぬと」

　お前の神ダメ神すぎるだろ。あと自分ルールが酷すぎる。

「王は好すかれていますね」

　その様子を見てディーはなぜか嬉しげに目を細める。

「仲は良いよね」

「ま、まぁ悪いよりかはいいと思いますが」

「私のいたところは王と何かをするということはありませんでした」

「バラン王のことか」

「バラン王のチャリオットは完成されていましたから。王は不可侵であり神聖であると」

「バカ言うな、王なんて肩書だけで普通の人間だぞ」

「あぁ、貴方あなたといてそれを強く感じる。人間味あふれていて、それでいて仲間を信頼している。貴方がやれると言えば彼女達は応えてくれる、とても良い関係だ」

「バラン王みたいに戦士が多くないからな」

「そうですね。でもバラン王とはきっと人が少なくてもこういった関係にはならなかったと思います。あの方は孤高であった。今思えば我々が勝手に孤高にしてしまっただけかもしれませんが」

　ディーは湯船の縁に腰かけると、火ほ照てった体を夜風で冷ましていた。

　湯気邪魔、とても邪魔、凄く邪魔。なぜ俺は風魔法が使えないのか。

「なんか昔の男を忘れられない女みたいになってんぞディー」

「ふふっ、そうですか？　でもバラン王は女性ですよ」

「えっマジで？」

「大分高齢でしたが。お守りできなかったのは私の中で一生の後悔になるでしょう」

「そっか……」

「咲はあたしが守るから大丈夫だ」

「わ、わたしも、はい、……守ります」

　ありがたいことだともう一度星空を見上げる。

「あのさ。辛いこと聞くかもしれないけど、バラン王はなんで負けたんだ？　強さ的にはドロテア軍と大差なかったと思うんだが」

「内通者がいたんです。ドロテア王が攻めてくると知った時に戦力増強の為、何人かお金で雇用しました。その時にドロテア側のスパイが混じっていて……」

「スパイか……。それを防ぐのは難しいな」

「戦争前に急きゆう遽きよ召喚以外で雇用しなければ大分防げたとは思います」

「戦争前に急遽雇用……」

　はて、どこかでそんなことしていたような。

「あまり湯につかっていてはのぼせてしまう。後の子もいるので私はそろそろ上がりますよ」

　ディーがそのまま立ち上がった瞬間強い風が吹き、彼女のまとっていた湯気が全て吹っ飛ばされてしまった。

　夜空を背景にディーの白く美しい肢し体たいが露あらわになる。細く長い手足にくびれたウェスト、それでいながら尻と胸の自己主張は激しい。

　いつもビキニアーマーで見慣れているとはいえ、やっぱりディーの胸は大きい。

　俺が見み惚とれていると、後ろから頭ず蓋がいを潰さんとする勢いで後頭部を押さえつけられる。

　こめかみからメキメキと嫌な音が鳴り、俺は激しい痛みに大きく身をよじる。

「痛い痛い痛い！　不可抗力！　俺悪くない！」

「見る方が悪いです」

「うん、ギルティ！」

「そんな理不尽な！」

　司法はないのか！

　ディーも怒るか悲鳴を上げるかと思ったが、優しい声でサービスです。と言って温泉を上がって行った。

　さすがディー、見られてもそのキャラでくるか。
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　北部赤あか月つき帝てい国こく領内──

　軍ぐん靴かが鳴り響く軍事国家である赤月帝国は、広大な領土を持ち強力な軍事力を誇っていた。その一番の要因となっているのはダークエルフを中心とする魔法使い達の存在である。

「ディーが違う王についた？」

　白銀の髪、褐かつ色しよくの肌、尖とがった耳、鋭い眼光のダークエルフの女指揮官が部下の報告を聞いて眉まゆ根ねをよせる。

　黒いスーツのような軍服を身にまとい、左目には眼帯をつけたダークエルフは乗じよう馬ば鞭むちを手で弄もてあそびながら不快気な息を吐つく。

「バラン王が死んで山賊に身を落としたと聞いたが、すぐに新しい王を見つけるとは尻の軽い女だ。その王の情報は？」

「最近召喚されたばかりで、ろくに領土も持っていないものです」

「そうするとディーが利用しているのか？　しかしあの女に他者を利用するなんて考えが浮かぶまい」

「いかがなさいましょう」

「しばらくは泳がせておけ、監視は続けろ」

「はっ！」

　部下が走り去った後、ダークエルフは左目の眼帯を押さえる。

「この傷の恨みはきっちり晴らさせてもらうからな。ディー」




　北東部オンディーヌ領──

「あぁ、僕ってなんて美しいんだろう」

　鏡を見つめてうっとりとする美青年。その隣にうり二つの青年が並び立つ。

　オンディーヌ家の次期当主ナルシスと、その弟ボインスキーは今日も美しい自分自身に酔う。

「兄さんは世界一位だよ」

「ボインスキー、お前は世界で二番目に格好いい」

「ありがとう兄さん」

「僕達のこの美しさ、世界に広めないと罪だと思わないか？」

「無知は罪って奴だね兄さん」

「ああ、東方にこのような言葉があるのを知ってるか？　知らぬが仏ってね」

「「アッハッハッハッハッハ、オンディ────ヌ！」」

　笑いどころがさっぱりわからないところで爆笑する二人のバカ主人を見て、執事のセバスチャンは「もうダメかもしれませんね」と呟つぶやく。




　南東部マリオンズ海岸──

　夜の海岸からゆっくりと人の形をした異形達が這はい上あがってくる。そのどれもがエラや鱗うろこを持ち、手には銛もりのような武器を持っている。

「フシャァァァァァッァァァァ！（我ら海人族が今こそこの地の支配者になるときがきた！）」

「ギョギョギョギョギョ！（時満ち足り！　我らを阻はばむものには海神様の鉄てつ槌ついが下る！）」

「ギョギョギョフスィイィィィィ！（この地を我が物に！）」

　王同士の戦いは陸だけではなく、海からも新たな勢力が参戦したのだった。
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「結構城綺き麗れいになってきたんじゃない？」

　俺は壁に開いていた穴やヒビが塞ふさがれ、まともに見えてきた城を見やる。

　あのボロ城から、よくまぁ補修が進んだものである。

　うんうん、やっぱり人手が多いっていいな。そう思いながら近場の壁に手をかけるとボロッと崩れ、壁が奥に倒れてしまった。

　やっぱウチボロかったわ。

「王様、まだそこ粘ねん土ど固まってないんですから邪魔しないでください」

　はい、すみません。

　ウサ耳のようなリボンをつけた少女エルに怒られ、城門近くで大人しくしていることにした。

　重そうな木材を二人がかりで持ったオリオンと女性戦士が目の前を横切る。

「重そうだな、手伝おうか？」

「咲さき、力ないんだから座ってて」

　はい、すみません。

　オリオンにまでぞんざいな扱いにされ、王がっかり顔である。

「文化祭で全く役に立たない奴みたいになってるな……」

　しょうがないので俺はスマホを開き、ギルドからのお知らせの項目をタップする。

　何か目新しい情報はないものかと思い、お知らせに目を通すとやたらと同盟軍ユニオン結成の情報が目立った。

　同盟軍とは王同士が協力しあうことで、同盟中は攻撃をしない、または攻撃を受けたら無条件で助けに行くなど軍事的なメリットがあることだ。

　同盟軍が大きくなれば領土の大きい王とも対抗することができるし牽けん制せいにもなる。しかし同盟軍は大きくなればなるほど王という頭あたまが増えるわけなので、統率が難しく、内部崩壊や裏切り、離反を起こしたりするデメリットもある。

　それに同盟軍で勝利した場合、手に入れた領土の分割方法でもめることもあるので一いち概がいに同盟を組んだ方が良いとは言いきれない。

「なんでこんなに同盟軍が結成されてるんだ？」

　不思議に思い王達の領土図をチェックしてみると、同盟を結成しているほとんどがドロテア領と隣接、または近い領地の王ばかりだった。

　恐らくドロテア王が攻めてくる前に協力しようということになったのだろう。

　その方法は正しいと思う。ドロテア軍の巨大な軍勢に攻め込まれれば、小さな領地の王なんてひとたまりもなく飲み込まれてしまうだろう。

「乾いぬいのやつ大丈夫か……」

　ドロテア軍の侵攻が始まる前に一度様子を見に行くか。




　そんなこんなで時刻は昼を過ぎ、ディーが一いつ旦たん昼食にしようと全員に声をかける。

　昼食は城の中庭にある芝生しばふの上で握り飯をとることになった。

　あの気持ち悪い魚も、ほぐしてごはんの中に混ぜられてしまえば見てくれもなにもない。

　しかしながら、ここに来てから焼いた魚とご飯以外食ってない気がするな。

　あぁ何かしらちゃんと作られた飯が食いたい。

　飯を作っているサイモンに失礼なのだが、彼らも呼び出される前はコックとしてやってきたわけではないので文句は言えない。

　全員が犬が握った握り飯を食っているので、誰か調理経験者がいないか聞いてみることにした。

　田舎でちょっと作ってました程度でいいのだから、これだけ女の子がいれば調理経験者の一人や二人いてもおかしくない。

「皆の中で料理作れますよって人いるか？」

「「…………」」

　おい、なぜ全員目を背そむける。

「飯なんて焼いて食えればそれで十分じゃない？」

　この野生児め、一体いくつめだと言いたくなるおにぎりをほおばるオリオンを半はん眼めで眺ながめる。

「ですが料理ができる方がいれば良いですよね」

　ソフィーが同調してくれたので、もしやと思い声をかける。

「ソフィー、もしかして料理出来るのか？」

「一度お父様達に料理をふるまったことがありますが、二度と厨ちゆう房ぼうに入るなと言われました」

　何作ったら親からそんなこと言われるんだよ。

「私ならそこそこできると思うが」

　そう言って手を上げたのはディーだった。

「おぉディーすげーな。でもオリオンみたいに適当に焼いて料理って言うんじゃないだろうな？」

「失礼ですね。まぁそう思われても仕方ないが、これでも女子なのでな、何か作ってみせましょう」

　ディーは自分で言った女子って言葉に笑みをこぼしながら、城の粗そ末まつな厨房に向かっていった。

「ディーも冗談言うんだな」

「意外ですね、食べる専門だと思ってました」

「女子って見た目だけじゃん。この前襲って来たソードベア、蹴けり一撃で殺してたよ」

「クマ殺しのディーさんですね。怖いです」

　言いたい放題のオリオンとソフィーである。

　ディーは二○分程で戻ってくると、大きめの器にフライにされた魚の切り身と、大きくカットされたポテトが乗せられていた。

「おっ、うまそうじゃん」

「まぁつまんでみたまえ」

　言われてポテトと魚のフライを一つずつ口の中に放ほうりこむ。

　サクっといい音がした後、香ばしい匂においが口の中にあふれる。

　黒コショウで下味がつけられていて味がしっかりしている。魚の脂が中に閉じ込められており、嚙かんだ瞬間熱くてジューシーな脂がこぼれ、後味がピリっとしていてとても美う味まい。

　ポテトの方もさっと焼いて火を通しただけに見えたが、バターとガーリックで味付けされており、何もつけなくても全然いける。バジルを潰つぶしてまぶしているのか香草の香りが鼻を抜けて脂がくどくなっていない。

　この短時間でできるものでありながらしっかりと手間が加えられている料理だった。

　これは恐らく基礎がしっかりできているということであり、たった二つの料理でディーは料理ができると十分にわかる内容だった。

「うん、うまい」

「そうか、良かったよ」

　にっこりとほほ笑むディーを見て、あっ嫁にほしいと思ってしまった。

「ふん、たかが油で揚げただけでしょ。揚げるのも焼くのも大してかわんないよ」

「そうですよ！　焼きがダメだから揚げてくるって発想が安直すぎます！」

　なぜか対抗心むきだしのポンコツコンビ。

　俺がいいから食ってみろと料理を指さす。

「いいか、あたしは絶対美味いとか言わないからな。飯なんか口に入ればなんだって一緒だ！」

「わたしは城内のシェフの料理を毎日食べていたので味にはうるさいですよ！」

　食わなくてもうるさい奴らだ。二人は散々わめきながらフライを食べた。

「あっ美味い」

「美お味いしい……」

　無意識に声がもれたらしく二人はハッとする。

「もう一個おくれ」

「ちょっと料理が出来るくらいでいい気にならないでくださいね！」

　一人は完全に餌え付づけされ、もう一人は負け惜しみを言っている。

「この魚のフライ美味い、コショウだけじゃなくて唐辛子も入ってる」

　えっそうなの？　とディーに問うと、よくわかったねと返ってきた。

　オリオンの無駄に鋭い舌に驚かされる。

「ディーさんって北の出身ですか？」

「ああ、そうだ」

「北の方はよく唐辛子を使われると聞いたので」

「へー、そうなのか。そういやディー、これ何つけて揚げたの？」

　これは一体なんの衣ころもなのだろうか？

　自慢ではないがウチは調味料系以外大したものはない。

「食パンが一つあったのでね、それを擂すって粉こなにしたんだよ」

「あぁなるほど、それがパン粉こになるわけか」

　なるほどなーと頷うなずきながらディーの料理を全員で食べる。

　うん美味い。

「が、しかしディーを厨房に立たせるわけにはいかない！」

「なんでだー、美味いんだし作ってもらえばいいじゃん」

　さっきまで飯なんて口に入れば一緒だと言っていたとは思えないことを言うオリオン。

「ディーのメインは戦闘なの、女子力高くても戦う人なの」

　切り札的な人間を厨房にいれるわけがないだろうに。

「咲のバーカバーカ！　おたんこなすー」

「悔しかったらお前が料理できるようになれ」

「あぁ！　あたしが料理出来るようになったら厨房に押し込むつもりだな！　Ｒレア娘むすめは料理でも作ってろってことかコノヤロー！」

　俺の首に物理的に嚙みつくオリオン。超痛ぇ。被害妄想に火つきすぎだろ。

　その様子を見て周りに笑いがこぼれていた。
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　その日の晩。

　俺は武器庫にて木の枝を切って形を整えただけの粗末な木刀を手に取り、城の中庭でブンブンと素振りを繰り返していた。

「４９７、４９８、４９９、５００……ふぅ」

　素振りも慣れないと大変だ。

　後は城の外周を何週かして筋トレしよう。

　そう思い木刀を近くの木にたてかけて走り出そうとすると、近づいてくる人影に気づいた。

　それは夜風に長い髪をなびかせたディーだった。

「トレーニングですか？」

「ん？　ディーか。まぁそんなところだな。毎日ちゃんとやれてないけど、手が空いてるときとかはな」

「鍛きたえることは悪いことではありませんが、夜間外でされるのは危険です」

「そうなんだけど、この辺に出てくる魔物くらい一人でなんとかしたくてさ」

「我々をお呼びいただければ問題ありません。むしろ王が戦うようなことがあってはならないのですよ」

「でも、女の子に守られっぱなしの男ってのもなんか情けなくてな」

　そう言うとディーはクスリとほほ笑んだ。

「男の子ですね」

「女子力を求めるからには、俺も男子力鍛えないといけないからな」

「少しお手伝いしましょう」

　そう言ってディーは木刀を俺に持たせた。

「まず握り方からです。王の握り方は一見硬く握りしめているように見えますが、もっと柔らかく──」

　それからディーと夜のトレーニングが始まった。




「もっと相手との間合いを意識して下さい。敵がただの戦士ならいいですが、常に魔法を使える相手と戦っていると思って下さい」

「難しいな。相手に詰められるとどうしても接近戦になるし」

「敵が大した魔法を使えなくても、目や首を狙ねらわれるとそれだけで致命傷になります。距離さえ離せば相手の予備動作を読んで回避することは可能です」

　ディーは俺に体を密着させると、顔と首を撫なでていく。

「つばぜり合いで、この距離に相手がいると避よけられないでしょう？」

「確かに。押し合いの最中に魔法飛び道具を出されるとどうしようもない」

　至近距離ではちょっとした火を放たれるだけでも、目を焼かれたり、首を風の刃やいばで切り裂かれたりすることもあるだろう。

「ディーも近距離で魔法を使われるとやばいんだな」

「いえ、私は低級の魔法を全すべてカットする加護を持っていますので、近接で使用される程度の低級魔法はききません」

　なにそれズルい。さすが高レアといったところか。

「少し休憩にしましょうか」

「そうだな」

　気づけば二時間近く二人でトレーニングしていた。

　やはり強い戦士の話は勉強になるな。

　ふぅっと息を吐つき、胸元を流れる汗を拭ぬぐうディー。それをつい視線で追ってしまう。

　強くて、料理もできて、美人で、色気もあって、ほんと無敵という言葉は彼女の為ためにあるようなものだろうな。

　俺はスマホを取り出し、ディーのステータスをもう一度確認する。

「基本クラスは聖騎士ホーリーナイトで神しん鎧がいヴァルハラ装備時は戦乙女ヴアルキリーにかわると」

　確か聖騎士って剣を扱うクラスの中で、剣士ソードマン、騎士ナイト、守護騎士ロイヤルガード、聖騎士の順に強いと聞いたことがあるが。

　戦乙女に関しては完全に特異ユニーククラスだな。これはなろうと思ってもなれるものではなく、適性や条件をクリアしたものだけが取得可能とされるクラスだろう。

　その条件は恐らく光剣ブリュンヒルデを使いこなせるってところだと思うが。

「戦闘技術、ステータス共に高く加護効果までついていると」

「ステータスは鍛えればいずれ皆高みへとたどり着きます。私は真の強さとは何事にも動じない精神のことを指すと思います」

　なるほど。やはり強者は言うことが違う。

「ほんとディーは凄すごいな……そんでスリーサイズが上から94・59・90の体重が５──」

「やめろおおお!!」

　ディーが初めて大声をあげ、凄い勢いで俺のスマホを取り上げた。

　何事にも動じない精神とは一体なんだったのか。

「私の個人情報を読み上げないで下さい」

「えっ、でもステータス開示されて」

「この情報は間違っています。二キィルも加算されていますね」

　キィルとは俺の世界でのキロと同じ重量の単位だ。

「そうなのか？」

「ええ、ですのでこの情報を信用して勝手に吹聴しないようにして下さい」

　でもこのスリーサイズのステータス、なぜか毎日自動更新なんだよな……。

　ディーの言葉とステータス一覧、果たしてどちらが正しいのか。

「明日はもっと厳しくしますので、早めにここにいらしてください」

　これ多分怒ってるな。




　その翌日。

　俺は城門前で郵便物の小包を受け取っていた。

　宛あて名なにはソフィーと俺の名前が書かれており、差出人はリカールになっている。

　どうやらこの前バイトしていたショーパブの支配人から送られてきたものらしい。

「おーいソフィー、青ヒゲのリカールさんから何か来てるぞ」

「なんですか？」

「なに食べ物？」

　トテトテとやって来たソフィー。食べ物かと思いつられてやって来るオリオン。

「いやぁ、この重さからして食べ物じゃないな」

　小包はとても軽くて薄い。恐らく食えるものではなさそうだ。

「なんだつまんない」

「開けますね」

　ソフィーがガサゴソと小包を開くと、中から紺色を基調とした薄手の服が出てきた。

「これは……」

　広げてみると、それは水兵のような上着に、丈の短いプリーツスカートだった。

　胸のスカーフ部分には赤いリボンがついており、パッと見はキャラクターもののセーラー服にしか見えない。

　ソフィーは同封されていた手紙に目を通す。

「ボーイエンガール、二人ともお元気かしら？　今度ウチの店で使う衣装なんだけど、一着多く作っちゃったからあなた達にあげるわ。好きに使ってちょうだい！　このデザイン、異世界のものを取り入れてみたんだけど可愛かわいいと思わない？　だそうです」

「相変わらずテンション高いな」

「ですね」

「せっかくだし着てみたらどうだ？」

「えぇ……わたしはちょっと……子供っぽくありません？」

「そうか？　胸のリボンとか可愛いと思うが。多分これ俺の世界の女子用学生服をモチーフにしてると思う」

　そう言うとオリオンがビクッとして衣装から距離をとった。

　学生服を着ると朝から晩まで勉強することになると言ったのを覚えているのだろう。

「ん～、ちょっと恥ずかしいです。露出多いじゃないですか」

　コイツ自分の格好鏡で見たことないのだろうか。

　ソフィーはちょっと違うなと首を傾かしげる。

　俺達が衣装を見ていると、それに気づいたディーがやって来た。

「どうかしましたか？」

「あっディー。バイトしてた酒場の支配人が服を送って来てくれたんだ」

「ディーさん良かったら着ますか？」

「いやぁ、ディーが着るデザインじゃないだろ」

「ですよねぇ。イメージ違いますね」

　俺とソフィーで勝手に話を進めたが、当のディーはセーラー服衣装を見て固まっている。

「どうかしたのか？」

「い、いえなんでもありません」

「それにしてもこれどうしましょう」

「ほんとに着ないのか？」

「わたしはちょっと……全体的に丈も短いですし」

　確かにショーパブで使うとあって、上着もスカートも短くカットされておりセクシー系の衣装だ。

　学生服ってよりは危ないお店のコスプレに近いな。

「でも人から貰もらったもん売ったり捨てたりするのもなぁ」

　俺が首を傾げると、ディーがゴホンと咳せき払ばらいする。

「その……使わないのですか？」

「ああ、一応ソフィー宛なんだけど」

「わたしは着ないですね」

「そ、そうですか。では私が引き取っておきましょうか？」

「えっ、ディー着るの？」

「そ、そういうわけではありません。私ならリサイクルすることも可能ですので」

「あぁなるほど。じゃあディーに渡しちゃってもいいんじゃないか？」

「そうですね。ディーさんよろしくお願いします」

「ま、任されましょう」

　ディーは小包を受け取ると、そそくさと城の中へと撤退していく。

「さすがディーだな。服のリサイクルまで出来るとは」

「でも、なんか様子変じゃなかった？」

「そうか？」

　まぁ言われてみれば、やたら早口で目が泳いでいたような気もしたが……。




　その日の晩。

　俺は昨日と同じようにトレーニングを行っていた。

　一人で素す振ぶりとランニングを終わらせたのだが、ディーがやってくる様子がない。

「明日はもっと厳しくしますって言ってたから、てっきり今日も来るもんだと思ってたんだが」

　ちょっと様子を見に行くかと思い、俺はディーの私室へと向かう。

　ひょっとしたら寝てるのかもしれないし、起こすのも悪いなと思い、扉をそっと開けることにした。

　寝てたらそのまま一人でトレーニングすればいいしな。

　しかしそんなことを考えている俺の目に、信じられない光景が飛び込んできた。

　質素な部屋の中、姿見の前でセーラー服に着替えたディーが水平スリーピースを決めていた。

「あれ……俺疲れてんのかな」

　なんか今見てはならないものが見えた気がした。

　目をゴシゴシとこすってからもう一度中を見やると、今度はダブルピースを決めているディーの姿が見えた。

「あぁ、やっぱダメだな」

　もしかして幻影の魔術でもかけられているのかと、自分の脳みそを疑ってしまう。

　あの完全無欠のディーさんがピチピチのセーラー服姿でダブルピースなんて現実で起こりえるわけがないだろう。

　しかもあの服、ソフィーの体型で採寸されている為、明らかにディーの体型とあっていない。

　上着は胸が押し上げてヘソどころか下乳が見えそうだし、元から丈の短かったスカートは犯罪的なくらい短くなっている。

　聖なる騎士と書いて聖騎士と呼ばれるディーが、あんなやらしい格好をするわけがない。

　と、まぁ現実から目をそらしてみたが、今も鏡に向かってポーズを決めているディーさんは紛れもない実体であり幻影でも幻想でもない。

　マズイ、俺の中でディーのイメージがどんどん面おも白しろキャラと化してきている。

「ディー疲れてんだろうな……」

　大国の騎士隊長だった彼女が、こんなボロ城でポンコツ共を相手にしすぎたせいで精神が摩ま耗もうしてしまったのかもしれない。

　きっとその原因は俺にあるのだろう。

　ごめんなディー、俺が不ふ甲が斐いないばかりに……。
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　そう思いながら俺はすっとスマホを取り出して画面をカメラモードに切り替える。

　パシャリとシャッター音が響くと、肩をビクつかせたディーが凄すさまじい速度でこちらを振り返る。すると扉の隙すき間まからスマホを構えた俺と目と目が合った。

「ピースピース」

　俺がそう言うと彼女はつられてピースした。スマホからもう一度パシャリとシャッター音が響く。

　ディーは顔を真っ赤にして唇を震わせた。

「ち、違うのです。聞いてください」

「いいんだ」

「そんな慈愛に満ちた目でこちらを見ないで下さい！」

「誰しも魔がさすことはある」

　ロボットのプラモデルを持って「バキュンバキュン、ダダダダ」と口ＳＥをやったり、魔女ステッキを持って変身ポーズをとってしまったりと、成長してからもついやらかしてしまうことはある。

　不幸なのはその魔がさした瞬間を誰かに目撃されてしまうことだ。

　俺が部屋の中にお邪魔すると、正座して完全に消沈してしまったディー。

　気のせいか彼女の体はいつもより小さく見える。

　このまま消え去りたいといった感じだ。

「穴があったらそこで自決したいです」

　怖いこと言わんでくれ。

「お、俺はいいと思うぞ。可愛いし」

「…………」

「元気出せよ。別に言いふらしたりしないしさ」

「…………私のような……。私のようなデカい女がこんな可愛らしい服を着てはしゃいでいると、内心笑い転げているのでしょう？　ＳエスＳエスＲレア級の痛い女だと」

「笑ってない笑ってない！　ただちょっと意外だなって思っただけだから」

「ええ、そうですとも。私の人生は常に剣とあり、このような女性らしい格好は一度としてしたことがありません。似合わないのは重々承知。王がおっしゃる通り魔がさしてしまったのです……」

　しゅんとしてしまうディー。

　多分彼女の中にこういった女の子らしい服への憧あこがれがあったのかもしれないな。

　一度も女性らしい格好をしたことがないというのは同情してしまう。

　じゃあビキニは女性らしくないのかと言われれば疑問なところではあるが、あれは戦闘用なのでノーカン扱い。知らんけど。

　そんなことを思っていると不意に部屋の外から声が聞こえてきた。

「ここから面白そうな声が聞こえてきましたよ」

「咲、ディーと遊ぶなら声かけてよ」

　マズイ、最低なタイミングでポンコツコンビが来た！

　こういうときに限ってハイエナより鼻が利く奴らだ。

「ちょ、ちょっと待て！」

「待たない」

　俺の制止も虚むなしく扉が開かれると、二人はセーラー服姿のディーを見て案の定固まった。

　そしてそっと扉を閉じようとする。

「すみません失礼しました」

「ごめんディー疲れてるんだね……」

「いつも迷惑をかけてすみません。明日からわたしもちゃんと働きますね」

「あたしも明日からお利口にするからもとのディーに戻ってね……」

「ちょっと待ってくれ！」

　やめろバカども、気を遣って良い子になるんじゃない。ディーがブリュンヒルデを持って本気で自決しかけてるだろ！

「違うから！　これは俺がディーに無理言って着せたの！」

　このままじゃディーの精神が崩壊待ったなしなので、全部俺のせいということにしておく。

　するとオリオンとソフィーは納得したようにうなずくと同時に、軽けい蔑べつした目でこちらを見る。

「やっぱりそんなことだと思いました」

「ディーがそんな服自分で着るわけないもんね」

「あ……あっ、そのそういうわけでは」

　俺は黙っとけと視線でディーに促す。

「ディーさんも嫌なことは嫌と断った方がいいですよ」

「そうだよ。咲スケベだから、いつも胸とか脚とかチラチラ見てるし」

　隣で巨乳が揺れてるのに見るなって言う方が無理だろ。

「丁度いいからお前らも順番にこれを着て──」

「「ヤダ！」」

　二人は声をハモらせて逃げ帰って行った。

　よし、これでいい。なんとか追っ払うことはできた。

　振り返るとディーは申し訳なさそうな顔をしてこちらを見ていた。

「すみません。守るべき王に罪を押し付けるなんて騎士としてあってはならないこと」

「あぁいいって。普段悪いことしてるやつが二、三罪が増えたところで別になんとも思われんが、優等生のディーみたいなのが面白いことやると記憶に残っちまうからな」

「しかし……」

「いいって気にすんな。恩に着てくれるならもう一枚撮らせてくれないか？」

　俺はスマホを取り出して彼女に構える。

「う、うぅ……このような姿を記録として残すことになるとは」

「いいか？」

　耳まで顔を赤くしたディーはコクリと頷く。

「そんじゃ、はいチーズ」

　パシャリと切られるシャッター。

　うん、この恥ずかし気にスカートの裾すそを押さえながらもピースしている姿が実にグッド。

「その……王よ。一枚だけでよろしかったですか？」

「えっ？」

「その……先ほどのお詫わびの意味をこめまして。このような粗末なもので良ければ」

　撮ってもいいと。バカを言うな、どこが粗末なものなのだ。

「撮らせてくれるというのなら何枚でも撮ろう。ちょっと待て光源用意してくる」

　俺は城の中にあるランタンをかき集め、ディーの私室に設置すると秘密の撮影会を始める。




　それから一時間後、スマホの画像フォルダがディーの写真だらけになる頃。

　ディーはベッドの上でブリュンヒルデを構えながら写真を撮られていた。

　大分緊張感もほぐれ、ポーズ表情ともに良いものになっている。

「セーラー服と洋剣って結構合うな……。こんなに撮りまくっておいてなんなんだが、嫌なら嫌って言っていいんだぞ？」

「いえ……その、あの……」

　顔を赤くしたまま歯切れの悪いディー。

「わ、悪いことをしているような気がして……心臓が鳴りやみません……。ですが不快というわけでもないのです」

　普段のディーからしたら考えられないような小さな声だ。

　根が真ま面じ目めで優等生なディーからするとスリルというのは未知の体験なのだろう。

　人間基本なんでも未知という分野は楽しい。別に悪いことをしているわけではないのだが羞しゆう恥ち心しんと背徳感が脳内アドレナリンの分泌量を増やしているのだろう。

　それは一種の快感状態を引き起こす。

　これはもしや……。

「ディーお前……ハマったな？」──沼に。

　ビクリと肩を震わせるディー。多分、緊張と羞恥心が楽しくなってきてしまったのだ。よくよく考えればあの痴ち女じよ山賊姿の時点で既にその傾向はあったとみるべきか。

「そ、そんなわけありません！」

「はいポーズ」

　そう言うと条件反射するようにディーは水平スリーピースを決め、笑顔をカメラに向けた。

　パシャリとシャッターが切られると、ディーはふるふると震ふるえだした。

「…………こ、殺して下さい」

「やだ」

　完全に変な遊びに目覚めてしまったな。

　それからディーは俺と二人きりでいる時は、あのセーラー服を着てくれることになった。

　最近その格好で外を出歩く練習をしており、人が来たらすぐに逃げ帰って来るディーを「頑張れ！　お前ならできる」と励まし続ける遊びが流は行やっている。

　誤解しないでいただきたいが、決して押しに弱いお姉さんをいじめているわけではなく「今日もやるんですか？」と聞いてくる辺り、本人も楽しんでやっている。……と思う。
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「さ、三○○○万ベスタ!?」

　俺とオリオンはラインハルト城下町にあるなじみの鑑定士を訪ねていた。

　タキシードを身にまとい右目にモノクルをつけた、壮年のナイスミドルは「はい」とほほ笑みながら頷うなずく。

　鑑定を頼んだゴーレムの心臓はカウンターの上でキラリと光を放つ。

 この光が四桁けた万もする高額なものだと思うと神々しさすら感じる。

「三○○○万ベスタと申しましたが、あくまで買い手が現れた場合の目安ですので」

「咲さき、これ売ればあたし達遊んで暮らせんじゃないの!?」

「遊んで暮らすのは無理だが、城の大幅な補修工事ができるぞ。皆にも良い飯めしが食わせてやれる」

「お待ちくださいませ」

　ハイタッチしながらはしゃぐ俺とオリオンを見て、鑑定士は注意を口にする。

「こちらの結晶石は旧ガリア文明で使われていた、ドールと呼ばれる兵器の核コアでございます。核にも小さいものから５等級、４等級、３等級、２等級、１等級とランクがあり、こちらの核は３等級に分類される中規模核となっております」

「なんかあんまり凄すごそうじゃないね」

　オリオンが率直な感想を漏もらすが、俺もそう思う。一番大きいのならともかく中規模でこんな高額な値段がつくとは。

「いえいえ、３等級と言っても人型を動かすものとしては最大のものです。上に２等級と１等級がございますが、それはどちらも巨大な施設を動かすものや、浮遊大陸として有名なガリア国の核として使われているものです。正直今は失われた技術ばかりですので値段のつけようがございません」

「じゃあ値段がつくのは５から３等級までなのか？」

「この大陸ではそうでございます。別の大陸では２等級核の研究が進んでいるとのことらしいですが、我々の大陸にその技術が入ってくるのは何年先かわかりません」

「そうなんだ。やったじゃん咲、値段がつくもんで」

　全くだと頷く。

「しかしですね、その３等級ですら未知の部分が多く、利用されている方が少ないのが現状です」

「あぁ、つまりは買い手が見つかる可能性が低いと」

「はい、恐らく有力な王や資産家との取引になると思われますが、５等級で十分という方が多いのです。街に電気を使用している店がいくつかあると思いますが、それらは全て５等級未満の、ほんの欠片かけらほどの石で十分まかなえるものなのでございます」

「でも、３等級を使ってもいいんじゃないのか？　別に大きすぎて困るってことはないんだろ？」

「いえ、大きすぎると困るのです。核のエネルギーはコントロールするのが非常に難しいのです。昔４等級核を使用し、エネルギーを分配させ、個人で使うのではなく街の人間全員でエネルギーを使おうとしたことがあるのですが」

「発電所みたいな考えだな」

「エネルギーコントロールを誤り、その街が壊滅したという話もございます。３等級ですと、恐らくこのラインハルト城下町を軽く吹っ飛ばせるかと」

「爆弾じゃん!?」

　俺が大声をあげると、核を持っていたオリオンが驚いてカウンターから落としてしまう。

「あっ……」

　脳裏に惑星と、コントのような大爆発シーンが浮かぶ。

「うわぁぁぁぁぁっ！」

　俺とオリオンは二人でダイビングキャッチして、核の落下を防いだ。

「大丈夫でございます、ハンマーで叩たたこうが魔法で焼こうが外がい殻かくと呼ばれる外装が全すべての衝撃を無効化しますので、爆発はいたしませんよ」

「そ、そうなの？」

　ずさぁぁっとキャッチした核を見てホッとする。

「あくまで旧ガリア文明を使用することができる人間が核にアクセスし、エネルギーを引き出そうとした時に起こりえる事故でございますので」

「そうなのか、良かった」

「逆に言いますと旧ガリア文明を使用できない人間にとっては無用の長ちよう物ぶつでもあります。取引の際にはそういった使い道もあると念頭に入れて交渉にお臨み下さい」

「そう言ったって？」

　オリオンが全然わからんと小首を傾かしげる。お前はほんとにバ可愛かわいいな。

「この核が欲しいってことはそいつは旧ガリア文明の力が使えるってことで、それが使えるってことは爆弾として使用される可能性もあるってことだ」

「そんな強い爆弾使ったら人死ぬんじゃない？」

「そうだ。お金は手に入るけど、もしかしたら大量破壊兵器として使用されて、人がいっぱい死ぬかもしれないってこと」

「なにそれ怖い」

　俺達も自分達が売った核が爆弾として使用され、大勢死者が出たなんて聞きたくはない。

「爆弾としての例をあげましたが、ちゃんと使えば暮らしを格段に豊かにしてくれるものですし、核を動力とした兵器を使用されている方ならばパワーアップされることは間違いないでしょう」

「なるほどな、旧ガリア文明を使ってる奴ならそれぐらい金を出しても惜しくない、強化アイテムってことだな」

「おっしゃる通りでございます。３等級のコントロールですと、ＳエスＳエスＲレアクラスの旧ガリア文明に精通されている方とお取引されることをお勧めします」

「なるほど、ありがとう」

　俺達は鑑定士にお礼を言って、鑑定料を支払い店の外に出た。

「どうするのそれ？」

「どうすっかな」

　バッグの中に強力な爆弾が入ってると思うと落ち着かない気分になってくる。

「まぁ俺が知ってるＳＳＲで旧ガリア文明に精通した人なんてエーリカさんくらいしかいないからな」

「あたしエーリカは嫌いじゃないけど、もじゃ毛の王が嫌い」

「そう言うな、あれでも俺の数少ない知り合いの一人なんだ」

「咲、友達って言わないところがミソだよね」

「確実に向こうは俺のことを友達とは思ってないからな」

「そんな感じする、なんか見下されてるよね」

「そういうのは気にしちゃ負けだ。乾いぬいの様子も気になってたし、久しぶりにあいつの城に行ってみるか」

「売るの？」

「かなり状況がきついみたいだしな、エーリカさんが使うならそれもありだと思う」

「絶対爆弾にするよ、あいつ」

　俺はオリオンの言葉に苦い顔をする。その可能性を否定できない為ため、フォローすることができなかったからだ。

「あいつなら爆弾で殺すのも、エーリカが殺すのも同じって言うだろうな……」

　そう思いながらも、俺達は乾城近くまで行く馬車を拾って移動をした。
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　移動中乾の領地が近くなってくると、対ドロテア同盟軍ユニオンという兵達が馬車の荷物検査をしていた。

　俺達も調べられたが特に何か言われることもなく、検問をパスして乾の領地へと到着した。

　あいつの領地は奥に見える城から、手前に見える小さな町一帯で、羨うらやましいことにちゃんと街の形をしている。俺もいつかはこんな感じで城下町ってのが出来るといいな、なんてことを思っていた。

「咲、なんかやばくない？」

　オリオンが俺の服の袖そでを引っ張り、馬車から見える街並みを指ゆびさす。

「ん？　…………確かに」

　街の領民のほとんどが農業や商売をしておらず、だらりとやる気のない感じで座ったり寝そべったり、昼間から酒を飲んで酔いつぶれているものもいる。

「領民ってこういうもんなの？」

「いや、普通はもっとちゃんと仕事してる……はず」

　かろうじて商売しているところもあったが、腐くさった作さく物もつを売り出しており客が寄っている様子はない。

　極めつけはハエの集たかった真っ黒い死体が、井戸の傍そばに放置されており末期感を覚える。

　死ア体レを片付ける人間がいないというのは、街の機能ほぼ全てが死んでると言っても過言ではないだろう。

　しばらくすると、大荷物を荷車に載せて懸命に押している家族連れの姿が見えた。

「引っ越しかな？」

「引っ越しというよりは逃げ出してきたって感じだがな」

「そうだね、兵隊に捕まってるよ」

　父親らしき人物が必死に兵士に向かって何か説明しているようだ。それを後ろから母親と息子が心配そうに見守っている。

「あっ、殴った」

　説明は兵士に通じなかったのか、領地に戻れと怒鳴られているようだ。

「戦争になりそうだからピリピリしてるな」

　しかしあれが戦争から避難する為に引っ越ししているのか、それとも別の理由で逃げ出そうとしているのかはわからないが。

　家族連れは恨うらみがましい目をしながら兵から離れ、領地の方に戻って行った。ありゃ絶対夜逃げするな。

　機能していない領地に、逃げ出そうとする領民。予想より深刻な状態かもしれない。




　乾の城が間近になり、俺達は馬車を降りて徒歩で城門前へと向かう。

「ラインハルト城から結構遠いね」

「俺の城とは真逆だからな」

　城門前へとたどり着き、大きな城を見上げた。

　相変わらず、俺と同じタイミングでこの世界に来たとは思えないほどの城のデカさである。

　城の周囲をぐるりと壁が囲い、堅けん牢ろうと言うほどではないにしても城としての体てい裁さいは十分整っている。城壁なしのノーガードなウチとは大違いだ。

　城自体もレンガと石造りで、屋根なんかはオレンジに塗装されていておしゃれだと思う。そこかしこの壁に彫刻なんかが彫られていて、見た目的にも面白いし、機能的な部分より、対外的な美術価値の高い城だと思う。

「この城、成なり金きん趣しゆ味みだよね」

　今までの説明をオリオンがバッサリと切って捨てる。

「ディーとソフィーも連れてきたら良かったのに」

「あんまり戦争前の王を刺激したくないからな。ＳＳＲ二人も連れて外に出たら、挑発しに来たのかと思われても仕方ない」

「そりゃあたしがＲレア娘むすめだからいいってことか、こんにゃろめーっ！」

　駄だ々だっ子こパンチをするオリオンの頭を押さえて、はいはい悪かったと悪びれない謝罪をする。

　二人でも騒がしい俺達が開きっぱなしの城門をくぐると違和感があった。

「あれ、こんなに人少なかったかな？」

　以前一度だけ来たことがあるのだが、その時は門番が二人いて引き留められた覚えがある。中も戦士だけじゃなくて庭師やメイドなんかが歩いていたのだが、今はその姿が見えない。

「誰もいないね」

「そうだな」

　俺達は閑散とした空気の漂ただよう前庭をぬけて、城内へと続く巨大な扉をノックしてみるが誰かが出てくる様子はない。

「留る守すかな？」

「そんなことないだろう、あいつ戦士を召喚以外にも雇用してるはずだから誰かしらいるはず」

「じゃあ居留守かな？」

「それは俺のメンタルが傷つく」

　大体戦争間近なのに、ここまで入り込めてしまうのはどうなんだ？　と思いながら扉をノックし続ける。するとしびれを切らしたのか門の隣にあった大きな鎖が動き始め、金属がきしむ音をたてながら扉が上に上がっていく。

　扉が完全に開ききると、そこには猫族ミユーキヤツトの少女リリィの姿があった。

　どうやら開けてくれたのは彼女のようだ。

「こんにちは、入ってもいいかな？」

「君達かにゃ、構わにゃいけど王には会えないと思うにゃ」

「そうなのか？　エーリカさんにも会えない？」

「エーちゃんはもっと無理にゃ、あれはそろそろぶっ壊れるにゃ」

　ぶっ壊れるってただ事ではないと思う。

「遠路はるばる来て追い返すのもなんにゃ。お疲れついでにリリの愚ぐ痴ちでも聞くにゃ」

　そう言ってリリィは元気なく尻尾しつぽを垂たらしながら城の中へと入っていく。

「なんか疲れてるね」

「同盟軍と打ち合わせが続いてるのかもしれないな」

　恐らく乾の軍も同盟軍に加入しているのだろう、どうやってドロテア軍に立ち向かうか連日策を練っているはずだ。

　来た時期が悪かったかなと思いつつ、城の中へと入る。

　俺達が通されたのは一階にある来賓用の部屋だったが、ソファーと小さな机以外には窓しかない簡素な部屋だった。

「派手好きの乾ならもっと内装こってると思ったが、そうでもないんだな」

　俺が素直な感想を言うとリリィが答える。

「ここも元は金ぴかだらけだったけど、売れるものは全部売っちゃったにゃ」

「えっ、そうなの？　やっぱり戦争が始まってお金が足らなくなった感じかな？」

「違うにゃ、自爆にゃ」

　そう言ってリリィはソファーに寝転がる。

「あの偽ＳＳが来て全部狂ったにゃ」

「偽って言うと三人のディー？」

「そうにゃ。間違いなくあいつら全員ＨハイＲレア以下のハゲタカにゃ」

　レアリティにオリオンが反応しかかったが手で制する。

　俺達もソファーに座り、やる気なさげなリリィを見やる。気づいてなかったが彼女は顔色が悪く、痩やせた印象を受ける。

『だから何度も言わせるなよ、僕達が指揮権を持つって言ってるだろ。君達みたいな雑ざ魚こどもをまとめてやるって言ってるんだ、感謝されることはあっても非難されるいわれはないね！』

　唐突に隣の部屋から声が響いて驚く。

「隣で同盟軍の会議をしてるにゃ」

「俺達に聞こえちゃってるけどいいのか？」

「別にいいにゃ、グダグダな内容で隠さなきゃいけないことは何もないにゃ」

　どうやらリリィは意図的に会議室の隣に連れてきたようだった。

『あのさ、こっちにはＳＳＲが四人もいるわけ、いい加減こっちとのパワーバランス理解してくんない？　初めからこの同盟軍って対等じゃないの、僕達が君達に力を貸してあげてるわけ。僕達は力をギブするわけだから、当然君らは対価をテイクしないとダメだよね？』

『ダーリンカッコイイ～』

　乾の声の後に、以前聞いた女ディーの声が聞こえる。

「あの女は口と股またで男を悦よろこばせるだけ。木で偶くの坊ぼうはご飯食うだけで、ツンツン頭は金のことしか考えてないにゃ」

　皮ひ肉にくたっぷりのリリィは恐らく既にトラブルに巻きこまれた後なのだろう、もう私は知らんと言いたげに投げやりな雰囲気だった。

『これでは同盟軍ではなく、貴公の支配下に入っただけではないか！』

『今気づいたの？　遅くない？』

『もういい、貴公との同盟関係を破棄する！　一人でドロテアと戦いたまえ！』

『ふざけんなよ、そんなこと許すわけねーだろうが。金だよ金、金持ってこい。そうしたら俺様達が戦ってやる』

　チンピラ男も同じ部屋にいるようで、話し合いにきた相手を恫どう喝かつしているようだ。

「よその国からお金をもらっても全部あのツンツン頭がポケットにいれちゃうから意味ないにゃ」

「それ他の国、怒ってるんじゃないの？」

「もうカンカンにゃ。多分ここが攻められても誰も助けてくれないにゃ。戦士達も半分くらい辞めちゃったしにゃ」

「そりゃついていけなくなるだろうな」

「辞めた戦士は賢かしこいにゃ。今残ってるのは召喚で縛られている戦士か、いつ辞めるかタイミングを計ってる戦士のどっちかにゃ。忠誠を誓ってる者なんか今じゃ一人もいないにゃ」

　それくらいボロボロにゃ、と悲しげな目で言うリリィ。

「領民も大分酷ひどいことになってると思うが……」

「外で見たと思うけど、領地の税率を死ぬくらいまで引きあげたから領民はもうやっていけなくなってるにゃ。毎日夜逃げ朝逃げで、日に日に領民は減っていってるにゃ。でもそれでいいにゃ、さっさとこんなとこから逃げた方がいいにゃ」

　思ってた以上にやばいことになってるな……。

「そ、そうだエーリカさんは？」

「エーちゃんは他の王に援助を求めて駆けまわってるにゃ。でもここから遠い王にはドロテアのことは他ひ人と事ごとだし、近い王には悪評が広まってうまくいってないにゃ。こんな状態でドロテアが攻めてきたら戦う前に終わりにゃ」

『畜生、二度と来るか！』

『毎度あり～』

　隣の部屋で、恐らくカツアゲされた王が泣きべそかきながら城の外に走って行った。

「あ～あ、また敵作ったにゃ。そのうちドロテアじゃなくて同盟軍に襲われるにゃ」

　リリィは冗談めかして言っているが、ちっとも笑えない状況だった。

　もはやそんな風にしないとやってられないのかもしれない。

「これは言わないとダメだろ、それにあいつの抱えてる三人のディーはＳＳＲじゃないんだろ？　本当に襲われたら危ないぞ」

「言って聞くならエーちゃんが死ぬほど言ったにゃ、危険だって。でも王はほぼ全財産をはたいてあの三人を手に入れたから、全部偽物だって認めたくないにゃ」

「そうなのか……。でもやっぱり言った方がいいと思う」

「嫌な思いしたくなかったらやめた方がいいにゃ」

　リリィはそう言うが、俺はソファーを立つ。

「あたしもやめといた方がいいと思うぞ、あいつ既に詰んでる感じするし」

「そう言うな、これでも知り合いだ」

　そう言うとオリオンはしぶしぶ立ち上がり、俺の後ろをついてくる。

「くそくそくそっ！　どいつもこいつもなめやがって、僕以上にうまく指揮をとれるやつなんているわけないだろうが！」

　隣の部屋に入ると、乾は苛いら立だちながら近くにあった小さな机を蹴けり飛ばしていた。

　俺達がいた部屋とは比べ物にならないほど豪奢な装飾が施された部屋で、煌きらびやかなシャンデリアに獣皮の絨じゆう毯たん。金に困ってるとは到底思えない内装だった。

　部屋には乾が蹴り飛ばした机と、対面になったソファー、奥に執務用のデスクがあり、チンピラ男は執務用デスクに足をかけてナイフを手の中でくるくると弄もてあそんでいる。女ディーは露出の激しい服でソファーに横になっていた。

「乾」

　俺が声をかけると、ようやくこちらの事を認識したようで、さっきまでの苛立ち顔から一変して余裕のある笑みを作った。

「よぉ梶かじじゃんか、なに勝手に入ってきてんだよ」

「入れてもらった。それよりお前、この逼ひつ迫ぱくしてる状態でなにやってんだよ」

「お前には関係ないだろ、何しにきたんだよ？」

「戦争が始まりそうだから心配してきたんだろ」

「はぁ？　心配？　お前が僕を？」

「そうだ、心配しちゃ悪いかよ」

「あのさ、心配ってのはさ、出来る奴が出来ない奴を見ることを言うのよ。お前は僕が出来ないやつだと思ってるわけ？」

「現にうまくいってないだろ」

「ぐっ」

　正論を言われて、乾は顔をしかめつつ言いよどむ。

「ダーリン誰こいつ？」

「王だよ。お前もスカウトされただろ」

「こんなのいたっけ？」

　女ディーがこちらを見ると、予想以上にケバかった。おかめばりに白くて最も早はやホラーに近い。

「あぁ、そういえばいたわ！　顔が好みじゃなくて振ったけどさ！」

「そいつはいい、お前、顔面偏差値で振られてるじゃん！」

　乾と偽物のディー達が傑けつ作さくだと大笑いする。俺は後ろに控えているオリオンが飛び出さないように手で制するが、彼女の姿は既に後ろにはなかった。

「あんま調子にのんなよ雌めす豚ぶた、テメーらが全員ＳＳじゃねーことくらいバレてんだよ」

　オリオンは一瞬で沸点を突破すると、ソファーで寝ている女ディーに馬乗りになり結晶剣を突きつける。

「なによこの女！」

　女ディーが声を上げると、チンピラディーがオリオンに向かってナイフを投とう擲てきする。

　それを全て切り払うと、オリオンはアクロバティックな動きで後方宙返りしながら俺の隣に戻ってきた。

「やっぱこいつら雑魚だ。本物なら無様にマウントとられないし、しけたナイフもとばさない」

「お前、心配しにきたんじゃなくて喧けん嘩か売りにきたのかよ！」

　乾の怒りが爆発すると同時に、乾軍の重要戦力である人物が帰ってきた。

「マスター、戻りました」

「エーリカ、ちょうどいい、そこにいる奴を城から追い出せ！」

　エーリカさんは見下ろす形で扉のすぐ前にいた俺とオリオンを見る。

　エーリカさんは間近で見ると背が高い。

　踵かかとの高いヒールをはいてるのもあるけど、本人自身の身長が高い。そしておっぱいでかい。おっぱいおっぱい。

　わりと高校生男子としては平均くらいのはずなのだが、ヒールを入れたら余裕で一八○を超えるエーリカさんを見上げる。

「こんにちは」

「こんにちは」

　両者で会え釈しやくする、ちょっと和なごんだ。

「なにやってんだよ、追いだせって言ってんだろ！　それとブロンテス王の融資の話、どうなったんだよ！」

「すみません、頼みごとをするときに本人がいないのは話にならないと門前払いをくらってしまいました」

「はぁっ!?　あのクソ野郎、どうでもいい時にはほいほい顔出して来やがったのに、いきなり手の平返しやがって！」

　乾は怒り心頭に発しながら、今度はソファーを蹴りとばす。

「ダーリンあんまカッカしないで」

「くそくそくそブロンテスがダメなら後がないじゃないか。くそ、エーリカお前ほんと使えないな！　それでもＳＳＲかよ！」

「すみません」

「すみませんじゃないんだよ！　何がＳＳＲだ、僕の役に立たないＳＳＲなんてゴミといっしょなんだよ！」

「すみません」

　エーリカさんはただただすみませんと静かに頭を下げ、八つ当たりする乾に耐えるだけだった。

「お前、いい加減に……」

　俺が口を挟もうとすると、エーリカさんは俺の服の袖をつかみ首を振った。

　くそっ、そんなことされたら何も言えないじゃないか。

「とにかく出てけ！　お前の顔なんて二度と見たくない！」

　俺達は怒り狂う乾に城の外へと追い出された。

　全く聞く耳持たずの乾に、腕組みしながらどうしたもんかと考える。

「もういいじゃん、ここ勝手に滅びるよ」

　オリオンは頭の後ろで手を組み、興味なさそうに言う。

「俺もそう思うが、知り合いがむざむざ死ぬのを放置するのはな」

「人好よすぎ、あたしは帰る。あんなの助けても何の得にもならない。帰ってソフィーで遊ぼう」

　ソフィー〝と〟じゃなくてソフィー〝で〟のところに闇やみを感じる。

　仕方ない。俺もオリオンを追って今日のところは自城へと帰ることにした。
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　城壁の上に、小さくなっていく少年王と少女戦士の後ろ姿を見送るエーリカの姿があった。

　彼女の網もう膜まくには自分のバイタルや残存魔力、鎧よろいの各部ステータスが映し出されており、ターゲットにされている勇ゆう咲さくにはグリーンの円が体をロックしている。

　エーリカは小さくため息をついて視線を動かす。すると昔の写真が網膜に映し出された。

　彼女にカメラなどは必要なく、自分の目で見た情報を保存したいと思えばそのまま保存することが可能だった。

　思い出なんてものに特に興味のないエーリカだったが、一つだけ自分の脳内メモリーに設定されたアルバムフォルダを開くと、そこにはずらっと勇咲の画像が並んでいた。

「はぁっ……」

　エーリカのため息は深く、どこかしら悩まし気だ。

　そんな様子をリリィが隣で観察する。

「あんな王捨てて、さっさとあっちの王に鞍くら替がえするにゃ。今なら誰も怒らないにゃ」

「いえ、本機はあくまでマスターのもの。この命はマスターの為に使うと召喚された時から決めています」

「難儀な性格にゃ。このままここにいても滅ぶのを待つだけにゃ」

「そうかもしれません……。ですが、もしドロテア軍が攻めて来たら、退路ぐらいは切り開いてみせます」

「エーちゃん死ぬつもりにゃ。リリ知ってるにゃ、エーちゃんは自分の動力を暴走させて自爆することができるって」

「…………それしか選択肢がないときは、選ばざるをえないでしょう」

「馬鹿の為に命はるエーちゃんはもっとバカにゃ。命は軽くふっ飛ばすもんじゃないにゃ」

「すみません」

　しゅんと頭こうべを垂たれるエーリカ。その隣で腕を組むリリィはふぅっと大きなため息を吐つく。

「エーちゃんはなんであいつのこと好きなんだにゃ？　男の趣味をとやかく言うつもりはないけど、エーちゃんのスペックならもっといい男いるにゃ」

「えっ、す、好きってそんなんじゃ」

　エーリカの網膜に映し出されている体温が急激に上昇し、不自然な体の変化にチェック機能が警告のメッセージを表示する。

「こんな時にそんな……」

「こんな時だからこそ話すにゃ」

　リリィに促され、動揺から言葉を詰まらせるエーリカ。

「じゃあ、少しだけ……」

　今でも深く覚えている彼との出会いを、ゆっくりと思い出すように語るのだった。
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　エーリカの種族は融機人間セミメタルヒユーマンであった。

　融機人間とは高度な魔科学技術を持つ国、『浮遊大陸ガリア』出身の特殊な種族だ。

　古代錬金術師の民達が、不老不死の力を手に入れる為ために自らの体を機械と融合させて生まれたとされる。

　生まれがらにして機械と生体部が一体化している珍しい種だ。

　その融合比率はそれぞれ異なるが、エーリカの機械融合率は三八％と生体部分の方が多くをしめていた。

　融ゆう機き人じんの特異性は戦闘方法にも現れ、現行の魔法と対を成す魔科学を使用し、優すぐれた兵器を使って戦うことで有名だ。

　彼らは、人間達が弓や剣で狩りをしているときに、既に拳けん銃じゆうやマシンガンのような兵器を所持していた。しかし逆に人間が得意とする魔力エーテル生成を不得意としており、魔力が使えない分、優れた兵器に頼って生きてきたというのがガリア人の歴史でもある。

　エーリカの特徴は融機人にしては特異なケースである、体内で魔力を生成することができることだった。

　それにより、彼女は魔科学と魔法の両方を使用することができる、融機人の新たなる可能性とみなされた。

　容姿にも才能にも恵まれ無敵に近い彼女であったが、大きな欠点と自覚していることがあった。

　それは感情であった。




　エーリカは…………とても気が弱かった。




　自分自身でも同種と比べて感情機能が低く設定されていることは認識しており、様々な言語機能をインストールしてみたが伝達能力の低さが向上することはなかった。

　融機人には殆ほとんど見られない成長要素を保有し、魔法と機械を使いこなす。

　外見スペックも生体部分が多いため、白いスキンに青銀の髪、女性らしさを象徴する部位の成長も良く、誰からも美しいと認められていた。

　しかし本人は逆に他の融機人と比べた時の人間ぽさが気になり、結果、顔を隠すように機械兜アクテイブヘルムを装備し、自分の人間らしさを仮面で誤魔化そうとするのだった。

　エーリカ自身この性格を治したいと思い、外の世界に触れる事を望み、ガチャ召喚に応じることにした。




　出会いは四カ月前、乾いぬい王おうに召喚され数日しか経たっていない頃。

　乾王は最初のガチャで最高レアのエーリカを引き当て、自分の幸運を喜んだ。

　エーリカもその期待に応こたえる為、一人で難易度の高いギルド依頼をこなし続けた。

　ほんの数日でいくつもの高難易度依頼を達成し、乾は一瞬でギルドの有名人となっていた。

　彼女の名声はほぼ全すべて乾に吸い取られる形になっていたが、控えめな彼女にとってはその方がありがたかった。




　エーリカはいつも通り高難易度依頼を達成し、ギルドで次に受ける依頼を見み繕つくろっていた。

「うっ、卵拾いしかない……」

　卵拾いとは産卵期のジャイアントフロッグの卵を回収することだ。卵は放置すると巨大オタマジャクシが産まれてくるので、孵ふ化かしてから農作物を食い荒らす前に処理しなければならない。

　ベトベトにされるのでやりたくはないのだが、これ以外に報酬の良さそうなものは他の冒険者や王にとられてしまいなくなっていた。

　ギルド職員に聞けば、まだいくつか依頼がでてきたかもしれないが、内気な彼女がそんなことを聞けるはずもなかった。

　今日はもう遅いので、また明日依頼を見てみようと諦あきらめて踵きびすを返そうとしたとき、血まみれの少女を腕に抱いた少年が息も絶え絶えになりながらギルドに駆け込んできた。

「助けてください！」

　顔や服に血の汚れをつけた少年は、歯を食いしばり痛みをこらえるようにしてそう叫んだ。

　少年が話すことに聞き耳をたててみると、領地内に現れた魔物に襲われたらしい。

　血まみれの少女にはひっかき傷や嚙かまれた跡が見られ、だらりと垂たれた腕からは血が滴したたっている。

　少女はギルド職員に連れて行かれ急いで手当てが施ほどこされたが、一緒に来た少年の顔は青ざめたままだった。

　エーリカは一体何に襲われたのか気になり、珍しく声をかけてみることにした。

「大変……ですね」

　勇気を出して声をかけたのだが、最初少年は自分に声をかけられていると気づかず黙ったままだった。

　しかし目の前に立つエーリカを見て、ようやく自分に言われているのだと気づく。

「えっ……あっ、はい……」

　見慣れない服装からして、恐らくこの世界に召喚された王なのだろう。筋肉のつき方から見て戦士という線は早々に消えた。

「何に襲われたのですか？」

「ナーガです……蛇の下半身と人間の上半身をした怪物です……」

　エーリカは今の説明で少年が異世界から来たと確信する。

　ナーガは一般的にありふれているモンスターで、いちいち外見的説明をする人間はいないと言っていい。

　その説明をしたのは、彼にとってナーガが見慣れぬものだったからだろうと予測した。

「大きかったのですか？」

「一メートルちょっと……くらいかな。尻尾しつぽいれると凄すごく長かったですけど、起き上がった背の高さはそれくらいです」

「まだ子供ですね。では数が多かったのですか？」

「二匹です」

　数も決して多くない。その程度なら武器を持った大人一人でも追い払うくらいできるだろう。

　先ほど運ばれていった少女は戦士と見て間違いない。彼女ならば子供のナーガ程度ならなんとでもなるだろうし、最悪逃げようと思えば逃げられたはずだ。

「失礼ですが、彼女はなぜあれほどの傷を？」

「…………俺が……止めたんです」

「止めた？」

「ええ……やめろって」

「それはなぜ？」

「…………だって……生きてるじゃないですか」

　エーリカは一瞬彼が何を言っているか理解できなかった。

　生きてるのは当たり前で、生きてなかったら襲ってはこないだろうと。

「それは生きているから殺すのは可か哀わい想そうということですか？」

「…………」

　少年は答えない。それは肯定を意味しているのだろう。

　どうやら魔物の命を庇かばって、仲間に怪け我がをさせたようだ。

　本来なら呆あきれかえり、笑いものにされてもおかしくない事案だが、少年が己の身を守ることより、殺すことを恐れたことが気になった。そこで、もしやと思う。

「あなた日本はご存知ですか？」

　そう聞くと少年の目の色がかわる。

「日本を知ってるんですか!?」

「ええ、本機のマスターが日本出身です」

「そう、なのか。やっぱり俺以外にもここに来てる人がいたのか……」

　そう言って少年は安あん堵どと同時に、やはりここが自分のいた世界とは違うのだと理解して、複雑な表情になる。

「日本にはそのようなモンスターはいないと聞きました」

「ええ、いないです。モンスター自体存在しません……。モンスターみたいな奴はいますけど……」

「ここは日本ではなく魔物が存在する世界です。襲ってくるものは倒さないと自分が死にますよ」

「……ええ……でも、でも異形の形をしていても、人の体をして生きてるんですよ……。人殺しじゃないですか」

「人殺し……」

　まさかナーガを殺すことを人殺しと解釈する人間がいるとは。エーリカは軽いカルチャーショックを受けていた。

「ですが、そのせいで貴方あなたの仲間は大きな怪我をした。人の形をしているだけであれは魔物です」

「…………」

　エーリカは責めるつもりはなかったが、魔物を殺すことが人殺しなどと言う少年に少し苛いら立だちを覚え、自然と語気は強くなっていく。

「あ、貴方は王なのでしょう。そのようなことを言って兵を殺すつもりなのですか？」

「でも……でも……生きてるんですよ……命なんですよ」

　気づけば少年は涙を流して、嗚お咽えつをかみ殺していた。

　そこでエーリカは気づいた。この少年はよっぽど死から遠い世界からやってきたのだと。

　恐らくこの分では、生きるために必要な動物を殺すのも躊躇ためらってしまうくらい優しく、心が弱い。

　そんな人間が、まして全くの別種だとしても人間の形をしているものを殺せるわけがないのだ。

　なんたる優しさと慈悲の深さ、そしてなんたる偽善かとエーリカは思う。

　襲い来るものの命は刈り取る。

　自身の力が足りなければ死ぬ。

　命の上に命が立っている世界で、命は大事だから奪えないと、今時教会でもそんなことは言わない。

　そこでエーリカは少年と自分が似ていると感じる。

　いけないことだとわかっていても立ち止まって動けなくなる。

　その結果仲間を傷つけるようなことになってしまった。

　自分には力があったからそのような悲劇は起きなかったが、少年には力がなかった。

　これがもし自分に力がなければ立場は同じところにまで落ちていたかもしれない。

　そう思うと少年を責めるのは酷こくだと思った。




　傷を負った少女の容体が安定したとギルドの職員から聞かされ一いつ旦たんの安堵が訪れる。

　しかし彼はほっと胸を撫なで下ろしたのと同時にギルドから姿を消していた。

　どこに行ったのかとエーリカがギルドを出ると、少年は鉄の剣を露店で購入しているところだった。

　装飾も何もない、数回使用すれば折れてしまうような、鍛か冶じ屋やの失敗作。それを安値で売りだした処分品の剣だ。

　彼は粗悪な剣を握りしめラインハルト城下町を出て、元来た道を戻るようだ。

　エーリカはその少年が気になり、ついつい後をついていってしまう。

　そのままつかず離れずの位置をキープしたまま一時間近くが経過していた。

　遠い道を少年は一人、血まみれの少女を抱えたまま歩いてきたのかと思うと痛ましい気持ちになる。

　少年が行きついた先は、裏に大きな山が二つ、辺りには何もない寂さびれた城だ。

　恐らく自城なのだろう。

　崩れた城門に雨風を凌しのげる程度の屋根、おおよそ人が住める環境ではない。

　自分の城も年季が入ったものだが、この城に比べればよっぽど住み心地の良いところだろうとエーリカは思う。




　王が最初に与えられる領地と城には当たり外れがあると聞くが、まさかこれほどまでとは思わなかった。

　エーリカが少年の後を追い、人ひと気けのない真っ暗な城の中に入るとクチャクチャと何かの咀そ嚼しやく音が聞こえてくる。動物を喰くっているのか血の臭においが辺りには漂っていた。

　闇の中で輝く金の瞳ひとみが四つ、近くには動物の死体がいくつも転がっている。

　エントランスにいた二匹のモンスターがむくりと体をおこし、本来の主あるじを侵入者として威い嚇かくに満ちた目で睨にらむ。

　裏山にいたというナーガは、どうやら城まで降りてきたらしい。

　二匹のナーガは長い舌をのぞかせ、ガラガラと鳴き声をあげる。成体ではなく子供のようだが鋭い爪つめを伸ばし、威嚇しながら少年に近づいていく。

　エーリカは舌打ちを一つして、腰から拳けん銃じゆうを引き抜き、ナーガの眉み間けんに照準を合わせる。

　だが──

「うあああああああああああああっ!?」

　少年は雄たけびをあげながら、粗悪な剣を構えナーガへと斬きりかかる。

　突然の行動に驚いたナーガは、一匹は回避行動すらとれず体を袈け裟さに斬られて倒れた。

　もう一匹のナーガはすぐさま少年を長い爪で斬りつける。

　斬られた少年の腕から血ち飛沫しぶきが飛ぶが、少年は構わず残ったナーガに斬りかかる。

「おああああああああっ！」

　絶叫しながらの斬ざん撃げき。

　型も何もない、ただ振り回すだけの剣けん戟げき。

　ナーガが爪で剣を弾はじくと、少年の粗悪な剣はそれだけで刃が欠ける。

「畜生おおおおおおおっ！」

　めちゃくちゃに振るわれる剣を嫌い、ナーガは少年の背後に素早く回り込んだ。

　両腕を背後から押さえつけ、蛇腹を少年の胴体に巻き付かせると、そのままみしみしと嫌な音をたてて締め上げていく。

　顔の真横で舌を揺らしながら、早く死ねと笑みを浮かべるナーガ。

「うっぐ……っぐ……っぐ……」

　少年は再び泣きだした。

　痛みや恐怖から戦意を失ったのか、どちらにしても少年が危険な状態なのは間違いない。

　エーリカは崩れた柱の陰から構えた銃を撃つか撃たないか迷う。

　撃っていいのか？　ここで助けるのは簡単だが、今彼があの魔物を倒せなければいずれ近いうちに死ぬ。わかっていて助けるのかと。

　エーリカの網膜に映される少年のバイタルがみるみるうちに下がっていく。

　これ以上は危険と判断し、トリガーに指をかける。

「ごめん……ごめんなさい……」

　少年が謝罪する声をエーリカのスピーカーが拾う。

　直後背面にいたナーガの背中から剣が生える。

　笑みを浮かべていたナーガの顔は苦く悶もんにかわり、紫の血を吐きながらゆっくりと崩れ落ちた。

　彼の謝罪が誰に向けられたものかエーリカはすぐに理解した。

「ごめん……なさい……」

　少年のすすり泣く声が響き、穴の開いた城の天井からエーリカは空を見上げる。

　小さな星が夜空を滑り落ちていた。

　エーリカは悟った、彼はこの世界で生きていく覚悟をしたのだと。

　マスターは言った。自分のいた世界で誰かに襲われたことなど一度もないと。

　そんな幸せな世界をエーリカは夢に見ようと思っても見ることは出来ない。

　日本からやって来た少年はたった二匹のナーガに仲間を傷つけられ、自分の世界を否定された。

　この世界で自分は正しくないのだと教えられた結果なのだ。

　そして少年は剣を手に取り、自分のいた世界と決別した。

　でも、それはとても痛みを伴うもので、体の痛さなんかよりずっと心の痛みが強くて泣いてしまった。

　だが、それ以上に仲間の少女を傷つけられたことの方が重い罪だったのだ。

　だから自分の手でナーガを殺した。

　本来謝罪はするべきではない。

　ナーガは少年と少女を殺そうとした。それに対して少年は返り討ちにしただけ。

　この世界では何も珍しいことではない。

　でも、心が、彼の中の常識が罪悪感に耐えきれなかったのだろう。

『貴方は王なのでしょう。そのようなことを言って兵を殺すつもりなのですか？』

　エーリカはそう問うた。しかしそんなことは本人が一番強く理解し責任を感じていた。部外者がわざわざ口出しすべきことではなかった。

　ただの少年が王になった瞬間を見た、そんな気がする。

　エーリカのマスターは未いまだモンスターを自分の手で倒したことはない。

　恐らくエーリカがいる限り、マスターが直接手を下すことはないだろう。

　果たしてそれは本当に良いことなのだろうか？

　合理的に考えればそれで良い。

　王が戦いの場に出て、直接手を下すなんてことはあってはならないのだ。

　だが……嗚咽を漏もらす少年を見て思う。

　彼は精神的な面では一段階も二段階も前に進んだと。

　痛みを伴う成長は、いつか地力の差として確実に表れるだろう。

　命を奪った事のある王と、奪った事のない王。

　命に対する自身への跳ね返りを受け止められるのか？

　今もがいている彼は必死にそれを受け止めようとしているのだと。

　それは自分自身にも言えることだ。

　価値観なんてものは容易に変えられるものじゃない。

　それでも必死に抗って戦う少年は確実に成長していくだろう。

　自分もこのように変わることができるのだろうかと自問する。




　それから一週間後、ステファンギルドで王とエーリカは再会した。

　どうやら依頼クエスト帰りらしく、王と仲間の少女は派手に泥で汚れていた。お金のない王は低位の冒険者とさしてかわらないと言うが、どうすればあれだけ汚れられるのかエーリカの理解が及ばない。

「お前、普通水攻めするにしても、貯水池の水全部流し込むとかないだろ」

「咲さきだって、巣からゴブリンいっぱい出てきたから、これはもう水でも流し込むしかねーなって言ってたじゃん！」

「確かに貯水池から流れ込むように水路は作ったけど、全部は多いってわかるだろ！」

「仕方ないじゃん、水門開けたら閉まらなくなったんだもん」

「危うく水没した農作物弁償させられるところだったぞ」

「大丈夫だって、依頼者も顔引きつってたけど何も言ってこなかったし、全ては結果オーライだろ」

　二人は仲良く喧けん嘩かしつつ、報酬を受け取る為にカウンターの前に立つ。ギルド職員はなぜか二人に対して半笑いだった。

「ごめん梶かじ王、依頼者がやっぱり作物弁償してもらうから報酬出せないって……」

「「ギョエエエエ──！」」

　ギルド職員が申し訳なげに首を振ると、二人は悲鳴を上げた。

　あの二人またかよと、ギルド内に小さな笑いが漏れる。

　騒がしい二人がエーリカの前を通り過ぎる。

　どうやら彼は一人前にこの世界で生きているようだった。

　やはりあの時引き金を引かなくて良かったと安堵する。

「あっ、エーリカさん」

　王はエーリカを見つけると子犬のように駆けてくる。

「は、はい、なんでしょう」

　彼はあの後一度マスターである乾王と面会している。

　その時に二人が喧嘩になったこともあり、自分からは声をかけづらいエーリカだった。

「まだお礼が言えてなくて」

「お礼？　とはなんのことでしょう」

「以前オリオンが怪我をして、ナーガが城に入って来た時です。あの時エーリカさん、心配してついてきてくれたでしょう？」

「……気づかれていたのですか？」

「たまたま後ろ振り返ったら見えたんで。あの時銃を構えてたのは助けようとしてくれたんですよね？」

「ぐ、偶然です」

「はは、凄い偶然だな。でもそのおかげでモンスターを倒す覚悟が出来たんで」

「見られているのと、覚悟は繋つながりませんが？」

「いや美人に見られてたら、大抵の男は頑張りますよ」

「！」

　予想外の答えに、エーリカの体温が一瞬急上昇する。

「いえ……本機は何も」

「とにかくお礼だけしたくて。今度機会があれば一杯おごらせてください」

「……ええ、楽しみにしています」

「どこに一杯おごれる余裕があるんだよ。あたしの稼いだ金で女口く説どくとかいい度胸してんじゃん」

　眉まゆをつり上げた少女戦士が王の耳をつまみ、ギルドカウンターへと向かって行く。

「痛い痛い痛い！」

　その様子を見て、後ろでクスリと笑うエーリカの姿があった。





　　　　◇






「なんだにゃ、エーちゃんは美人って言われただけで落ちたのかにゃ？　チョロインかにゃ？」

「な、なんでそうなるんですか！　ほ、本機は人が成長する姿を見るのが好きで、それは決して恋愛感情云うん々ぬんでは……。そ、それに彼のおかげで本機も前を向いていこうと……」

　エーリカの声は段々尻すぼみになっていく。

「隠れてパシャパシャ盗撮してるエーちゃんが言っても説得力ないにゃ」

「ぐっ、なぜそれを」

「エーちゃん気づいてないけど、写真撮ってるとき口元ニヤけてるにゃ」

　ばっと自分の口元を押さえるエーリカ。

「まぁ少なくともウチのバカ王よりかは見てて楽しそうにゃ。それに召喚されてきた王にしてはそこそこ根性ありそうだし、兵も懐なついてるにゃ。つまりはそういうことだろうにゃ」

「別に本機は今のマスターが悪いとは思いません。そういう王もいると思いますし、むしろもっと非道なことを強要する王だっているでしょう」

「あのバカ王はそこまで頭が回ってないだけにゃ。それにエーちゃんが求めてるのは人の成長にゃ、バカはバカと気づいてないから成長もなにもないにゃ」

「口がすぎますよ」

「事実にゃ」

　二人は軽口をたたきながらもクスリと笑い合う。

　今まで男の人の話で盛り上がったことがなく、しかもこんな切せつ羽ぱ詰つまった状況でと思うと、なんだか笑いがこみあげてくるのだった。
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　エーリカとリリィが城壁の上で黄昏たそがれていると、その下で老年の騎士、ハイマンとロベルトが葉巻を咥くわえて紫し煙えんをくゆらせていた。

　彼ら二人も召喚された戦士であり、エーリカと同じ融機人間セミメタルヒユーマンであった。

　彼らは体の約九○％以上が機械であり、頭部以外はほぼ機械と言っても過言ではなかった。

　ロベルトは右手に組み込まれた年季の入ったマシンガンに弾薬を込め、ハイマンは常人では持つことすら出来ない巨大な剣を持ち上げる。

　改造に改造を加えられたハイマンの右腕バトルアームは肥大化しており、シルエットは右側だけが巨大でアンバランスだ。

　彼らの召喚時のレアリティはＨハイＲレアであったが、それはあくまで身体的ステータスだけを評価したレアリティであり、いくつもの戦場を越えてきた彼らにそのランク付けはあてはまらない。

「おじいちゃん達も無駄なことしない方がいいにゃ。せっかく長く生きてきたんだから、わざわざ縮ちぢめる必要ないにゃ」

「ありがとよ、でもジジィにはジジィのプライドってもんがある」

「ワシらは負け戦だろうが手を抜くつもりはない」

　老年の機械仕掛けの騎士はマシンガンと巨大な剣をクロスさせるように構え、不敵な笑みを浮かべる。




　ドロテア軍駐屯基地──

　バラン王との戦いの傷も癒いえ、ドロテア軍は次の目標を定め、既に作戦を展開している最さ中なかだった。

　全員が真っ黒な鎧よろいを身にまとい、素肌を露出させているものはいない。

　そんな中兜かぶとを外し、でっぷりとした顔を晒さらしている一ひと際きわ巨軀の男の姿があった。

　ドロテア軍遊撃部隊隊長、ジャガー・ラドンセル。

　禿とく頭とうに、紫のアイシャドウ、紫の口紅で化け粧しようをしているが、彼は男だ。

　ジャガーはコンパクトに映った自分の顔を見ながら両りよう頰ほおにパフをはたく。

「ヨホホホホ、目め障ざわりだったバランの婆ばばあは死んだ。後は弱小のザコ王ばかり。この大陸は既にドロテア様のものね」

「報告、西で展開している王の同盟軍ユニオンが領土侵犯を勧告してきています」

「領土侵犯？　寝ぼけたこと言ってんじゃないわよ。戦争はもう始まってんのよ。宣戦布告してすぐに攻め入りなさい」

「はっ！」

「邪魔するものは皆殺しよ。でも美少年は生け捕りにして連れて帰って来なさい。イケメンをたぶらかす顔の良い女は拷ごう問もんして苦痛を与えてから殺すのよ！」

　彼はこの大陸でも有名な男色家であり、フルフェイスの兜を被かぶった近衛兵達はジャガーが選えりすぐった美男子彼氏だった。

「報告します。東側海岸より魚人族が、我が領に向けて侵攻を開始しているとのことです。防衛部隊長テキーラ様から援軍の要請がきています」

「使えない雌メス豚ブタね。魚ごときにいいようにやられてんじゃないわよ。……そうだあちしいいこと思いついちゃった。あちしのお気に入りを残して後は全員魚人討伐に向かわせなさい」

　ジャガーはニヤリと笑みを浮かべ、部下に指示を出す。

「ぜ、全員ですか？」

「お気に入りは残せって言ってんでしょ？　脳みそ入ってんのアンタ？」

「しかし、それですと五○○人くらいしか残りませんが……」

「いいから早くやりなさいって言ってんのよ！　掘られてぇのかダボが！」

　言いよどむ部下を野の太ぶとい声こえで怒ど鳴なり散ちらすと、黒こく鎧がいの部下は慌てて走り去った。

　報告を終えた兵が走り去ると、ジャガーは懐ふところから次の標的の写真を取り出し、悩ましげな表情を浮かべる。

「すぐに会いに行くからね、乾いぬい王おう。最高の余興を用意したわ。ん～まっ」

　語尾にハートがつきそうなくらい甘ったるい声で、ジャガーはぶちゅりと写真にキスをした。
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　俺達は装備の新調の為ため、ディーの私兵を連れてラインハルト城下町へと来ていた。

　皆が装備を新調するまで暇ひまなので、オリオンとディーとソフィーの四人でギルドにて依頼を探す。

「小規模チャリオット向けの依頼を探しているのですが、見つかりませんね」

　ディーとソフィーは「う～む」と首を傾かたむけながらクエストボードに張り付いている。

　俺とオリオンはギルドに併設された酒場のカウンターに腰をおろし、ミルクとオレンジジュースでちびちびとやっていた。

「ねぇ咲さき、普通にジュースとか飲んでるけどお金大丈夫なの？　ゴーレムの核コアまだ売れてないんでしょ？」

「あぁ、あれ以外にもこの前裏山でとれた結晶石クリスタルが、かなりいい額になったから気にするな」

「へー、じゃあボーナス貰もらえたの？」

「ボーナス？」

「あれ、咲この前累計なんとか突破ボーナスで石ゲットだぜ、とか言ってなかった？」

　言われてみれば確かに。

　アプリを立ち上げる度にちょいちょいログインボーナスなどで召喚石を貰えたりするのだが、その中で総資金ボーナスという稼いだお金によって召喚石が貰えるやつがあるのだ。

　俺がスマホを開いて画面を確認してみると、お知らせの項目に【！】マークがついているのが見えた。

「おっ、ほんとにきてる」

　累計資産額一○○万突破ボーナスで、なんと気前よく召喚石が三個も配布されていた。やったぜ、と喜んだが、どうやらお金に関するボーナスはこれで終わりのようだ。

　更にスキルガチャ解禁と、今までなかった新たなるガチャ項目が表示される。

「スキルガチャ？　なんじゃこれ」

　項目をタップすると、そこには王専用スキルガチャと表記された、いつもの召喚ガチャとうり二つの項目が表れる。

　説明項目を見ると、スキルガチャを回して出てきたスキルをその場で習得できるらしい。

　すげぇなこのシステム。真ま面じ目めに魔法とか覚えようとしてる人バカにしてんな。

「スキルガチャか、どうせ召喚石いるんでしょ？」

　でもお高いんでしょう？　と思いながら画面をスクロールさせていくと、初回ＳエスＲレア確定一○連ガチャが無料で引けちゃう！　とまさしくどこぞのソシャゲーで見たことのあるうたい文句が躍おどっている。

　しかも現在高レアスキル確率アップ中らしい。これは射しや幸こう心しんを煽あおられジャブジャブしたくなる。

「タダで回せんのか……」

　ガチャの間じゃないけど回せんのかな？　と思いつつガチャを引くのボタンをタップする。すると画面にいつものガチャガチャマシーンが表示され、凄すごい勢いでカプセルが吐き出されていく。

　合計一○個のカプセルが表示され、その中になんと二つも金色のカプセルがある。

　ＳＲ確定と書かれていたので、恐らく確定分のものと、もう一つは自力で引き当てたもののようだ。

　次項目を表示させると、獲得したスキルが一覧で表示される。





取得スキル一覧





　ワーカー　家事＋１（Ｎノーマル）ＮＥＷ




　トークマン　話術＋１（Ｎ）ＮＥＷ




　カリスマ　魅力＋１（Ｎ）ＮＥＷ




　フラッシュムーブ　転移魔法（ＨＲ）ＮＥＷ　※使用制限有




　メンタル　精神耐性＋１（Ｎ）ＮＥＷ




　オーバードライブ　スキル限界を超える（ＳＲ）ＮＥＷ　※使用制限有




　ファイアⅠ　小さな火を操れる（Ｒレア）ＮＥＷ




　ストレングス　筋力＋１（Ｎ）ＮＥＷ




　カースドリリース　呪い状態を解除（ＳＲ）ＮＥＷ　※使用制限有、使用者には効果なし




　クイックハンド　技量アップ（Ｒ）ＮＥＷ





　俺は一つ目のスキルを見ただけでゴミガチャだなと察しがついた。

　お前、家事プラス１て、どこのスキル強化してんだよ。

　恐らくかっこ書きされているのはレアリティで、戦士ガチャと同じくＮが最低でＲ、ＨＲ、ＳＲ、ＳエスＳエスＲレアの順番でレアリティが高いのだろう。

　このＮは恐らくゴミだな。長年のガチャ経験が一瞬でそう判断したので、説明も適当に読み飛ばした。

　読み飛ばすといっても、家事能力が上がるなどの説明にもならない文だが。

　多分重要なのはＲ以上のスキルだろう。オーバードライブとか明らかに強そうである。

「なに、なんか便利なの当たった？　ご飯作れるようになるとか？」

　オリオンの予想は当たらずとも遠からずだった。

「家事スキルが上がったらしい」

「なにそれ凄いじゃん。一流の皿洗い目指そうよ」

「なんで皿洗い限定なんだよ」

「あ、あいつは一流の皿洗い師!?　って恐れられる存在になろう」

「そいつは単純に仕事できないか店にいじめられてるかだろ」

　てか皿洗いに一流なんてあるのか。

「オーバードライブ、スキル限界を超える」

　説明がアバウトすぎてよくわからん。解説Ｗ○ｋｉでもないのか。

　同じくＳＲのカースドリリースも指定した呪い状態を解除するとだけしか表記がなく、イマイチ使いどころがわからない。

　しかも両方とも使用制限有の注釈がついているのに条件の記載がない。

「このガチャの説明文書いた奴、雑な仕事しすぎだろ……」

　もしかしてＳＲなのに使えないの二つも引いた？　と嫌な汗が流れる。

「他には……クイックハンド、技量アップってどういうことだ？」

　一般的なゲーム知識で考えると、銃のリロードやエイムが速くなったり、アイテムを盗んだりできることだと思うんだが。

　俺は手首をくるくる回しながら、クイックハンドを使用してみる。

　どうやらスマホから能力を使用するタイプと、自分の任意で発動できるタイプがあるらしく、クイックハンドは後者のようだった。

「クイックハンド！」

　別にスキル名を言う必要はないのだが、必殺技とか覚えたらなんとなく言いたくなる。

　俺の手がきらりと光ると、手首の動きが目に追えないくらい素早くなる。

「おっ、なんか凄そう」

　と思った瞬間、俺の手は目にもとまらぬ速さでオリオンの胸を揉もむ。

　柔らかく、それでいてどっしりとした重量があり、スウィートである。

　俺の頭は木製のジョッキグラスで思いっきりぶん殴られた。

「バカみたいなスキル覚えんな！」

「ふふ、今何回触ったと思う？　わずか二秒で一○回もお前のおっぱい触ったんだぜ？」
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　チートスキルみたいだろ？　とドヤ顔すると、もう一発ジョッキで殴られた。

「ほんとすまん」

　いや、でもこのクイックハンドはいろいろ応用がききそうで面白い。

　俺は更にスマホの画面をスクロールさせる。

「フラッシュムーブ。一度訪れた事のある街や城に転移することができる。……あー、ルー○とかテレポートとかＲＰＧでよくある類たぐいのやつだな。あれ大体低レベルで覚えるもんだと思ってたがＨＲクラスのスキルなんだな」

　ただし有効範囲がある為、一度行った場所でも遠すぎると能力が実行できない可能性があります。また本スキルはお使いの端末がないと使用できませんと注意書きがされている。

　このスキルを作った奴、何かしら欠陥をつけないと気がすまないのか。

　端末って多分スマホの事だからそれはいいとして、移動スキルに範囲制限設けちゃダメだろ。

「なにそれ？」

「できるかどうか試してみるか」

　俺は警戒するオリオンの肩に手をかけて、スマホから王のスキルを選択する。

「フラッシュムーブ！」

　俺とオリオンの体が浮遊感に襲われ、ふわりと酒場の椅い子すから浮かびあがる。

「えっ、なにこれ!?」

「これで城まで帰れるみたいだ」

「なにそれ、すげー便利じゃん！」

「褒ほめよ称たたえよ」

　俺が天てん狗ぐになっていると、浮き上がった俺達の体が急上昇し、ステファンギルドの屋根に突き刺さった。

「おい……、こら」

「はい、すみません」

　どうやら屋根のあるところでは使えないようだった。

　俺がオリオンに謝っていると、隣にソフィーとディーの頭がズボっと飛び出してきた。

　どうやらフラッシュムーブの範囲で巻き込んだらしい。

「王様、わたしをてるてる坊主みたいにして、何の遊びですか？」

　笑顔のソフィーが超こええっ。

「王よ、スキルを使うならちゃんと範囲指定をしてください」

　呆あきれ顔のディー。多分バラン王もスキルを使えたから知ってるんだろうな。

　スマホを確認すると、範囲の設定とかちゃんとありました。

「はい、すみません」

「それと転移魔法は移動距離によって魔力の消費量がかわります。調子に乗って遠くに移動すると魔力切れで倒れますよ」

　転移魔法欠陥多すぎだろ。

　ゲームの主人公って凄かったんだなと実感する。

　俺達はギルドの屋根をぶっ壊して、顔を引きつらせるギルド職員に平謝りする羽目になった。

「使えそうなのはこのフラッシュムーブと、クイックハンドってやつくらいだな」

　ファイアも使ってみたが指先からマッチみたいな火が出るだけで、焚火するときに使うくらいしか用途はないだろう。

　ＳＲのオーバードライブとカースドリリースもきっとどこかで使うところがあると思うのだが、今は宝の持もち腐ぐされになるようだ。

　スキルガチャの画面を確認すると、今度からスキルガチャを回すにはダンジョン報酬や領土戦争などで手に入るスキル石が必要になるようだ。

　しかしガチャ回して指先から火が出たり、家事能力が上がるのってどうなんだと思う。しかも取得に拒否権がないので勝手に変なスキル覚えそうだ。

　俺が覚えたてのスキルを使って遊んでいると、装備を新調し終えたディーの私兵達がぞろぞろとステファンギルド前に集合してきた。

「よし、買い物も終わったみたいだし、今日のところは帰るか」

　俺が立ちあがってギルドの外に出ようとした時、ギルド職員達が難しい顔で話をしているのが見えた。

　乾の名前が聞こえてきたので、話に聞き耳を立てると、乾の所属する同盟軍とドロテア軍がぶつかったらしい。

　嫌な予感を覚え、すぐさまカウンターに走って詳しい話を聞かせてもらうことにした。

「おじさん、今の話本当？」

「戦闘ってほど大きなものは起きなかったらしいよ。ほとんどドロテア軍の圧勝……というより戦う前から同盟軍の士気が下がってて、大人と子供の喧けん嘩かみたいになってたらしい。今も戦闘中みたいだから結果はわからないけど……」

　ふとっちょのギルド職員は苦い顔をしている。

　ドロテア軍の急激な規模拡大にさすがに危機感を覚えているようだ。

「同盟軍の王がどうなったかわかりますか？」

「まだ逃げのびてるみたいだけど、多分時間の問題じゃないかな」

「それならもう降こう伏ふくした方がいいですよね？」

「降伏を許してくれる相手だったらね。ドロテア王は残虐で有名だから」

「あの、その中でＳＳＲクラスのエーリカって人がいるんですけど、どうなったかわからないですか？」

「あぁ乾王の側近でしょ」

　ギルド職員は言いづらそうに顔を背ける。

「乾王のところは豚攻めにあったって聞いたよ。なぜ彼のところだけかはわからないけど」

「豚攻め？」

　なんだそれ？　と首を傾かしげると、ディーが苦い表情で説明する。

「飢うえたオークの集団を敵の領地に放つことです」

「…………」

　オークとは豚の亜人種で、豚の頭にでっぷりと肥えた体、体長は二メートルから三メートルを超えるものが多い。知性が低い分、力が非常に強く、本能に忠実で、食欲、性欲、睡眠欲の三大欲求をところかまわずしたいと思ったらする。まさしく獣ケダモノと呼ぶに相応ふさわしいモンスターだった。

　個としての能力はそれほど高くなく、知能が低いことも相まって、一匹、二匹程度なら並の冒険者でも倒すことは可能だろう。

　しかしその知能の低さをカバーし、圧倒的な力を発揮するときがある。

　それが飢えだ。

　飢き餓が状態にあるオークは恐ろしく凶暴で、全すべてを見境なく襲い、壊し、犯す。

　魔獣の本能である暴力性が増し、理性が消し飛んだオークは大人だろうが子供だろうが容よう赦しやせず、人間だろうと腹を満たす為に喰くらう。

　そして腹が満たされれば次は犯す。

　飢餓状態のオークの群れが確認された場合は、ラインハルト城のような中立城から特別警戒令が発令され、ドラゴンのような脅威モンスターと同じ災害クラスの魔獣として扱われるほどだ。

「…………」

「咲、ダメだぞ。行っても死ぬだけだ」

「わかってる。皆を危険な目にはあわせられない」

「残念ですがわたし達にできることは神に祈ることくらいしかありません……」

　ソフィーは胸元で十字を切った。

「…………」

　頭の中に浮かぶ乾やエーリカさん達。

　俺が行ってどうにかなるものではない。

　むしろドロテア軍に目をつけられる可能性だってある。

　ここで動くことは下策の下策なのだ。

　俺は今すぐにでも駆けだしたい衝動をぐっと抑えつけた。
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　勇ゆう咲さく達がギルドで話を聞く、二時間ほど前。

　乾城領地周辺をドロテア軍は取り囲んでいた。

　ドロテア兵の数は少なく、黒鎧を身にまとった兵の数は五○○人にも満たない。

　二○○人程度の私兵しかもたない乾軍とは倍近い差ではあるが、大国であるドロテア軍の規模から考えれば少なすぎる兵の数だった。

　なぜこの程度の兵数なのか？　よっぽどなめられているのか、それとも精鋭ぞろいでやってきたのかはわからない。しかし現状ドロテア軍が乾領を取り囲んでいるのは事実であった。

　本来ならば同盟軍が助けにくるはずだったが、予定の時刻になっても同盟軍は到着しなかった。

　王である乾はこの状況に取り乱し、周囲に怒鳴り散らす。

「ふざけんなよ！　なんで僕のところに一番にくるんだ!?　それに同盟軍の奴らはどうしたんだよ！　なんで誰も助けにこないんだ!?」

　その様子をリリィは白い目で見つめる。

「見捨てられたにゃ」

「はっ!?　ふざけんなよクソ猫！　お前らがしっかりしてないから、僕が弱そうだと思われて最初の標的にされたんだろ！」

「一番頭悪い奴のとこに来ただけにゃ」

　ボソリと毒づくリリィ。

　そのことに気づかず、乾は髪の毛が千切れそうなくらい頭をかきむしって声を荒らげる。

「ディー達はどこ行ったんだよ！　今こそあいつらに働いてもらうときだろ！」

「ＳＳＲだろうがドロテア軍の物量に囲まれたら終わりにゃ」

「それをなんとかするのがＳＳＲだろうが！」

「王は何か勘違いしてるにゃ。ＳＳＲだろうがナイフ一本でも死ぬときは死ぬにゃ」

「うるさいうるさいうるさい！　いいからあいつら全員呼んで来い！」

　バカにつける薬はないにゃ、と再び毒づいてリリィは三人のディーの部屋を回る。

　しかし三人とも示し合わせたかのように置き手紙を残して姿を消していた。

　手紙を回収して、リリィは乾の元に戻った。

「何だそれ？」

「手紙にゃ」

「言わなくてもわかる、バカにしてんのか」

　バカにしてると言いそうになったのを喉のどの奥に飲み込んで、手紙を乾に手渡す。

　女ディーから『ごめんダーリン、昔の彼とより戻すことになったから帰るね』と。

　大男ディーからは『これはオデののぞむたたかいではない。まけいくさのためにきでんについてきたわけではない。たたかいをもとめてたびにでる』と。

　チンピラディーからは『ドロテアの軍勢とやりあうには報酬一億ベスタ必要だ。だが、お前に支払い能力がないのはわかってるから、俺様はずらからせてもらう。悪く思うなよ』と。

　手紙を全て読み終えて、怒りから手が震ふるえる乾は全てを破り捨てた。

「あ、あいつらぁぁぁぁぁぁっ！」

「ちゃんと契約しなかった王が悪いにゃ。あれだけ金払ったんだから無理やりにでも召喚石使わせて契約しとけばコマンド使えたにゃ。それをフリーの傭兵と同じ無石契約アンリミテツド扱いにしてた王が悪いにゃ」

「騙だまされた僕が悪いって言うのか！」

　リリィは言葉にはしないが、視線で「そうに決まってんじゃん」と語っていた。

「ハゲタカが逃げただけにゃ」

「エーリカ！」

　乾は怒鳴り声でエーリカを呼び出すと、何を言われるか既に理解した機械鎧オートメイルの少女が現れる。

「城を取り囲んでいる敵を全員蹴け散ちらせ！　僕の城に一人も入れるな！」

「無茶苦茶にゃ、つきあいきれんにゃ」

「お前も行くんだよ！」

　乾はスマホをリリィにかざす。彼女は召喚によってやって来た為、ディー達とは違い強制的に命令を従わせる【コマンド】を使用することができるのだった。

　リリィもそれがわかっている為、城から逃げ出さずにいたのだ。

「クソ野郎にゃ、死んだら化けて出てやるにゃ」

　リリィは狩猟弓と矢筒を担いで外へと出る。

　エーリカも何も言わずリリィの後に続こうとした。

「待て、お前らは城の防衛に回れ」

「マスター、領民の避難が出来ていません。ここは領地の最前線で防衛線を張るべきです」

「ダメだ。僕の領地を守り切るには手て駒ごまが足りなすぎる。最悪領地くらい奴らの好きにさせてやっていい」

「しかし……」

「うるさい、僕が良いって言ってんだよ！　お前らは絶対にこの城から離れるな！」

「それでは領民達を城へと避難させましょう」

「それもダメだ。そんなことしたら奴らはすぐに城へ殺到する」

「どのみち領地を荒らしたら城に来ます」

「それでもやって来る時間は遅くなる」

「領民を時間稼ぎに使うつもりですか？」

「僕は王なんだから、領民が王のために動くのは当然だろ！　あぁＲ以下の戦士は領地に配置していいよ。あいつらには期待してないし」

　エーリカはギリッと拳こぶしを握りしめる。

　あまりにも身勝手な物言い。

　この男が他の非道な王と比べてまだマシと言ったことを取り消したくなった。

「そういうわけだから。お前らはきっちり敵を城に引きつけておけよ」

　乾は【コマンド】を使用し、腕の立つ召喚兵全員を無理やり従わせ城の防衛につかせると、自分は慌ただしく走り去る。

「あいつ全部見捨てて逃げる気にゃ……」

　それはエーリカも見ていてわかった。

「行きましょう。既に命令は下されています」

「本気かにゃ。相手はドロテアにゃ」

「どのみち我々に退路はありません……」

　エーリカは外へと出ると城門前でふわりと浮かび上がる。

　城門前には仁王像の如ごとくロベルトとハイマンが立ち、城壁上にはリリィが矢をつがえ、上空にエーリカが浮かぶ。

　城壁の外にある領地には幾人かのＮとＲの戦士達が待機し、踏み込んでくるドロテア軍に備えている。

　戦士達は皆、乾の【コマンド】により無理やり従わされている者達で士気は低い。

　よって要かなめとなるのはロベルト、ハイマン、リリィ、エーリカの高レア四人だけだ。

　領地内の避難も完全には行われておらず、家の中で怯おびえる領民の姿も見える。

　領地には是が非でも入れるわけにはいかないのに、自分には民を守る権利すらないことにエーリカは強く歯は嚙がみする。

「来たぞ！」

　ロベルトが眼球に装備された望遠レンズをズームにし、土煙の上がる平原を睨にらむ。

「なんだありゃ……箱……いや、檻おりか？」

　ロベルトの目には二列になった何十頭もの馬が、巨大な檻を牽引してくるのが見えた。

　馬車は領地のすぐ前で停車すると、ゆっくりと鉄格子が開いていく。

　中に閉じ込められていた魔獣達が解き放たれるのを見て、ロベルトは咥えていた葉巻をポロリと落とした。

「畜生くそったれめ、奴ら豚攻めしてきやがった！」
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　蟻ありが角砂糖に群がると例えればいいのだろうか。

　乾領を取り囲む飢えたオーク部隊の進撃は、並の兵、ましてや非力な領民がなんとかできるようなものではなかった。

　重量級魔獣の大群による蹂じゆう躙りんと破壊。

　飢餓により理性を失ったオーク達は、赤き目を光らせながら無差別に街を破壊し尽くす。

　無論人間もその破壊対象に含まれており、領地内には悲鳴とオークが領民を追い回す足音がいたるところから響いてくる。

　家族を守る為に立ち向かった男は、躊ちゆう躇ちよなく振り下ろされた棍こん棒ぼうによって呆あつ気けなく頭をカチ割られて倒れた。

　納屋の中で息をひそめていた母と娘を、オークは優れた嗅きゆう覚かくで居場所を見つけ出し無理やり外へと引きずり出した。

「いや……やめて」

「お母さん……」

　フゴフゴと耳みみ障ざわりな鼻息を響かせると、オークは持っていた武器を放ほうり捨て親子の服を引き裂いた。

　男は容よう赦しやなく殺され、女は捕まる、人間の尊厳を徹底的に奪う悪夢。

　そんな絶望的な光景が乾領の各地で広がっている。




　オーク達が暴力と欲望を領民にぶつけている最中、突如頭上から『パンッ』と何かが破裂する音が響く。それと同時に街全体に眩まばゆい光が差した。

「フゴ？」

　それまで本能のみに突き動かされてきたオーク達が、乾城上空に輝く光の玉を眩まぶし気げに見上げる。

　真っ白な光はエーリカが放った閃せん光こう弾だんで、オークは強い光を拒こばむ。

　その為強い光に対しては身を隠したり、光の元を絶とうとするのだ。

　エーリカはその習性を利用し、城へとオークを呼び寄せたのだった。

　このことを乾が知れば憤ふん慨がいすることは間違いないが、彼は今逃亡する為に城内の金品をかき集めている最中でそれどころではない。

　オーク達は全ての略奪行為を中断して立ち上がると、苛いら立だった鳴き声をあげながら乾城へと移動を始める。

「よーし、よくやった。豚どもがこっちに向かってくる」

「もう一発いきます」

　ロベルトがオークの移動を確認すると、エーリカは二発目の閃光弾を放つ。

　するとのろのろと歩いていたオーク達が一斉に走り出してくるのが見えた。

「いいぞ、しょせん頭空っぽの豚野郎だぜ！」

「喜んでる場合じゃないにゃ！　凄い勢いでこっち来るにゃ！」

「城門を閉めろ！　投石機用意！」

　ハイマンの命令で城門が閉じられ、彼とロベルトを除く全員が城壁に上る。

　城へと勢いよく殺到してきたオークの群れに、リリィ達弓兵部隊は弓を構えて引き絞った。

「オークは体に当ててもダメ、頭を狙ねらうにゃ！」

　リリィが矢を放ち、右腕を頭上で振ると、放たれた矢が直角に軌道をかえてオークの頭に突き刺さった。

　矢の雨と投石による攻撃で、先頭のオークの波が崩れていく。

「次にゃ！」

「エーテルリアクター起動、圧縮エンジン正常加圧中……魔導砲展開」

　城壁の中空に浮かぶエーリカが、オークの群れに照準をつける。

　彼女の両肩部で浮遊している球体が高速で回転し、エネルギーを発生させていく。

　バチバチと魔力が反発しあう音が鳴り響き、周囲に稲いな妻ずまにも似たエネルギーを発生させる。

「エネルギー充じゆう塡てん率四○％、バレル開放、魔導砲装そう塡てん」

　球体の形状が大砲のように長い砲身へと変化し、外側に刻まれた魔力回路が紫電の光を放つ。

「魔導砲発射！」

　ドンっと爆音を上げ、圧縮された魔力の砲弾が発射される。それと同時に魔導砲の廃熱機構から大量の蒸気が吹きだす。

　砲弾は真っ赤な弧を描きながらオーク集団のど真ん中で爆発を巻き起こした。

　領地への被害を考えるとフルパワーで攻撃することはできないが、半分にも満たないパワーでもオークの群れは紙細工のように吹き飛んでいく。

「バレル冷却開始、圧縮エンジン再加圧、第二射装塡、射撃モードを収束砲撃から拡散放射に変更」

「オラオラ豚ども、かかってきやがれってんだ！」

「全員気合い入れろ！」

　ロベルトは右腕のマシンガンを撃ち鳴らし、ハイマンは巨大な剣でオークの分厚い脂肪ごと、なます切りにしていく。

　上空からはエーリカが威力を拡散させ、範囲を広げた魔導砲を発射する。

　魔力耐性の低いオーク達は、降り注ぐ魔導砲の雨に足を止めざるをえなかった。

　そこをロベルトとリリィが狙い撃ちにし、近づいてきたものをハイマンが斬きり伏せる。

「よーし順調に焼き豚の出来上がりだ！」

「こんなにあっても食いきれねーな！」

　ガハハハと老年の機械騎士達は笑う。だがオークの数は全く減っておらず、次から次へと新しいオークが殺到してくるのだ。

　仲間の死体を踏みつぶしながら、赤い目をした魔獣達は城の中にいるものを全て喰らい犯しつくしてやろうと突き進む。




　その様子を遠目に見ていたのは、ドロテア軍遊撃隊長であるジャガーだった。

　彼は双眼鏡でエーリカの姿を確認すると、不快気な表情を浮かべる。

「なーによあれ～。あちしの可愛かわいい豚ちゃん達、なんで領エ民サを無視して城に行っちゃうわけ～？　大体あの空飛んでる女何よ。あんなのがいるなんて聞～てないわよ～」

「乾王の側近である、エーリカという女でクラスはＳＳＲとのことです」

「女ぁ？」

　途端にジャガーの声が低くなる。

「はっ、乾王初の召喚兵とのことです」

「なによそれ、乾カ王レの初めての女ってことなの？」

「ま、まぁ……」

　ジャガーはドリアンのような顔を歪ゆがませて、自分の持っていた双眼鏡を握りつぶす。

「そんなの許せないわ。乾王の童貞があの女にとられた可能性があるってことよね？」

「い、乾王が童貞だったかどうかはわかりませんし、肉体関係の有無もわかりませんが……」

「あの女八つ裂きにしたいわ。兵に連絡しなさい。空に浮かんでるあの女を叩たたき落として、惨むごたらしく殺しなさい。アレの使用も許可するわ」

「はっ！」

　部下は苛立ちおさえきれぬジャガーから逃げるようにして走り去る。




「オーク達が大分ばらけてきたにゃ！」

「全員きばれよ！」

「はい！」

　エーリカの魔導砲さえあれば敵は正面に立つことができず、まとまって攻撃することができない。

　城の立地を生かし、防衛に専念すれば負けはしない。

　このままドロテア軍が疲ひ弊へいし、戦闘休止まで持っていければチャンスはある。乾軍全員がそう確信していた。

「見ろよ。豚ども前に行くのを嫌がって徐々に後ろに下がっていくぜ！」

「もう少しラインを下げさせたいですね」

「エーちゃんあんまり無茶しちゃダメにゃ」

「もう少し下がってくれれば、魔導砲で一気に殲せん滅めつすることも可能です」

　中空に浮かぶエーリカは徐々にだが前に出始めていた。と言っても乾のコマンドによって城に縛られている為、前進したと言っても微び々びたるものだ。

　しかし、そのわずかな前進が明暗を分けることとなる。

「撃てぇっ！」

「!?」

　突如眼下から声が響き地上を見おろすと、黒鎧の兵士達が巨大な大砲を構え、滞空中のエーリカに狙いをつけていた。

「ドロテア兵！」

　気づいた時には既に砲弾は発射されていた。

　エーリカは身構えるが、彼女の目の前で炸さく裂れつした砲弾は、パンッと軽い音をたててはじけ飛ぶと、弾頭の中に詰め込まれていた真っ黒い水みず餅もちのようなモンスターが空中で襲い掛かった。

「なっ!?　スライム!?」

　スライムを砲弾に入れるという奇策に驚かされ、エーリカは一瞬反応が遅れてしまった。

　そのせいでスライムは頭から覆いかぶさるように彼女の鎧にへばりつく。

　力任せに引きはがそうとするが、ぴったりと張り付いたスライムはビクともしない。

　スライム自体は低級の魔物で基本的に色で種別がわかり、特技を持たない青、毒と腐食特性を持つ緑、物理攻撃を無効化する銀などが有名だが、黒いスライムは見たことがなかった。

　見たことがない分、どのような効果を持つかわからないのが恐ろしい。

「な、なんなの!?」

　毒や、麻ま痺ひなどの状態異常や、石化などの呪のろいは検知されない。しかしただ張り付いているわけがない。そう思ったエーリカの予想は正しかった。

　彼女の網膜に表示されるステータスの中で著いちじるしく低下している項目があった。

　それは彼女の残存魔力で、数値化された魔力が凄すさまじい勢いで低下していく。

「ドレインスライム！」

　魔力を吸い上げる希少スライムで、一度張り付いたら全ての魔力を吸い上げるまで離れないと言われている。

「まずい、鎧の機能が止まってしまう！」

　魔力によって制御されているエーリカの鎧は、その供給源が断たれると著しい制限を受ける。

　攻撃能力だけではなく飛行能力、魔力障壁の一切が消失し、まともに動く事すら困難となってしまう。

　このままでは敵の中心に墜落する。そう悟さとったエーリカは鎧の一部を自ら破壊した。すると破損した部位がバチバチと火花を上げ漏電しだす。

　彼女が残った全魔力を鎧に回すと、漏電した部位が激しくスパークし、自分諸もろ共ともドレインスライムを感電させたのだ。

　パンパンと音を立て火花を上げる鎧を飲み込んだスライムは、体全体から煙を上げ、ボタリと剝はがれ落おちた。

　しかしその時にはエーリカの魔力は九割以上も吸い上げられ、飛行能力に異常をきたしていた。

「飛行フライトシステムを最優先で復旧……キャアアアアッ！」

　墜落しかけている体を急いで立て直そうとするが、それを阻止する雷がエーリカの体を襲う。

　ドロテア兵達は彼女が防御能力を失ったところを見計らい、墜落に雷撃魔法を合わせたのだ。

　気を失ったエーリカは、なすすべなく地上へと落下する。

　ズドンと凄まじい音を立てて落下すると、その衝撃で彼女は意識を取り戻した。

　しかし魔力をほとんど吸い上げられてしまい、自分の体を満足に動かすこともできなくなっていた。




　エーリカが城門の外へと落下すると、すぐさま大量のドロテア兵が押し寄せ彼女を取り囲む。

「エーちゃん！」

「嬢じようちゃん！」

　リリィとロベルトはエーリカが落とされたことに気づくが、オークに道を阻まれ助けにいくことができない。

「どけにゃあああああああ！」

　動けないリリィの叫びを尻目にエーリカの破壊は始まった。




　巨漢の鎧兵がエーリカの背を踏みつけながら、巨大[image: ]スレツジハンマーを構えると、躊躇なく振り下ろす。

　バキッと嫌な音を立て彼女の右腕は砕かれ、へし折れた。

　左腕も同様に砕くと、ドロテア兵は変な方向に折れ曲がった両腕をバキバキと音をたてて引きちぎる。

「ぅあああああああっ!!」

　エーリカの絶叫が響き渡る。機械の腕とは言え、神経回路を繋つなげている為、彼女の脳には実際腕を引きちぎられたのとかわらない痛みが襲う。

　両腕を失ったエーリカを無理やり立たせると、そこからハンマーで叩く、叩く、叩く。

　鈍い打撃音が何度も響き、破壊された鎧の各部位からバチバチと火花が上がる。頭を守っていたマスクも砕け落ち、血まみれの顔が覗のぞく。

　エーリカを殺すだけならあんなことをしなくてもいいはずなのに、まるで故意に痛めつけて殺そうとしているように見えた。

「やめろにゃあああああああっ!!」

　リリィは矢筒から矢を引き抜き、城壁を飛び下りながら連続で矢を放っていく。

　矢はまるで意思があるように変幻自在な軌道を見せるが、全身を分厚い鎧に包まれたドロテア兵達に効果は薄い。

　いくら矢を射うったところで敵の数は減らず、前に出たリリィもドロテア兵に引き倒されてしまう。

　男達の手の中で暴れるリリィ、その様子を血でかすんだ網膜でエーリカが見やる。

「リリィ……逃げ……は大丈夫。だから……」

「エーちゃん！」

　エーリカは最後の力を使い、腰部に取り付けられた閃光弾を発射する。

　一瞬だがドロテア兵の目がくらんだ。リリィはその隙すきをついて逃げ出した。

　背後にエーリカが捕えられているとわかっていても、リリィ一人の力では助けることができなかった。

　彼女がこれから自爆するとわかっていても。
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　リリィがエーリカを救う方法は一つしかない。

　それは逃げ出そうとしている乾を捕まえて、エーリカを強制帰還させることだ。

　王が強制帰還の命令を出せば、召喚された兵は召喚される前の場所に帰ることができる。

　殺されかかっていても強制帰還さえできれば。そう思いリリィは城の中を走り回る。

　乾はそんなことになっているとは露つゆ知らず、残された私財を持ち馬車に乗って逃げだそうとしているところだった。

　すぐさまリリィは馬車の進路を塞ふさぐようにして乾の前に立ちはだかった。

「王！　今すぐエーちゃんを帰還させるにゃ！　今ならまだ間に合うにゃ！」

「はっ？　クソ猫、お前何してんだよ！　お前にはあいつらを食い止めろって命令しただろ！」

「そんなこと言ってる場合じゃないにゃ！　エーちゃんが敵に捕まって、もう殺される寸前にゃ！　今強制帰還させればエーちゃんは助かるにゃ！」

「バカ言うなよ、あいつがいなくなったら誰がドロテアを止めるんだよ」

「どこまでクズなんだにゃ！　エーちゃんはお前みたいなしょうもない奴の為に戦って死にかけてるにゃ！」

「誰がしょうもないんだよ！　いいから出せ！」

　乾が御者に命じると、馬車はゆっくりと動きだした。

「ふざけるにゃ！　召喚された戦士達はお前の玩具おもちやじゃないにゃ！」

「うるさい放せ、馬鹿猫！」

　涙目になりながらリリィは馬車に飛びつく。

「そんなに強制帰還したいならお前から帰してやる！」

　乾はスマホを操作して、リリィとの契約を切り強制帰還コマンドを実行する。

「リリじゃないにゃ！」

「うるさい黙れ！」

　乾はリリィを無理やり振り落として、全力で馬車を走らせて逃げ去った。

「うううぁ……うぁぁぁぁああああん……えっぐうぐうあああぁぁぁぁん」

　残されたのはただ泣き叫びながら、自分の体が光の粒子となり、召喚された元の場所に強制帰還されようとしている少女だけだった。

「うああああぁぁぁぁ…………あああああぁぁぁぁひっぐ……」




「どうしたお嬢ちゃん」

　誰もいなかったはずなのに、突如声をかけられてリリィは振り返る。

　そこにいるはずのない少年を見て目を見開いた。





[image: ]








　　　　１






　エーリカはリリィが逃げ出したことに安あん堵どし、自らの自爆装置を作動させた。

　網もう膜まくはかすみ、ほとんど何も見えていないが、カウントダウンのタイマーが動いていることだけはわかる。

　今思うのは自分が死ぬことへの恐怖ではなく、皆が逃げのびてくれていることを願う気持ちだけだった。

　エーリカの異変に周囲のドロテア兵も気づく。ボロボロの背面部が赤く明滅しているのだ。

　その明滅は徐々に速くなり、魔力が収束しているのがわかる。

「まずい、自爆する気だ！」

　気づいた兵が声をあげるが、そこにちょうどジャガーが到着する。

「ジャガー様、お下がりください。この女自爆します！」

「何バカなこと言ってんのよ、コアを引きずりだせばいいだけでしょ」

　ジャガーは両腕を失い、ボロボロになったエーリカをひっつかむと背面装甲を無理やり引きはがす。

　そこには血まみれの魔力結コ晶アが露出していた。

　ジャガーはバチバチと光をあげる魔力結晶を鷲わし摑づかみにすると、無理やり引っ張り抜いた。

「ああああああああああああっやめてぇぇぇぇぇっ!!」

　生きたまま心臓を引きずり出されるような、そんな激痛がエーリカの全身を襲う。

　脳は限界を越えた痛覚に機能を停止させようとするが、コアがなくては安全装置を動かすこともできなかった。

　エーリカの悲痛な叫びも通じず、彼女の体は激しく痙けい攣れんした後、糸の切れた人形のように力を失い動かなくなった。

「ふん、人形の分際で」

　ジャガーは無造作にエーリカの体を放ほうり投げた。

　エーリカの体にはまだ魔力が残っていたのか、もう何も見えない目で、芋虫のようにジャガーの足元にはいつくばる。

「お、ねがい……かえ……して」

　彼女は途切れ途切れの声で、自分のコアを持つジャガーを見上げる。

　エーリカにはもう何も見えていない。見えているのはほんのわずかな自分のコアの魔力のみ。

「往おう生じよう際ぎわの悪い人形ね。豚ちゃんのエサにもならないわ。ふんっ」

　ジャガーは青く美しい魔力結晶を剛腕で握りつぶしたのだった。

「あっ……」

　砕け散った結晶が粉雪のようにパラパラと舞う。

　エーリカは小さく声を漏らし、今度こそ動かなくなったのだった。

「あんた達さっさと乾いぬい王おうを探しなさい。取り逃がしたら許さないわよ」

「はっ！」

　さきほどまでエーリカを痛めつけていた鎧兵達は彼女の残ざん骸がいに興味を失い、乾城へと侵入しようとする。




「くそっ、もうおさえきれん！」

　オーク達はロベルトとハイマンを突破して、城門を叩き壊し中へとなだれ込んでいく。

　だが、城門を越えて侵入したオーク達が次々に倒れた。

「なんだ？」

「なんだじゃねーよ、なんだじゃ」

　弓矢が次々に降り注ぎオーク達が倒れていく。

　乾のチャリオット達は全員城壁の上にいる為ため、城の中から攻撃したのは別の勢力だった。

「て、敵襲！」

　ドロテア兵が叫び声をあげると、そこには疲れた顔をした少年が一人とビキニ姿の女が三人、革かわ鎧よろいを着た女兵が三○人近く見える。

　それぞれ城の屋根や、柱に身を隠しながら弓を構えて待機していた。

　更にその後ろには、同盟軍旗ユニオンフラツグを持った兵達が山のように現れたのだ。

「同盟軍です！　同盟軍が現れました！」

「何!?　奴は同盟軍のリーダーか！」

　突如現れた軍勢にドロテア軍は狼ろう狽ばいする。

　あまりにも唐突な同盟軍の登場は、城に入るのを待ち構えていた伏兵にしか見えなかっただろう。
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「ふざけやがって、この豚野郎ども……」

　俺の怒りは限界突破していた。

　変わり果てた姿で転がされているエーリカさんに、泣き叫ぶリリィ、死傷した幾人もの兵、蹂じゆう躙りんされた領民達。

　見渡す限りオークやドロテア兵だらけの城門前。

　台風の時に田んぼを見に行く百ひやく姓しようの如ごとく、ちょっと田んぼ見てくるならぬちょっと戦争見てくると言って転移魔法フラツシユムーブを使ってみたらこれだ。

　ディーが行くなら全員を連れていくことを条件に許可してくれたが、彼女の悪い予感は的中しており、乾城は陥かん落らく寸前であった。

　現在サイモンが城の中を走り回って、同盟軍旗を至る所に突き刺して回っている最中だ。少ない人数を少しでも多く見せる為のブラフを行っている。

「王よ、どうなさいますか？」

　ディーの問いに俺は振り返らず答える。

「エーリカさんを救う」

「しかし、すでに手遅れかと」

「…………」

「かしこまりました」

　ディーは俺の無言から作戦に変更はないと理解し、腰からブリュンヒルデを引き抜く。

「咲さき、この数は結構骨だぞ」

　城門からエーリカさんまでの距離は三○メートル程度、しかしその距離を埋め尽くすのは品性の欠片かけらもない醜悪なオークの群れ。

　彼女の近くにはドロテア兵も多数見受けられる。

　真っ向からぶつかり合うのは自殺行為に等しい。

　だが、今の俺はキレているのだ。

「正面から突き破る」

「真っ向勝負か」

「そうですね、敵も真正面から来るとは思わないでしょう」

　ソフィーは「えっ、マジで？」とキョロキョロと視線を彷徨さまよわせる。

　俺は転がっていた血まみれの剣を拾って肩に担ぐ。

「ディー、前あけて」

　俺は立ちふさがるオークの群れにまっすぐ剣を突きつける。

「弓兵隊、掃射！」

　ディーの号令に弓兵達が一斉に矢を放つ。

　乾達のチャリオットと違い、徹底的に訓練された兵は、オークの頭に的確に矢を命中させる。狼狽していた豚の群れが矢を嫌い左右にバラけた。

「行ってくる」

「おっしゃ、付き合う」

　俺の隣にオリオンとディーが並び立つ。

「振り返るのは危険ですよ」

「あたしが振り返るかってんだよ」

「カウントいくぞ、３……２……１……走れ！」

　俺とオリオンとディーは一気にスタートダッシュを切り、武装した敵兵の群れに突貫した。

「どけぇぇぇぇぇぇっ!!」

「はああああああっ！」

「邪魔になる奴だけ倒せ！　後は無視しろ！」

　オリオンとディーが左右のオークを斬きり倒し、一気に駆け抜ける。

　うすのろな豚達にディーとオリオンの剣を防ぐことはできない。

　ディーは流れるようにオークの首をかっ切り、オリオンは兜かぶとごと頭を叩たたき潰つぶす。俺はオークの斧おのやメイスを躱かわし前へと突っ走る。

「全員王の道をあけるにゃ！」

　茫ぼう然ぜんとしていた乾のチャリオットも我に返り矢を放つ。オーク達の群れは城の中と城壁からの挟み撃ちにあっていた。

「ふざけおって。オークに狂化をかけよ！」

　ドロテア兵が命令を叫ぶ。魔術師らしき黒いローブの兵が呪じゆ文もんを唱えると、オーク達は雄たけびを上げながら俺達三人の元に殺到する。

「豚に追い回される趣味はあたしにはないんだよ！」

　オリオンはオークの落とした斧を拾い上げるとそのまま投とう擲てきする。

　オークの頭に斧が突き刺さり、後ろ向きに大の字になって倒れた。

「一いち途ずなのは嫌いではないが、そんなにガッつかれてもな」

　ディーが余裕の笑みと共に魔法を詠唱するとブリュンヒルデが風を纏まとう。

「風よ、巻き起これ！　ストームプレッシャー！」

　ブリュンヒルデを天に掲げると竜巻が巻き起こり、オーク達は錐きりもみしながら吹き飛ばされていく。

　上空に舞い上がった巨漢のオークが落下し、後ろにいた黒こく鎧がい兵へいが豚の下敷きになっていく。

　エーリカさんまであともう少し。手を伸ばせば届きそうな距離。

　だが生き残ったオークとドロテア兵が道を塞ふさぐ。

　俺は振るわれた剣と棍こん棒ぼうを拾った剣で受け流すが、ここで足止めをくらえば囲まれて終わる。

　そう思った瞬間目の前のオークの頭が蜂はちの巣すになり、隣にいた黒鎧兵が鎧ごと袈け裟さに斬られて倒れた。

　見るとそこには葉巻を咥くわえた右手がマシンガンの爺じいさんと、片腕だけ異常にバカでかく大剣を手にした爺さんが返り血を浴びながら立っていた。

「誰だか知らんが行け小僧！　嬢じようちゃんを助けられるのはテメーしかいねー！」

「ジジイ無茶すんなよ！」

　俺はオークの死体を乗り越え、ボロボロになったエーリカさんの体に手を伸ばした。

「エーリカさん！」

「…………」

　抱き上げた彼女の目は完全に光を失っている。

　両腕は引きちぎられ、鈍器のようなもので体中をぶん殴られた形跡がある。血とオイルが入り混じり、ぐちゃぐちゃになっても任務を遂行しようとした少女は物言わぬ人形と化していた。

「あーらあら。どんな子がきたのかと思ったら、あんまり可愛かわいくないブサ面メンね。死んでよし」

　でっぷりとして顔に厚化粧をしたおっさんが俺に近づいていくる。

　こいつがドロテアなのだろうか？　だとしたら俺はこいつを許せるのだろうか。

「うるせー豚野郎。テメーがドロテアか？」

「ぶ、豚ですって！　あちしの名前はジャガー・ラドンセル！　勘違いしてんじゃないわよ！」

「そうか、ドロテアじゃないのか。どうでもいいけどな」

　お前が彼女をここまで痛めつけた事実はかわんないだろうし。

「ここまでする必要なんかないだろ」

「その人形のことかしら？　あちしは顔の良い女が大嫌いなのよ。見ているだけで吐き気がするわ」

　そりゃテメーのドリアンみたいな顔を毎日鏡で見てりゃコンプレックスにもなるだろう。

　だけど、それとこれとは話が別だ。

「なかなかいい泣き声をあげて死んでいったわよ。最期、自爆しようとしたから無理やりコアを引っこ抜いてやったの。そしたら芋虫みたいにはいつくばって、お願いかえして～なーんて言うから目の前で握りつぶしてやったわ。顔の良い女が惨みじめに死んでいく様は最高に滑こつ稽けいよね～。ヨホホホホホホホ」

　あーもういい。

　それ以上喋しやべるな。

　耳が腐る。

「臭くさいな」

「はっ？　何が臭いっていうのよ」

「お前以外にないだろ。この豚カマ野郎」

　ジャガーの目が一気に鋭くなった。

「あんた、同盟軍だかなんだか知んないけど死んだわよ」

「そう言うのは殺してから言え。あと豚がいっちょ前に言葉を話すな。ブヒブヒ言ってろ」

　俺の言葉にジャガーは青筋をたて、鼻をヒクつかせる。

「言葉遣いを知らないガキね。死になさぁい！」

　ジャガーは俺を叩き斬ろうと剣を振り下ろす。まともに受けたら体を真っ二つにされそうな斬ざん撃げきを正面から受け止める。

　ギンと鈍い金属音が鳴り響き、剣と剣が交差する。

　物もの凄すごい力で、いつもなら余裕のパワー負けだろう。俺にそんな腕力はない。

　腕が震ふるえジャガーの剣が眼前まで迫ると奴はベロりと舌なめずりし、捕食者特有の笑みを浮かべる。

　だが、何度も言わせるな。

　今の俺は──キレているのだと。

「おらあああああああああっ!!」

　ジャガーの剣を弾はじき、奴の顔面を斬りつける。

　鮮血が舞いジャガーは二、三歩後退して斬られた頰ほおをさする。

「き、傷!?　あちしの顔に傷が!?　血が出てるわ！」

　まさしく火事場のバカ力というやつで、もう一度奴が本気で斬りかかってきたら弾き返せる自信はない。
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　しかしジャガーはオロオロと取り乱している。

「今のうちだ！」

　俺はエーリカさんの体をつかんで離脱を試みる。

「あのクソガキを殺すのよ！　ミンチにしてやりなさぁい！」

　ジャガーの叫びに目を血走らせたオークが棍棒やメイスを構える。

　今まで生きてきた中で一番の窮きゆう地ち。

　しかし、それでも引きたくない。

「こんなところで負けてたまるかよ!!」

　絶対に気迫で負けてたまるかと天に向かって叫ぶと、突如俺の持っていたスマホが光り輝き金色の結晶石クリスタルが具現化する。

「なによ、この光!?」

「金の結晶石が……」

　目の前で、紋章のついた四角形の結晶石が宙を舞う。

　これは裏山で手に入れた属性結晶石エレメントクリスタルの一つ。

　それと同時に鑑定を受けて持ったままだったゴーレムの核コアが、バッグの中から勝手に浮かび上がった。

　上空で黄金の光を放ちながら金の結晶石とゴーレムの核が融合を果たす。




　逬ほとばしる稲いな妻ずまと一瞬の閃せん光こう──




　俺の目の前に雷を纏ったキューブ型の結晶石がふわりと舞い降りてきた。

「これは……」

　魔力の才能なんてこれっぽっちもない俺でもわかる。

　触れた瞬間神経を焼き切りそうな凄すさまじい魔力の波動が。

　俺の手にはコアを失ったエーリカさんの体が、そして今、金の結晶石とゴーレムの核が融合を果たした新たなるコアが。

　俺の顔は自然とニヤける。

「悪いなオリオン。三○○○万使って新しいＳエスＳエスＲレア仲間にするわ」

　俺は新たなるコアをエーリカさんの体に挿入する。

　すると少女の体はビクンと一瞬跳ねる。

　涸かれ果てた血管に血が流れるように、金色の魔力がエーリカの体を満たしていく。

　光を失っていた鎧にも青い光が灯ともり、閉じられていた目が開かれる。

「リカバリー開始。エネルギー充塡率二五○％。システム再起動、魔導炉活性化を確認、主回路メインバイパスエラー、補サ助ブモードを連結起動、ライフリングエナジーコンポーネント正常接続完了、コンバットモジュール再構成完了、マスターコードを初期化、バイタルレッド、緊急モードで起動……。シリアルナンバーエーリカ……再起動」

　機械音声が鳴り響くと、さきほどまで死体となっていたエーリカさんの目に光が灯る。

「よぅ、目覚めはどうだい」

「おはようございます」

　抑揚のないまるで本当の機械のようなエーリカさんの声に驚く。

「大丈夫か？」

「はい、現状本機のこれ以上のリカバリーは不可能と判断します」

　明らかにいつもの彼女の声ではなく、淡々とした口調は本当に機械と会話しているようにしか思えなかった。

「ほんとに大丈夫か？」

「はい、行動に問題はありません」

「喋り方とかおかしいけど」

「再起動時に人格形成プログラムに問題が発生、現在、安全隔離領域セーフテイーエリアへ記憶データベースを退避させています。今の人格は本機を強制起動させる為に使用されている疑似人格ダミープログラムです」

　どうやらエーリカさんの人格は壊されたショックで問題が起きてしまい、別の人格プログラムが代理で動かしているようだった。

　しかし悠長に話している暇はない。復活のお約束をぶち壊すようにオークの棍棒が振り落ろされる。

　俺は目を瞑つむってしまったが、いつまでたっても棍棒が直撃することはなかった。

　なぜならエーリカさんの脚が棍棒を蹴りあげるようにして防いでいたからだった。

「ご命令を、マスター」

「マスターって俺か」

「…………」

「この状況でバカなことも言ってられないな。エーリカ、こいつらを吹き飛ばせ！」

「了解」

　エーリカは両腕がないというのに、脚だけで次々にオークとドロテア兵を蹴けり砕いていく。

　金の結晶石によって能力が強化されているのか、巨大なモンスターの体がまるでゴムボールのように吹っ飛んでいく。

「ファイアーワスプ転送」

　突然中空にボンベのような円筒状のミサイルコンテナが出現する。

「掃射ブラストオン」

　エーリカの命令と共にミサイルハッチが開き、次々に小型のミサイルが発射されていく。

　ミサイルは城門近くのオーク達を吹っ飛ばすと、まだ数は残っているものの俺の周囲にいるのはジャガーだけになっていた。

「ふざけんじゃないわよ、この雌豚ビツチが！」

　ジャガーが再び剣を振り下ろす。だがエーリカが長い脚を垂直に蹴り上げると、ヒールブーツの底から光り輝く剣が伸び、ジャガーの腕を切り落とした。

「おぉ、仕込みビームサーベル」

　腕を斬り落としたというのにエーリカは無表情のままだ。

　対照的にジャガーは痛みと怒りで顔を真っ赤にする。

「あちしの腕がぁぁぁぁぁぁぁ！」

「人の両腕引きちぎっておいてガタガタ言うなよ」

「殺してやる！　殺してやる！　殺してやる！　貴様らは切り刻んで豚の糞に埋めてやる！」

　激げき昂こうしたジャガーが剛腕でエーリカの脚を弾き飛ばす。

「死ねっ！」

　エーリカの体勢が崩れ迎撃もガードも間に合わない。

　だが俺のスマホが輝き、画面にフラッシュムーブとオーバードライブが同時に表示される。

　その瞬間俺とエーリカの体はその場から消えていた。

　行き場を失ったジャガーの剣が地面に突き刺さる。

「なっ!?　どこに行きやがった!?」

　ジャガーが俺達の姿を目で追うが、俺達の体は城壁を越えて乾城の庭の中にあった。

「なんなのその能力は!?　瞬間移動したとでも言うの!?」

　俺だって何が起こったのかよくわかっていない。

　フラッシュムーブの能力は城や街に移動する為の転移魔法であり、こんな戦闘用の短距離転移ではない。

　だが、確かにフラッシュムーブとオーバードライブのスキルが同時に発動したのはわかった。

「全員中に戻れ！」

　俺が叫ぶとディーやオリオン達が城の中へと戻る。

　ロベルトもマシンガンを撃ち鳴らしながら城の中へと戻ったが、ハイマンだけは戻らなかった。

「ハイマン引くぞ！」

「ロベルト、俺が時間を稼いでやる。……達者でな」

「ハイマン！」

「ジジィにはジジィのプライドってもんがある」

　ハイマンが大剣を地面に突き刺し、オークとドロテア兵達と対たい峙じする。

　ロベルトは長年の友の覚悟を知り、ウエスタンハットを目深に被かぶった。

「ワシもすぐに行く」

「来るがいい、我が名はハイマン、誇り高き融ゆう機き人じんの騎士だ！」

　直後ハイマンは自身の胸からコアを引きずり出し、地面に叩きつけたのだった。

　老年の騎士の命と引き換えにした大爆発が巻き起こり、凄まじい爆風に全員吹き飛ばされないようにしゃがみ込む。

　眩まばゆい閃せん光こうと熱は、オーク達の体を焼き尽くすには十分な熱量だった。

　城門は木こつ端ぱ微み塵じんに吹き飛ばされ、瓦が礫れきの塊へと姿をかえる。

　生き残ったジャガーが崩れた城門を見て金切声を上げる。

「ふざけんじゃないわよ！　早く中に入って奴らを八つ裂きにしなさい！」

「崩されたこの門より、別の門に回る方が早いです！」

「他の門も閉められたら終わりでしょうが！」

　その通りだが、俺は戦士が命を賭かけて作った時間を無駄にするつもりはない。

「フラッシュムーブ！」




　数分後、別の門に回り込んで中へと侵入したドロテア兵が、肩をびくつかせながらジャガーに状況を説明する。

「報告します。城の中はもぬけの殻からになっており、敵兵の姿は確認できませんでした」

「転移魔法を使われたってこと？」

「は、はい。恐らく」

　ジャガーは止血された腕を見つめながら、ドリアンのような顔を青筋だらけにしていく。

「どこに逃げたかわからないの？」

「は、はい。恐らく無名の王のようでして」

「転移魔法はあんな大勢いっぺんにできないでしょ。城の中で旗振ってた同盟軍はどうしたのよ」

「あ、あれは確認したところ旗だけが転がっていたり、調度品に旗がくくりつけられているだけで、恐らく同盟軍というのは……」

「ブラフだったってこと？」

「はい……そもそも増援部隊が同盟軍だったかすら疑わしく……」

「転移魔法でいきなり現れて、同盟軍の旗を使ってこちらの動揺を誘い、少数で中にいた乾王の兵士を救出して逃げていったってことね……。ヨホホホホホやるじゃない」

　大笑いするジャガーに、部下は少しだけ気を許し、同じく笑みを作った。

「何笑ってんだ！　ぶっ殺すぞ!!」

　笑みから一変荒々しい男の口調でブチギレるジャガー。部下は驚いて腰を抜かしてしまった。

「あの蛆うじ虫むしどもが……」

　ジャガーは転がっていたハイマンの残骸を足で踏みつぶすと、悪魔のような形相で部下を睨にらんだ。

「イライラが止まらないわ。男のケツを掘りたいわ。誰か連れてきなさい」

「は、はっ！」

　部下が冷や汗まみれになっていると、周辺の捜索を行っていた部下が走ってくる。

「ジャガー様、乾王らしき人物が乗った馬車を確保しました！」

「なに……いいじゃない。この失った腕の代償、乾王に払ってもらうわ」

　そう言ってべろりと唇を舐なめるジャガー。

　捕えられた乾はドロテア軍駐屯基地にある、ジャガーのテントへと強制連行されたのだった。
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　俺達は転移魔法によって自城まで戻ってきていた。

　乾いぬい達の兵も一緒に転移させることができて、無事窮きゆう地ちを脱することができたようだ。

　だが生きて生還できた乾兵は二○人にも満たなかった。

　城の中庭で全員の手当てが行われ、あるものは傷にうめき、あるものは仲間の死を悲しんでいる。

　スマホを開いて王の勢力図を確認すると、乾領が消滅しドロテア領へと変化していた。

　これで乾チャリオットは消滅したことになり、そこに所属していた兵達は強制解散扱いとなる。生き残った乾の兵達はこれからフリーの戦士となり、今後の選択を迫られることになるだろう。

　また当の乾本人は城を脱出してから消息不明になっており、行方がわからなくなっている。

「乾、捕まったのかな……」

　無事でいてくれればいいが、乾領が消滅したということは乾が捕まった、ないし殺された可能性は高い。

「王様はいるかにゃ？」

　俺が顔を上げると、包帯を頭に巻いたリリィの姿があった。

　彼女は乾との契約を切られて強制帰還されかかっていた。そこに丁度俺が到着したので、ウチのチャリオットとして再契約を行ったのだった。

「どうした？」

「いや、お礼を言おうと思っただけにゃ」

「そうか……酷ひどい被害が出たから、お礼を言われる気分じゃないけどな」

「それでも王様はこれだけの命を救ったにゃ。王様が来てくれなきゃリリも皆もきっと死んでたにゃ」

「…………これからどうする？　故郷に帰るなら契約切ってもいいが」

「リリはこのままでいいにゃ。エーちゃんの様子もみたいしにゃ」

　エーリカは戻ってきてから、人格修復と失った両腕の復元をする為ために魔力の高い地下のガチャの間に入り、それきり動かなくなってしまった。

「彼女が元の人格を取り戻せるときがくるのか心配だな」

「多分大丈夫にゃ。エーちゃんの記憶にはいっぱい王様の記憶があるにゃ」

「そうなのか？」

　よくわからないが、リリィは根拠なく言っているようではなさそうだった。

　俺は他の乾兵達にもこれからどうするか聞いて回ったが、ほとんどが田舎いなかに帰るつもりだったり、低ランクの冒険者として生きていくなど、チャリオットとしてこれからもやっていく者はいなかった。

「爺じいさんはどうするんだ？」

　右腕がマシンガンの老年の騎士に尋ねると、爺さんは咥くわえていた葉巻から煙を吹きながら俺を見すえる。

「友と約束しちまったからな。小僧、ワシがお前を鍛きたえてやる」

「いいのか？　もう隠居しちまってもいい歳としじゃないか？」

「バカなことを言うな。きっちりお前を戦士にしてやる。ロベルトだ、よろしくな」

「梶かじ勇ゆう咲さくだ。貧乏チャリオットの王だから、あんまり待遇には期待するなよ」

「寝床と酒さえありゃ文句は言わねぇよ」

　老年の騎士はニヤリと笑うので、俺もニヤリと笑い返す。

　お互いの拳こぶしをぶつけあって、意思の確認をする。

　彼の左手はごつくて硬い鉄の拳だった。

「後はエーリカだけど、動かなくなってるしな……」

　そう思い、俺は新たに加入したリリィとロベルトのステータスを表示させる。


　名前・リリィ　クラス・弓兵アーチヤー　レアリティ・ＳエスＲレア　属性・風　種族・猫族ミユーキヤツト　所属・梶チャリオット


　体力　Ｃ

　魔力　Ｃ




　物理攻撃力　Ｂ

　魔法攻撃力　Ｃ

　物理防御力　Ｄ

　魔法防御力　Ｄ




　敏びん捷しよう　Ｂ

　技量　Ａ

　信仰　Ｅ




　スキル　コントロールボウ：一定距離の矢の軌道をコントロールすることができる。






　名前・ロベルト　クラス・銃術師ガンナー　レアリティ・ＨハイＲレア　属性・機械　種族・融ゆう機き人じん　所属・梶チャリオット


　体力　Ｂ

　魔力　Ｆ




　物理攻撃力　Ｂ

　魔法攻撃力　Ｆ

　物理防御力　Ｃ

　魔法防御力　Ｄ




　敏捷　Ｃ

　技量　Ｂ

　信仰　Ｆ






　名前・エーリカ　クラス・魔ま導どう鎧よろい　レアリティ・ＳエスＳエスＲレア　属性・機械　種族・融機人　所属・梶チャリオット


　体力　Ａ

　魔力　Ｂ




　物理攻撃力　Ｓ

　魔法攻撃力　Ａ

　物理防御力　Ｂ

　魔法防御力　Ｂ




　敏捷　Ｂ

　技量　Ｂ

　信仰　Ｆ




　スキル一　魔導砲：魔法と物理の同時攻撃。

　スキル二　ウェポンラック：別次元より装備を呼びだすことが可能。

　スキル三　リミッター解除：一時的にステータスを二段階上昇させる。

　　　　　　スキル終了後、オーバーヒートが回復するまで行動不能。





　あれ？　エーリカさんのステータスが俺のチャリオットの中に勝手に入ってる。

　なんでだ？　と疑問に思うが、キャラクターステータス一覧に入っているということはウチのチャリオットに加入したと見て間違いないだろう。所属もウチになってるしな。

　契約した記憶はないのだが、この事に関しては彼女が自己修復を終えてから聞くことにしよう。

　新たな仲間の加入を喜ぶのと同時に、ドロテアという大きな敵の存在に俺は今の弱小チャリオットに危機感を覚えていた。

　もしドロテア軍とぶつかれば、俺達程度では戦いにすらならず負けてしまうだろうと。

「王よ、新規加入者の部屋割りなのですが」

「さーきーお腹なかすいたー！」

「王様、出前取りましょう！　わたし今巷ちまたで有名なピッツァが食べたいです」

「そんな金あるか！　元気な奴は裏山で今日の晩飯とってこい。残りは新規組の部屋作るの手伝え！」

「にゃ！　この壁ちょっと触っただけで崩れたにゃ！」

「小僧、まず一杯飲まんと始まらん。酒はどこだ」

　問題児ばかり増えていくが、寂さびれたボロ城は着実に活気を帯おび始はじめていた。

　ひっそりと王ランクがＦからＥに昇格しましたと、スマホにメッセージが届いていることに俺は気づいていなかった。
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「はぁ……」

　これで何度目だ。

　ロベルトやリリィ、動けないがエーリカさんと頼りになる強い仲間も増え、チャリオットとして着実に成長している俺達。

　食堂にて新メンバーと共に全員で朝食をとっていた。そんな中すぐ隣に座るソフィーが、俺の顔を見て、これ見よがしなため息をつく。

　彼女の視線は今日の朝食と俺の顔を行き来しており、何も言わずともメニューに不満があることは見て取れる。

　しかし贅ぜい沢たくはできないながらも食卓にはパンと家庭菜園で採れた野菜のサラダが並び、決してひもじくて死ぬような献こん立だてではないはずだ。彼女の好きなパンもあるので一体何が不満だというのか。

「なんだよ、言いたいことがあるなら言えよ」

「えっ？　わたしそんなつもりじゃなかったんですが」

　噓うそつけ、人の顔見て何十回もため息つかれたらさすがに気になるわ。

「何も無いなら別にいい──」

「じゃ、じゃあ一つだけお願い言ってもいいですか？」

　やっぱり不満があったらしく、ソフィーは俺の言葉を遮さえぎる。

　俺は眉まゆ根ねを寄せながらも話を聞く。

「なんだ」

「いいですか？　いきますよ。……甘いものが食べたい──────！」

　めいっぱい息を吸いこんでソフィーは俺の耳元で叫んだ。

　まぁそんなことだろうとは思っていた。

「オリオン甘いもんだって」

「はい」

　逆隣りにいるオリオンは、ソフィーに白い芋虫を差し出した。

　手の平サイズの芋虫はテーブルの上をチョコチョコと可愛かわいらしい動きで歩き、ソフィーのもとへ向かう。

「ひぃぃっ！　な、なんですかこれ！」

「ジャイアントクローラーの幼虫」

「ジャイアントクローラーって、あの大きくなると人間と同じくらいの大きさになる……」

「芋虫モンスター。それの幼虫、食べるとプチっとして甘いんだよ」

　オリオンがそう言うとソフィーはふらっと倒れかけた。

「い、嫌です嫌です！　わたしが食べたいのはそういうのではなくチョコやクッキーみたいなお菓子がいいんです！　どこの世界に芋虫食べてあま～いって言ってる女の子がいるんですか！」

　目の前にいるじゃん。

「食わず嫌いすんなよ。ちょっと土つち臭くさいところあるけど、意外と美う味まいぞ？」

「噓でしょ、王様食べたんですか？　頭、寄生虫にやられてるんじゃないですか？」

　酷ひどい言われようである。

　その様子を見て、意外なことにディーが俺達に加勢をする。

「ジャイアントクローラーの幼虫は珍味として有名だ。踊り食いはあまり聞かないが、調理すれば高級料理にも使われるほどだ」

「えっ、マジで？　じゃあこれレストランとかに売りに行けば儲もうけられるんじゃないか？」

「野生のはダメです。レストランに並べられるのはきちんと養殖され、泥臭さや、体臭を抜かれていますので」

「そりゃそうか」

「じゃあディーも食べる？」

　オリオンは、はいっともう一匹芋虫を取り出す。こいつどっから芋虫出してるんだろうな。

「わ、私はちょっと遠慮しておこうかな」

「そう言わず、ソフィーも」

　ソフィーは無理矢理幼虫を手渡され手が震えていた。

「う、動いてる…………ち、ちなみに味はどうなんですか？」

「樹液が固まったような味かな。そいつら子供の間は樹液吸って大きくなるから」

「樹液……」

「まぁ良く言えば飴あめみたいなもんだ」

　ソフィーはごくりと喉のどを鳴らす。

　そしてゆっくりと芋虫を自分の口に近づけていく。

「通の食べ方は裏返して食べるんだよ」

「裏？」

「あっ、待て、その食い方はソフィーにはまだ早い」

　俺の制止を聞かず、ソフィーは芋虫を裏返す。するとたくさんの足が不規則にうじょうじょと動いているのが見えた。

　虫が苦手な人にとって裏側はやばい。

　ソフィーは白目をむいてそのまま後ろ向きに倒れた。

「足が口の上側をくすぐって食べる時面おも白しろい食感にって……あれ？」

「その食い方は上級者すぎる」




　その翌日、またもやソフィーは俺を見てため息をついていた。

「まさか甘いものが欲しいと言って、あんなゲテモノが出されるなんて……。王様、デリカシーって言葉知ってます？」

「オリオン、ソフィーがあの幼虫欲しいって」

「はい」

「キャーキャーキャ──！」

　差し出された幼虫にパニックになるソフィー。軽くトラウマになってるようだ。

　今度から生意気なこと言ったらこれ使おう。

　しかし甘いものか。確かにウチは女の子が多いからな、甘味はほしいところだろう。

　しかし菓子ってのは意外と必要なものが多く、出来合いの品は高い。

　牛乳、小麦、砂さ糖とう、バター、卵、味付けにチョコなんかがいる。

　調理師ディーがいるとはいえ、彼女も無からお菓子を作り出すことはできないし、倹けん約やく家かでもあるのでそう簡単に甘いものを食べる贅沢を許してはくれない。

「手軽で甘いものか」

「幼虫ダメなの？」

「食ってる絵面が酷いからな……」

　幼虫ムチャムチャ食ってるチャリオットは俺が嫌だ。

「なんか考えるか……」




　その日の昼、俺とオリオンはラインハルト城下町にある、いつものギルドへとやって来ていた。

　そのままクエストボードに張り付けられた依頼書の中に何か良いものはないかと二人で眺ながめる。

「なんかいいもんねぇかな。報酬砂糖一○○キロとか、乳牛一○頭とか」

「ちょっとくらい難しくてもいいんだよね？」

「ああ、戦力がそこそこ充実してきてるから、多少は冒険してもいいぞ」

「じゃあカイザーフェニックス討伐とか？　ＳエスＳエスＲレア戦士一○人以上推奨って書いてるけど」

「一瞬で消し炭にされるわ。そんなの世界を救う勇者に任せとけ」

　二人で話しているとギルドのふとっちょ職員が新規の依頼をクエストボードに張り出す。

　その依頼書は珍しく赤色で、危険種モンスターの討伐依頼を示すものだった。

「珍しいですね。危険種見つかったんですか？」

「おっ、梶かじ王。そうなんだよスピアホーネットっていう蜂はち型がたモンスター、知ってる？」

「聞いたことはあるんですけど見たことはないですね。同じ蜂型のバンブルビーとは違うんですか？」

「バンブルビーは蜂！　って感じだけどスピアホーネットは肉！　って感じなんだよ」

　全然わからん。

「肉？　蜂なのに」

「まぁあの衝撃は見てみないとわからないよ。スピアホーネット自体元々そこまで凶暴じゃなく知性があって、花の蜜みつを吸うだけの比較的温厚なモンスターだったんだ。今まで危険種指定されてなかったんだけど、最近近くの山で人を襲ったっていう報告が出てね」

「ほー、それで依頼が」

「どうだい受けるかい？　ちょっと難易度の高い依頼だから梶王達じゃ辛つらいかもだけど」

「いやいや、ウチもそこそこ人が集まって来ていい感じなんですよ。受けますよその依頼」

「そうかい？　じゃあ手続きしようか」

　俺達は依頼の手続きを済ませ、チャリオットを引き連れてスピアホーネットが出るというモンロ山へと向かった。




　鬱うつ蒼そうと木々が生おい茂しげるモンロ山の麓ふもとに俺達はキャンプを設営していく。

　ディーがテキパキと指示を出してくれるおかげで、俺は何もすることがない。有能すぎる部下は上を無能にする例である。

　俺の隣には虫取り網あみ、虫カゴ、麦わら帽子を被かぶって夏休みフル装備をしたオリオンが並び立つ。

「お前こういうの好きそうだな」

「うん、あたしここで伝説のカブトムシ捕まえる」

　違うから蜂退治だから。

　キャンプ設営を終えたディーがチャリオット全員の前に立ち、依頼の説明を進めていく。

「調査隊を二つに分け、山の東側と西側から手分けしてホーネットを探す。まず私とリリィ、ロベルトをリーダーにした東側班、オリオン、ソフィーをリーダーとした西側班」

　待って西側の層の薄さが半端ない。

「俺はどこに入ればいいんだ？」

「王はキャンプで待機です。危険種モンスターがいるとわかっている場所に王を連れて行くわけがないでしょう」

「嫌じゃ嫌じゃ！　俺も虫取り行くんじゃ！」

「わがまま言わないで下さい。危ないですからね」

　わがまま言う俺に優しく言うディー。完全に幼児と保母の図である。

「いいじゃん、咲一緒に行こうよ」

「そうだ、明らかに西側班が弱すぎる。俺が行く必要がある」

「王様が来ても戦力になりませんが」

「仕方ありませんね……」

　ディーは小さく息を吐つくと、俺の編入を認めてくれた。

　その後、俺達は班ごとにそれぞれ二○人ずつ兵を引き連れ、別れて山へと入る。

　山の中は日差しが照り付けるのと、雨上がりの湿気でムシムシとして暑い。

　皆汗を滴したたらせつつも、元気なオリオンはずんずんと前に進みながら、周囲をキョロキョロと見渡す。

「どうした？」

「ここ前に芋虫掘りに来たことある。多分モンスター出るから気をつけた方がいいよ」

「大丈夫ですよ。これだけの人数ですからどんなモンスターもへっちゃらです」

　人が多いと強くなった気になるのかソフィーは胸を張る。

「そんじゃ最初に出てきたモンスターはソフィーに倒してもらうか」

「構いませんよ。わたし一人で倒して見せます」

　そんなことを言っていると、茂みが大きく揺れ、何か大きな影が飛び出してきた。

「野生のモンスターが茂みの中から飛び出してきた！」

「任せてください！」

　ソフィーはハルバートを構え、勇いさましく俺の前に出た。が、目の前のモンスターを見て固まる。

　それは人が寝そべったのと同じくらいの大きさをした、巨大芋虫ジャイアントクローラーだった。

　真緑の全身に、目玉みたいな模様が側面にいくつも浮かんでいる。虫耐性がない人が見たら失神しそうな昆虫型モンスターだ。

　ジャイアントクローラーは既にやる気満々のようで、横開きの口を大きく開きながらソフィーへと突進してくる。

「いけソフィー！」

「いやああああああっ!!　あんなの無理です！」

　半泣きになって逃げようとするソフィーだったが、ジャイアントクローラーは口から糸を吐き、彼女の体を絡めとる。

「おぉ、ソフィーが一瞬でミイラみたいに……」

「助けて！　助けて！　王様、早く！　いやあああああっ！」

　かつてこんな情けないＳＳＲいたのだろうか？

　絶叫を上げる我らが最高レアは芋虫の糸にからめとられ、ズルズルと引きずられていく。

「死ぬ！　死ぬ！　死んでしまいます！」

「大丈夫だ。糸を巻かれたくらいじゃ死なん。ただあの糸が全部巻き取られたら頭からバリバリ食われるかもしれんがな」

「そんなの嫌ァァァァァァ!!」

「きっと幼虫食べたから怒ってるんだよ。ごめんね芋虫さん、ソフィーあげるから許して」

「食べたのあなた達でしょ！　面白いから放置しようみたいな顔しないでください！」

　バレたか。

　オリオンがあっさりとジャイアントクローラーを倒すと、糸から解放されたソフィーはグズっていた。

「うぅ、なんでわたしばっかりこんな目に……」

「お前が最初のモンスターは自分で倒すって言ったんだろ」

「虫嫌い、主しゆは言っております。虫とはわかり合えんと」

　グズグズ言うソフィーを引き連れ、俺達は探索を続けると、途中登山客だろうか？　フードを被った黒ジャケット姿の男達を見つける。

　男達は協力して何かを探している様子で、俺達を見るとすぐに走り去っていった。

「俺達以外にも人がいるんだな」

「カブトムシ取りに来たのかな」

「お前じゃないんだから」

「でもおかしくありません？　この山今立ち入り禁止じゃなかったですか？」

　そう言われてみればそうだ。スピアホーネットが出るということで、この山は今ギルドによって立ち入り禁止にされているのだ。俺達のような特別な依頼を受けたものじゃないと入れないはずなのだが。

「次に会ったら話を聞いてみるか」

　謎なぞの男達を気にしつつも、俺達は山の奥へと入っていく。

　すると、何やら甘い匂においが漂って来た。

「なんですか、この匂い？」

「花かな？」

「近くに花畑があったから、それの匂いじゃないか？」

　俺が前へと進むと、不意にオリオンに襟えり首くびをつかまれて無理やり後ろへ引き倒された。

　それと同時に足元に鋭い針が三本突き刺さる。

　ブブブっと鳴る羽音、俺達が木の上を見上げると、そこには背中の二枚羽をはためかせ、大量の蜂モンスターを引き連れた亜人型モンスターの姿があった。

「王様、もしかしてこれが？」

「スピアホーネット……かな」

　ギルド職員が肉！　と言っていた意味を理解した。

　俺の目の前を飛ぶスピアホーネットは、手と脚は鎧よろいのような甲こう殻かくに覆われているものの、その姿は人間の女性とさしてかわらず、尻の辺りに丸く膨れ上がった蜜タンクがぶらさがっている。蜜タンクの先端には槍やりのように鋭い針がついており、恐らくそれが名前の由来になったのだろうと察する。

　周囲を取り囲むのは全すべて胸の大きなメスのホーネットで、オスは一匹も存在しない。

　昔、蜂が刺すのはメスだけと聞いたが、ホーネットも攻撃役はメスだけなのかもしれない。

「随分肉感のある蜂達だな」

「言ってる場合ですか！　あれもうやる気満々な感じですよ！」

「ちょっと待て、ギルドの職員は確かホーネットは温厚で知性があると言っていた。もしかしたら話し合いができるかもしれない」

　俺は両手をあげ、無害をアピールしながらホーネットへと近づく。

「あ、あぁ俺トモダチ、俺敵じゃない、仲良くしよ──」

　二、三歩前に進むと、俺の頰ほおをかすめ地面に槍のような針が突き刺さった。

「…………」

「咲さき、交渉無理じゃないか？」

「俺もそう思う」

「しょせん虫ってことですよ」

　ソフィーの声が聞こえたのか、スピアホーネットは蜜タンクの針を一斉に構える。

「やばいぞ……逃げろ!!」

「うわあああああっ！」

「キャアアアアアッ！」

　俺達が踵きびすを返して逃げ出すと、その背後から次々に槍針が発射され、俺の背をかすめていく。

　巨大な針が突き刺さった木が次々に倒れ、その威力の凄すさまじさを見せつけられる。

「あんなもん刺さったら上半身と下半身千切れるぞ！」

「嫌です嫌です！　そんなグロイ死に方したくありません！」

「今までで一番攻撃力高いよね」

　俺達はなんとかホーネットが追って来ないところまで逃げ出すと、ゼェゼェと息を切らしていた。

「はぁはぁ……はぁっ、完全に殺す気満々じゃねぇかあいつら」

「どこが温厚なモンスターなんですか！」

「俺に言うな、ギルドの職員がそう言ってたんだよ」

　どうすりゃいいんだと思っていると、そこにディーとリリィたちが帰って来た。

「王様、森の中でなんか凄すごいの見つけたにゃ」

「凄いの？」

「多分蜂の巣にゃ。こーんな大きくて、二階建てのお家うちくらいあったにゃ」

　リリィは精一杯腕を広げておっきいアピールをする。

「恐らくスピアホーネットの巣でしょう。中にクイーンがいると思われます」

「あぁ、もしかして俺達その巣に近づいたから攻撃受けたんじゃないか？」

「襲われたのですか？」

　俺達はディーにスピアホーネットの防衛部隊と鉢合わせしたことを話す。

「いきなり攻撃……ですか？　おかしいですね、スピアホーネットはよっぽどの外敵と認めない限り攻撃してこないと聞きますが……」

「そうなのか？」

「でもいきなり襲って来たよね？」

「そうですそうです！　お尻の針をズババババって撃ってきました！」

「産卵期でもないはずなのですが……」

　やたら凶暴なホーネットに頭を悩ませていると、山の中でボンッと大きな音が鳴り響いた。

　遅れて鳥がギャーギャーと鳴き声を上げ、木々の合間から飛び立つのが見える。

「なんだ？　何か爆発したのか？」

「こんな山で何が爆発するんですか？」

「咲、なんか嫌な感じがする」

　風に乗って何かが焦げる匂いが漂ってきた。

「やばい、何か燃えてる。行くぞ！」

「がってん」

「あっ、ちょっと待ってくださいよ！」

　俺達は先ほどホーネット達と接敵した場所へと戻って来た。すると近くで黒い煙が上がっているのが見える。

　どうやらこの辺りで何かが爆発したらしい。

「この辺、ホーネット達のお家があるところにゃ！」

「ってことは、あの黒い煙は……」

　俺達が全力で走ると、そこには炎を上げる巨大な蜂の巣があった。

　周囲の花畑や木々も炎に包まれており、ホーネット達がどうしていいかわからずブンブンと飛び回っている様子が窺うかがえる。

「酷い……」

「なんてことを……」

　いくら危険種モンスターだとしても、その住処すみかを焼き払うのはよくないだろう。これでは余計狂暴化するし、家を失ったホーネットが人里に降りてくる危険性もある。

「咲、あそこなんかいる！」

　オリオンが指さす先を見ると、そこには大きな布袋を抱えたフード姿の男達が見えた。

　奴らは炎の魔法を放ち、ホーネット達が追って来られないように辺りを焼き払っている。

「あいつらを取り押さえる！」

「まかせろ！」

「わかりました！」

「やっちゃるにゃ」

　オリオン、ソフィー、リリィがフードの男達を追いかける。俺もそれに続いて追いかけようとした。

　だが、蜂の巣の前でホーネット達が取り乱している姿が見える。

「何やってんだあれは……」

　近づいていくと、そこにはホーネットがホーネットを羽は交がい絞じめにしており、どうやら炎の上がる巣の中に入って行こうとするのを必死に食い止めている様子だ。

「なんだなんだ。中に何か忘れものでもしたのか？」

［クイーン……ナカ！］

「！」

　羽交い絞めにされているホーネットは炎の上がる巣を悔し気に睨にらみ、片言で言葉を紡つむぐ。

　それだけでクイーンが中に取り残されていると理解した。

「ディー────！　水だ────！」

　俺の叫びに反応してディーがすぐさま寄ってくる。

「王よ、これだけ火の手が回っていては多少の水ではどうにもなりませんよ」

「俺に水をかけろ！」

「なぜです？」

「いいから早く！　今すぐに！　ハリーハリー！」

「ウォーター」

　ディーが水魔法を唱えると、俺の頭に水が降り注ぐ。

「中にクイーンがいるらしい。ちょっと行って来る」

「ちょっ、王!?」

　ディーの制止を無視して、俺は炎の上がるホーネットの巣の中へと突撃していった。




　それからしばらくして、ホーネットの巣は完全に焼け落ち炭すみの塊かたまりと化してしまった。

　しかしながら俺の腕には小さなホーネットのクイーンが抱かれていた。

　リトルクイーンとでも言うのだろうか、まだ子供のホーネットはところどころ黒く汚れてしまってはいるものの命には別状なさそうだ。

　フードを被った男達も全員オリオン達に取り押さえられ、今はロープでグルグル巻きにされて転がされている。こいつらは後で城に突き出そう。

「蜜ハニーハンターという密猟者ですね。ホーネットは集めた蜜を結晶化させ、蜜琥珀スイートアンバーを作り出します。それを狙ねらったのでしょう」

　ディーは奴らの布袋からキラキラとあめ色に煌きらめく結晶を取り出す。

「貴重なもので市場では非常に高値で取引されるのですが、このようにホーネットを怒らせる為個人での採取は禁止されています」

「ようはホーネットを怒らせたのはこいつらが悪いんじゃねぇか」

　恐らくあれほど警戒心が強かったのは、盗みに来た人間を警戒してのことだったのだろう。

　そりゃ近くに泥棒がいるとわかってりゃピリピリもするだろう。

「そうですね」

「そうなると、もうホーネットを倒す理由もなくなったな」

　密猟者がいなくなったってことはホーネットも無差別に人を攻撃することもないだろう。しばらくしたら元の温厚なミツバチモンスターに戻るんじゃないか？

「す、凄い、これだけ大量の蜜琥珀があれば、お菓子食べ放題なんじゃ……」

「お金がっぽがっぽにゃ……」

　ソフィーとリリィは大量の蜜琥珀を見て、目が完全に金のマークになっとる。

　俺は蜜琥珀の入った布袋を取り上げると、ホーネット達に返した。

「こりゃ元からこいつらのもんだ。とったら追いかけてきて刺されるぞ」

「うぅ、それは嫌です」

「嫌にゃ」

　俺はキョトンとしているホーネットに蜜琥珀を全て返した。

　ホーネットは布袋に入っている蜜琥珀と俺を何度も見返している。

「よし、帰るぞ。依頼は完了だ。ホーネット倒してねーから報酬出るかわかんねぇけど」

「いいの咲？　蜂さんお家なくなっちゃってるけど」

「しばらくは野宿になるだろうけど、また新しい家を作るだろ。クイーンもしっかり守られてるみたいだし」

　俺はホーネットのリトルクイーンと、守護隊にバイバイと手を振って山を下りた。




　その翌日、俺とオリオンはギルドに行ってから自城に帰ってきた。昨日のホーネット討伐依頼について話をしてきたのだ。

「やっぱり報酬出なかったね」

「ああ、密猟者を倒してくれたのはありがたいけど、これじゃ依頼達成にはできないな～。ごめんね、次頑張って。だもんな」

　ギルドのふとっちょ職員が困り顔になってる姿を思い出して、俺達は小さく息を吐ついた。

　せっかくチャリオット全員動かしたってのに、これぞ正しく骨折り損のくたびれ儲けというやつである。

「せめて蜂蜜だけでも貰もらって来ればよかったのに」

「家が火事になった奴に、そんなことできるかよ」

「王様──！　大変です！」

「なんだサイモン。気苦労の絶えない家老みたいに……」

「裏山に危険種モンスターが来ました！」

「なぬ……あの何もない山に住み着く酔すい狂きような危険種モンスターがいるのか？」

「はい、おっきな蜂のお姉さん達です」

「「…………」」

　俺とオリオンは顔を見合わせた。

　サイモンに連れられて裏山へと入る。裏山といっても城のすぐ近くで目と鼻の先だ。

　そこにこの前見たばかりの巨大な蜂の巣が建設されていたのだった。

　その様子を見てディーも困り顔である。

「王よ……言わずともわかると思いますが、この前のホーネット達がついてきたようです」

「みたいだな……」

「どうされますか？」

「どうってお前、危険種モンスター裏山で飼ってるのはさすがにまずいんじゃないか？」

「そうなのですが……」

　ホーネットは俺の存在に気づくとブンブンと羽音を鳴らして近づいてくる。

　俺の頭上を旋回し始めて、何かのフォーメーションを組みだした。

「おい、大丈夫か、何か必殺技みたいなの使ってくるんじゃないだろうな」

「大丈夫です、恐らく意味的には逆です」

　不穏な動きを見せるホーネット達を眺めていると、新たに建設された蜂の家からこの前助けたリトルクイーンが現れた。クイーンは一直線に俺の方へと飛んでくると、有無を言わさず唇を奪ってきた。

「あっ！」

「ちょっと何してるんですか!?」

「やはりか……」

　オリオンとソフィーは憤いきどおり、ディーは額ひたいを押さえる。

　俺は貪むさぼるようにくっついてくるクイーンをなんとか引きはがした。

「ディー！　説明して！　なんか口の中にめっちゃ蜜流し込まれたんだけど！」

「クイーンに気に入られたのですよ。彼女達はタンクに集めた蜜を口から吐いて他者に渡します。その間、体の中で殺菌が行われ、口から出てくるものはロイヤルハニーとして非常に栄養価が高く甘いものになって出てきます。本来口移しは同族間でしか行わないのですが、それをされるというのは相当気に入られています」

「待って、このクイーン意外と力強い！」

　俺はクイーンに両手をホールドされ、再度蜜を流し込まれていた。

　しかも空を舞っていたホーネット達が次々に降りてきて、順番待ちをしている。

「ねぇ、じゃあこれから蜂蜜くれるってことなの？」

「王が頼めば恐らくいくらでもくれるでしょう」

「いいじゃん咲、ウチにいてもらおうよ。蜂蜜食べ放題ならあたしは許す」

「そ、そうですね、しょせんは虫のやることですから。気にしないことにします」

　裏山に住み着いたホーネット達はどうやら市民権を得たらしく、それから毎日せっせと城に蜜を運んできてくれるのだった。

　ソフィーはハニートーストを食べられるようになり「あま～い！」とご機嫌になり、ウチの特産の一つにロイヤルハニーが追加されたのだった。

　蜜を集めるのと同時に花粉を運んでくるホーネットのおかげで、殺風景だった裏山には綺き麗れいな花が咲くようになったようだ。






あとがき






　初めまして、ありんすと申します。この度は『異世界城主、奮闘中！』をご購入いただきありがとうございます。Ｗｅｂの方で既に知っているよという方もおられるかと思いますが、この度書籍として形になりました（祝）

　誠にありがたいことでございます。『カクヨム』『小説家になろう』という二つの小説投稿サイトにて旧題『ガチャ姫』のタイトルでほそぼそと執筆し、第三回カクヨムＷｅｂ小説コンテストにて異世界ファンタジー部門特別賞をいただきました。

　そこでご縁があったファミ通文庫さんに声をかけていただき、Ｗｅｂだけの存在だった『ガチャ姫』は『異世界城主、奮闘中！』に名前をかえ、こうして現実世界へとやってきたわけですね。

　本作の方を軽く説明しますと、皆大好きソーシャルゲームのガチャシステムを世界観に組み込んでいます。実際ガチャから出てきた戦士たちってどういう風に生活しているのだろうか？　あの新入り高レアだ。妬ねたましい。とか思わないのだろうか？　と想像を膨ふくらませて書いたものが本作です。どうせガチャでＳＳＲが大量に出てきて無双するんだろう？　と思われるかもしれませんが、ガチャですからそう簡単に高レアは渡しませんよ。（ゲス顔）

　メインはボロ城の立て直しやクセのあるヒロインたちとの出会い、恋愛ですのでそちらを楽しんでいただければと思っています。

　なので地道に戦いながらボロ城を建て直し、女の子をどんどん仲間にしていく話にしようと思いました。

　本作はこれから主人公とオリオンが仲間を集め（美少女多めで）チャリオットを強化していきます。

　たくさん仲間はいるのにポンコツだらけで、なかなか楽にはならないというのがこの作品の醍だい醐ご味みですので、是非ともにぎやかになっていくチャリオットを見守っていただければと思います。




　最後にファミ通文庫編集部の皆様、美麗なイラストを描いて下さったかかげ様、担当Ｈ様、この作品を出版するのに携わって下さった皆様に改めまして感謝を。

　また『カクヨム』『小説家になろう』で応援して下さった方々、この本を手に取り読んで下さった読者様。

　本当にありがとうございます。

　また二巻でお会いできることを願っております。


ありんす
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異い世せ界かい城じよう主しゆ、奮ふん闘とう中ちゆう！




～ガチャ姫ひめ率ひきいて、目め指ざすは最さい強きようの軍勢チヤリオツト～
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。
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